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Chapter:0　かつて神話ありき







　世界は、終わりかけていた。

　火か山ざん弾だんで砕くだかれた廃はい墟きよを、津つ波なみが洗う。森を薙なぎ払はらう暴風を貫つらぬいて、流星が降り注ぐ。

　その余波は、地下深いダンジョンにまで届いていた。

　ミシッ！

　分厚い天てん井じように亀き裂れつが走り、拳こぶし大だいの石せき礫れきが立て続けに落下してくる。

「……今のは、どちらの仕し業わざだろうな？」

　白銀の鎧よろいで身を包み、長ちよう剣けんを手にした青年が訊たずねる。

「さあな。ここまで来りゃあ、やったのがどっちでも結果は変わらねえさ」

　返答したのは、竜だ。

　長い首と尾お、畳たたまれた翼つばさ――地底の大だい空くう洞どうを埋うめるのは、人間の二〇倍を超こえる巨きよ体たい。それを隙すき間まなく包むのは、漆しつ黒こくに艶つやめく鱗うろこだ。

「同じではない。私と貴様の戦いで決まる。人と魔族、生き残るのはどちらか――そうだろう、黒竜覇は王おうニールフェルド？」

「どうだかなぁ。勇者ジーゲンザイン様よ？」

　問うた勇者は不敵な微び笑しよう。問われた竜の裂さけた口元に浮うかんだのは、笑えみは笑みでもむしろ苦く笑しように属するものだった。姿形は大きく隔へだたった種族であっても幾いく度どとなく刃やいばと牙きばを交えた間あいだ柄がらである両者には、それがわかる。

　周囲には、勇者に先さき駆がけて竜たちをここに追おい詰つめながら、敗れ去った戦士や魔ま術じゆつ師しの亡なき骸がらが転がっている。半分に引ひき裂かれたり踏ふみにじられたりしているのは、まだしも生前の面おも影かげを残している部類だ。真っ黒に炭化しているもの、完全に干ひ涸からびてミイラ化したもの、恐きよう怖ふの表情で石化して砕けたものに比べれば。

「魔族おれたちと人間てめえら――正直お互たがいやり過ぎた。ま、引くに引けないところまで来ちまったから仕方ないが、これじゃ世界が丸ごと焼け野原。共とも倒だおれが関の山かも知れねえじゃねえか？　そうなりゃ、さすがの俺おれ様さまでも生きてくのはちょっと面めん倒どうだ」

「貴様自身は、死なないのが前提か？」

「当然。それでも、他に誰だれも生きてなきゃ食うモンに困るし、なにより退たい屈くつだ。暇ひまで暇で死にそうになるだろうさ」

「こんな中で、よくもまあ言ってのける」

　呟つぶやくジーゲンザインの間近に、今度は人頭ほどもある岩の塊かたまりが落ちてきた。それでも、彼かれは微び動どうだにしない。

　無数の災さい厄やくは、天然自然の現象ではない。人類と魔族、両者が際限なく放ち合った極大攻こう撃げき呪じゆ文もんの産物なのだ。

　いつ、どうして始まったのかも定かでない長い戦火は、この数年で極限に達した。山を消し飛ばし、湖を干ひ上あがらせるほどの魔法が、日を置かず飛とび交かった。人間の街がいくつも消しよう滅めつし、魔に属するいくつもの種族が絶滅した。

　もはや魔族の生き残りは、数ページの名めい簿ぼに収まる程度。元々数に勝まさる人間はそれよりはずっと多いだろうが、最早往事ほどに国や文明を栄えさせるのは困難だ。

　だが――。

　それでもなお、勇者ジーゲンザインの頬ほおから強気の笑みは消えない。

「貴様が個としてどれだけ強大強きよう靱じんだろうと、生き残るのは人の方だ」

「へえ？　これまで何度も引き分けだったよな？　何か秘策でも準備してきたのか？」

「確かに貴様と私の力は互ご角かくだ。故ゆえに、これまでは互いに致ち命めいとならぬ痛み分けだった。だが、今日は違ちがう！」

　長剣が、奔はしった。

　ジーゲンザインの姿そのものが銀光として霞かすむ、文字通り神速の一いち撃げき。

　それをニールフェルドは前足の爪つめで弾はじいた。

　力任せ体格任せではない。竜の首さえ切り落とす技わざを精せい妙みように受け流したのだ。

　しかしドラゴンも防ぼう御ぎよだけでは終わらない。開かれた口から、灼しやく熱ねつの息吹ブレスが放たれる。細く絞しぼり込まれた精密射しや撃げき。勇者は剣けんを薙いだ疾しつ風ぷうでそれを散らすと同時に、左手から魔法の稲いな妻ずまを撃うち出した。竜は避よけない。ただ掲かかげた前足で受け止める事で、急所への直撃だけを防ぐ。

　幾度となく繰くり返かえされた、握あく手しゆにも似た攻こう防ぼう。

「相変わらずの腕うでだな、勇者様よ。けど、人間でここまで強つええのはあんたみたいな例外だ。ズタボロの世界で生きていけるのは、魔族の方だぜ。俺様はもちろん、他にもまあできそうな奴やつの心当たりはある」

「個々の力で言えば、その通りだろう。だが、人の強さは知ち恵えと数と――そして絆きずなだ」

「絆なら、こっちにもある。てめえらみたいに国とか作る訳じゃねえが、仲間が死ねば悲しいし、殺されりゃあ怨うらみもする。そこは、おんなじさ」

　だからこそ怨えん嗟さが怨嗟を呼び、最終戦争にまで発展したのだから。

「その点は同意しよう。だが、私はただ無意味に敗れる訳にはいかん。故郷に残した妻と子のためにも、命に代えてもここで貴様を食い止める！」

　ぶっ！

　竜が、吹ふき出だした。

　炎ほのおや毒の息吹ブレスではない。ただ単に、息を吹いたのだ。

「てめえ、結けつ婚こんしてんのかよ！　聞いてねぇぞっ！」

「話すような間柄でもないだろう？　私と貴様は――単なる敵と呼ぶには長く関かかわり過ぎたが、かといって結婚式の招待状を出すような友人でもない」

　勇者の視線が、一いつ瞬しゆん自らの左手に向いた。そこの薬指に結婚指輪を填はめるという人間の習慣は、ニールフェルドも知っている。

「それもそうだが……そういうの知っちまうと戦いづれえだろうが！　しかもガキまで！　男か？　女の子か？」

「臨月だ。まだ生まれてない。私としては、息子むすこならいいと思ってるのだが」

「そういう大事な時期に、俺との勝負に出向いてくんなよ！　女によう房ぼうの側そばにいてやれよ！　愛してんだろ？」

「私が妻に寄より添そっていても、世界そのものが滅ほろんだらお終しまいだ。それとも、教えていたら戦いを止やめてくれたか？」

「悪わりぃが、無理だな」

　ドラゴンが、首を振ふる。

「お互い身内の怨みとか責任とか、過去の面倒なモンを背負いすぎてる。下ろす訳にゃあいかねえ」

「私は過去だけではない。妻が身ごもった事で――そうだな、未来も実感できるようになった。子供というのは、未来そのものだからな」

「ンな事ぁ俺様だってわかってる。自分のガキはいなくてもな。けど、気持ちだけじゃもうこの戦争は止められねぇ。ケジメつけなきゃ治まらねえところまで来ちまった」

　ギシッ！

　ニールフェルドの嘆たん息そくに応こたえるかのように、また洞どう窟くつが――大陸そのものが、軋きしんだ。

「戦士や軍隊が現場でやり合うだけじゃねえ。どっかで、関係ないガキまで巻まき添ぞえにしちまうんだよな」

「最初から貴様と私、代表の決けつ闘とうで済ませていれば、これほどの戦禍はなかっただろうな。罠わなもだまし討うちも何でもありの殲せん滅めつ戦ではなく、正々堂々と勝負し、終わったら笑って酒を酌くみ交わすような……」

　ジーゲンザインが生まれるずっと昔――何世代も前から続いている戦争だ。長命のニールフェルドにしても、自らが口火を切った訳ではない。どれほどの強者でも、終わり方以外には関かん与よできない。

「……よせよ。俺様だってそういう夢を見ない訳じゃねえ。人間の酒やメシは美味うまいしな。けど、どうにもならなかった事を、後から願っても仕方ねえってモンさ。俺様だって、後ろにいる仲間を守らなきゃならねえ」

　最強の竜がこのダンジョンに追い詰められたのは、彼の最も親しい戦友が人間の大軍と戦い、ここに逃にげ込んだからだ。最精鋭を撃げき退たいしつつも傷ついた仲間たちを守るため、ニールフェルドは危険を承知で駆かけつけたのである。

「お互いに、難しいところだな」

「ああ。俺は仲間のため、必要なら人類軍は容よう赦しやなくブチ殺す」

「私も同じだ。必要ならというところもな」

　直接間近でまみえ、言葉も交わした相手であればこそ、情は通う。そうでないその他大勢は「排はい除じよすべき敵」のままだ。

　自分と同じように、命と感情があると理解していても。否いや、理解しているからこそ。

「種族の区別なく、助けを求める弱者を強者が守り、救う――そんな世界であればよかっただろうに」

「それについちゃ、同感だな」

　ニールフェルドは苦笑した。

「そうだな……。万が一、この戦いの後で魔族と人間が共存できるような世界になったら、俺様はそういう強者として生きてみるか。殺し合いよりはマシだ」

　誓ちかいや宣言というほどではない。

　決して実現しないのを前提とした軽口だ。魔族と人の和解はあり得ない。仮に、ニールフェルド自身がどれほど望んだとしてもだ。

「残念だが……私は、同意できない」

　しかし、ジーゲンザインの返答は重く、深刻だった。

「おいおい、何でだよ？　お前、そういう事切り出しといて、魔族は助けないってのか？」

「そうではない。我らの命は、ここで確実に潰ついえるからだ！」

　その時――。

　キィイイイン！

　甲かん高だかい音が響ひびいた。

　さっきまでの地鳴り地響きとは違う。複雑な音色が地下迷めい宮きゆうを含ふくむ空間そのものを取り囲み、渦うず巻まいている。

「てめえっ！　何しやがった？」

「言っただろう？　この戦いでは罠もだまし討ちもあると」

　生来の肉体とそこに備わった能力だけで最強を誇ほこるニールフェルドは、魔法の技ぎ巧こうには疎うとい。それでも、尋じん常じようならざる魔力が働いている事は理解できた。山を砕き、流星雨を降らせるよりももっと強力な――。

「迷宮を含む山全体を結界で囲み、封ふう印いんする。高位魔導師が一八人、命を賭かけた大だい儀ぎ式しきだ」

「バカか？　お前も一いつ緒しよに――いや、竜の身体からだなら耐たえられるが、人間じゃ封印されるだけじゃ済まねえ。魔力の渦に呑のまれて塵ちりになっちまうだろうが！」

　叫さけぶニールフェルドの声も動きも、万ばん全ぜんではない。金色の魔光に圧され、繰り出した一撃は本来のスピードの七割しか出せていない。

　だが、受けるジーゲンザインの力は更さらに制限されている。防御しきれずにはじき飛ばされて転げ、辛かろうじて片かた膝ひざ立ちで剣を構える。

「これも言ったはずだ。人間の武器は知恵と数と、絆だ」

　苦境にも拘かかわらず、ジーゲンザインの表情は晴れやかなままだった。

「普ふ通つうに戦ってはこれまで通りの痛み分けの繰り返し。だが、互角なら足止めはできる。貴様さえ押おさえれば、私なしでも人類の勝機は残る！　生き残りの道が開ける！」

　周囲に転がっていた死体は既すでに魔力に呑まれて分解を始め、蒸発していく。

「……自分が捨て石かよ。俺様にはできねえ考え方だな。けど、いいのか？　ここで消えたら……せっかく生まれるガキにも会えねえんだぞ!?」

「悔くいがないと言えば……嘘うそになる。だが、だからこそ、その子こが生まれ落ち、生きていく世界を守るために戦う。我々が相打ちになっても、我わが子が……いや、それ以外でも人の子が何年か、何千年かの先に生きているなら、それこそが私の勝利だ！」

「……ったく……。そういうところが鼻につくんだよ、人間の勇者って奴は！」

　それが、ニールフェルドの最後の言葉だった。

　金色の輝かがやきが迷宮を満たす。

　ジーゲンザインの身体が光の粒りゆう子しに紛まぎれて消えていき、ニールフェルドの体表は鈍にぶい銀色に包まれて、静止する。

　外では、未いまだ嵐あらしも噴ふん火かも続いていた。







　そして――数千年が過ぎた。







Chapter:1　黒竜、復活す







「ふ……ふははははははははははっ！　ほーらっ、ちゃーんとあったじゃないですか！　ざまーみなさいよ、教授っ！」

　深い洞窟の奥おくでそれを目にして、パトリシア・リコシェは高笑いした。

　とは言っても、声には力がない。何しろもう三日もまともな食事をしていない。愛用のライフルを杖つえ代わりにしてやっと立っている有様だ。

　目の前にそびえているのは、全長三〇ｍに及およぶ石のドラゴン。

　彼かの女じよを大学から追い出した教授が『あり得ない、おとぎ話の存在』と嗤わらった、神話の魔ま獣じゆう。巨体をよじっているのは苦しみのせいだろうか。まるで断だん末まつ魔まの瞬しゆん間かんにそのまま固まったような形。石そのものも見知らぬ材質だった。

　単なる彫ちよう刻こくだとしても、記録にない「何者か」の作品だ。それはそれで、古代文明の存在証明になる。

「……問題は、証しよう拠こを教授や学会に突つきつけるのが難しい事かな。はは……」

　勝利宣言した途と端たんに力が抜ぬけ、へなへなと膝ひざが崩くずれて尻しり餅もちをつく。

　体力なら自信があるし、フィールドワークは得意だけど、さすがに今回はハードだった。

　山奥の村から地元の人間さえ踏み込まない、国境も不確かな峰みねと谷を踏み越こえて半月弱。崖がけから落ちそうになったのが六度。猛もう獣じゆうをライフルで倒たおしたのが三度。そして今は水も食料も尽つきている。どう考えても、生きて人里まで帰れそうにない。

　ポケットの多い生き成なりの探検サフアリジャケット、帽ぼう子し、頑がん丈じようなブーツ。丈夫な服もあちこち汚よごれや破れが目立ち、背中のザックもかなり軽くなっている。

「……ま、これはこれでいいですか……はは……」

　パトリシアの口くち唇びるが緩ゆるんだ。

　生せい還かんも、自説の公表も絶望的だけど、真実はここにある。

　だったら何年か、何十年か後には誰かがこのドラゴンを再発見するかも知れない。多分、その時に自分の亡骸も一緒に見つかる。

「つまり、わたしの勝ちです。己おのれの正しさを確信して死ねるんですから」

　膝を突いた四よつん這ばいでドラゴンに近寄り、伸のばした指先で触ふれる。

　冷たく、堅かたい、血の通わぬ感かん触しよく。

　それが、

　一瞬で、

　失うせた。

　指先に、灼熱を感じて手を引く。後ずさって、ライフルを置いた位置まで飛び戻もどる。

　触れていた部分から亀裂が広がり、内側から光が溢あふれる。

　空気が、地面が、竜と一緒に鳴動する。

　ジャケットの内側、ペンダントにして吊つるしている家宝の指輪が熱を持つ。

　胸が、熱い。




　ウォオオオオオオッ！




　既に石像ではない。

　肉の身体を取とり戻した漆黒のドラゴンが身をくねらせる。金色に輝く双そう眸ぼうがパトリシアを睨にらむ。白く鋭するどい牙を並べた顎あぎとが開き、一瞬前まで石の塊だったとは思えない唾だ液えきでてらてらと濡ぬれた舌が蠢うごめいた。

「い、生きてるっ？」

　パトリシアは思わずライフルを放った。

　反射的だからこそ正確に、銃じゆう弾だんはドラゴンの右目に命中する。

　あらゆる動物にとって共通の、そして絶対の弱点。森や山で獣けものに襲おそわれた時、何度もこの射撃で仕留めてきた。

　だが――。

　ドラゴンは二、三度瞬まばたきしただけだった。

「見りゃわかるだろ、生きてる。こりゃ鉛なまり玉だまか？　弾だん弓きゆうとかじゃねえ。その杖から撃ったのか？」

　巨体に相応ふさわしい声量だが、音色そのものは美しい。若い男性の声だった。

「しゃ、喋しやべった？」

「そりゃ喋る。俺様が生きてたり喋ったりするのが、そんなに驚おどろくような事か？」

「そ、そうですね！　伝説でも普通に会話してたはずですし、うん！」

　消し飛ばされそうな理性をかき集め、言葉に出す事で己を鼓こ舞ぶする。意味のある言葉を喋ってるうちは、悲鳴を上げずにすむ。

「おい、人間」

　大きな顔がパトリシアの目前に迫せまる。声で、肌はだがビリビリ震ふるえる。圧あつ倒とう的てきな音圧。

「たたた、食べないでくださいっ！　あ、そうじゃない。食べられてもいいんだっけ？　どうせ生還は無理っぽいし！　モノを食べるっていうのは生きてるって事だし！　生きてるドラゴンに会えたんだから悔いはないし！　噛かまれると痛そうだから、できればぺろりと丸まる呑のみの方が！　あ、でも、わたしの死体が残らないと第一発見者としての証明が……って、そんな事気にしてる場合でもありませんよねっ？　わたしが死んでも事実は事実で動かないんだしっ！」

　パニックで口と舌が高速駆く動どうする。

「待て待て待て、人間！」

「は、はいっ！」

　両手でライフルを構え、へたり込んだままお尻の力だけでじりじり後ずさるパトリシア。

「確かに腹ぁ減ってるが、人間は喰くわねえ。あまり美味いモンじゃねえからな」

「それってつまり、味見した経験はあるって事じゃないですかぁっ？」

「まあ、そりゃそうだが、まず落ち着け」

「は、はい。落ち着くよう、最大限の努力しますっ！」

　胸を撫なで、何度も深呼吸する。指輪には、まだ服の上からでもわかる熱が残っていた。

「いろいろ訊ききたい事はあるんだが……まず、最初は――」

「は、はい……」

　人とは異なる造作でもドラゴンの真しん剣けんな眼まな差ざしは、パトリシアにも理解できた。思わず固かた唾ずを呑む。刺し激げきしないよう、銃は足あし下もとに置いて立ち上がる。少なくとも会話はできるし、態度も理性的だ。こっちから敵対の意志を示すのはまずい。

　というか銃弾なんて通用しないんだし、構えるだけ無む駄だだ。

「お前、料理はできるか？」

「はえ？」

　予期せぬ問いかけに、間ま抜ぬけな声が出た。

「だから料理だよ。メシ、作れるかって訊いてんだ」

「え、えーと、まあ、一応それなりには。自炊派ですし……」

　貧びん乏ぼう学生、調査で野宿もしょっちゅう。最低限の材料と道具があれば、こんな洞窟でも何とかなる。携けい帯たい食器や調理器具は二日前にうっかり崖から落としてしまったけど。

「じゃあ何か作れ。魔法がちゃんと効いてりゃいいんだが……よし、あったあった」

　ドラゴンは振り返り、背後にある大きめクローゼットサイズの箱――彼にとっては爪の先でも潰つぶせそうなサイズだが――を器用に開いてパトリシアの前に差し出した。中には簡素なキッチンと、陶とう器きに似た光こう沢たくの白いケースがあった。ケースを開けてみると中の空気はひんやり冷たく、数種の野菜と塩しお漬づけ肉、小麦粉、その他の食材がたっぷり入っている。想像していたよりずっとまともな食材だった。

「これって……やっぱり魔法？　何千年も経たっているはずなのに……」

「ああ、魔宝マジツクアイテムだ。立てこもるには食料が要いるし、同じようなのは人間だって……って、千年？　今、何千年もって言ったか？」

「は、はいっ！　言いました！　今は大陸歴で一八一七年で……って、大陸歴とかって言っても困りますよね、ごめんなさいっ！」

「人間の暦こよみはどうでもいいんだが、今が一八〇〇年とかでどうして何千年も経ってるってわかるんだ？　計算合わねえんじゃねえのか？」

「勇者と竜が戦ったのは、大陸起源から数千年前って、おぼろげな言い伝えが一応残ってまして……」

「……数千年ってのは、さすがにちょいと予想外だったな。ていうか、本来なら永遠に石化されてるはずで、解けちまったのが想定外って事か」

　巨体に似合わぬ寂さびしげなため息を、ドラゴンはこぼす。

「ま、とにかくそれで何か作れ。話は作りながらだ」

「ひとつ、いえ、ふたつ条件がありますっ！　それを呑んでくれたら料理します！」

「条件だぁ？　ははははははっ！」

　笑いで、声のボリュームが更に増す。もう振しん動どうとかいう生やさしい話ではない。息で吹き飛ばされそうになるのを、パトリシアはどうにか踏みとどまる。

「ロクな武器もない人間ひとりが、俺様と交こう渉しよう？　いい度胸だ。面おも白しれえ。で、何だ？」

　竜の口でも、ニヤリと笑う表情はわかった。尖とがった牙の噛み合あわせが覗のぞく。

「第一に、腹ごしらえ済んだからって、いきなり人類滅ほろぼすとか、そういうのナシですっ！」

　最初の心配はこれだ。

　いくら意思疎そ通つうが可能と言っても、相手は人類を絶滅寸前に追い込んだと伝えられる最強の怪かい物ぶつだ。安全確保は大切。

「安心しな。俺様も寝ね起おきだし、事情もわからねえうちに暴れたりはしねえよ。人間滅ぼすのが大好きって訳でもねえしな」

　それは「事情がわかったらやる可能性はある」という事なのか――と思ったが、さすがに即そく座ざにそこに突っ込む気にはなれなかった。下手な刺激は藪やぶ蛇へびかも知れない。

「で、もうひとつの条件ってのは？」

「えっと……その……」

「何だよ？　はっきり言えよ！」

「あ、あの……っ！　わたしが食べる分も、一緒に作っていいでしょうか？」

　タイミングを合わせたみたいに、パトリシアのお腹なかが「くぅ」と鳴った。目の前にドラゴンがいるのに、顔が赤くなる。恥はずかしがるくらいには、落ち着いたようだ。

「……ここで死んじゃうかもってのはわかってますけど、今はお腹が空すいてて……」

「ははははっ！　そんな事か？　いいぜ。たっぷり喰いな。その方が、美味いモン作ろうって気になるだろうしな。俺様、食べ物の好みは人間と大差ないんで、そのあたりはあまり気にしなくていい」

　ほっと胸をなで下ろし、パトリシアは調理に取りかかった。

　魔法の働きだろう。細い金属管についたレバーを押すと綺き麗れいな水が流れてくるし、薪まきもなしに火が付く竈かまどもある。包丁などの道具や調味料も最低限揃そろっているけれど、さすがに凝こったものを作るのは難しい。思案しながら、まず人にん参じんの皮を剥むく。

「で、訊きたいんだが、お前以外にも人類まだ生きてんだよな？　滅ぶ心配するって事は」

「ええ、まあ……」

　調理の手を休めず、背を向けたまま答える。

「で、魔族――俺様みたいなドラゴンや、ゴブリンとかは生き残ってないって事か」

「……はい。そうです」

　率そつ直ちよくに事実を伝える。相手は充じゆう分ぶん知的だ。下手なごまかしは、禁物。

　人参に続いてタマネギの皮も剥き、食べやすいサイズに刻む。何千年も保存されているはずなのに充分新しん鮮せんで、刺激成分がツンと目に届く。

「竜も魔ま法ほうも、完全な絵空事と思われていて、かつて実在してたと主張すると笑われるような代しろ物ものです。でも、わたしは証拠を探してここまで来たんです」

　両種族が放った魔法により海は涸かれ、地は裂け、天は落ちた。荒こう廃はいの中で僅わずかな人間だけが生き残り、それまでの文明も魔法も失われた世界で新たな歴史を紡つむいだ――互いの情報をつきあわせた結果、今では神話扱あつかいされている経けい緯いが、ほぼ事実だと確かく認にんできた。

「しっかり人類は生き延びたんだから、ジーゲンザインの思おも惑わくは当たったって事か。敵ながら天晴あつぱれって奴だな」

「ジーゲンザイン！　それが、貴方あなたと戦った勇者の名前ですか？」

　包丁を握にぎったまま、パトリシアは振り返る。

「ああ。それが、どうかしたのか？」

「ウチに伝わる、ご先祖様なんです。魔族との最終決戦に旅立って、そのまま帰らなかったって……。でも、教授には『先祖が偉い大だいだったというのはよくある妄もう想そう』『指輪など何の証拠にもならない』って言われて……」

　襟えり元もとに手を入れ、パトリシアは金の指輪のペンダントを取り出した。勇者ジーゲンザインが妻と交わした結婚指輪――代々そう語かたり継つがれている品だ。長い間に細かい造形は摩ま耗もうして消え去っているものの、純金は錆さびない。

「なぁるほどな。勇者の奴はここで、俺様たちを石化した魔法の余波に呑まれて消滅したんだが、そん時着けてたのと揃いの指輪のせいで解呪が働いた訳か。特別の思いが籠こもった品物の間でつながりができるってのは、複雑な儀ぎ式しき魔法じゃ珍めずらしくねえんだ」

「……じゃあ、発見したのがわたしで、しかもこの指輪持ってたから？」

　とんでもない偶ぐう然ぜんだ。

　いや、神話実在説に拘こだわったきっかけが先祖の話だから、必然と言えば必然なのか。

「だろうな。で、俺様の名前は伝わってないのか？」

「ただ、黒い最強のドラゴンとか黒竜覇王とか、そう呼ばれてました」

「俺様の名前はニールフェルドだ。覚えとけ。名前で呼ばれる方がいい」

「はい。ニールフェルドさん。えっと……一応、できましたけど」

　大おお鍋なべの火を止めて振り返る。

「あ、これは条件とか交渉とかって話じゃないですけど、その体格だと鍋いっぱいの料理全部食べても足りないんじゃないですか？」

　もっとたくさん作ろうにも、材料もあまり残ってないし、一度鍋を空にする必要がある。

「あー、それもそっか。じゃ、ちょっと待ってろ。人化する」

　言うが早いか、竜の身体が淡あわい光に包まれてぼやけた。それがみるみる縮み、きらめきが収まると、そこに立っているのはドラゴンではなくひとりの青年だった。

　髪かみも、瞳ひとみも真っ黒。顔立ちは鋭えい角かく的てきに整っていて、険しさと知性と愛あい嬌きようが同居している。確かにさっきまでのドラゴンの印象が感じられる。

　上半身は裸はだか。腰こしから下にはぴったりとシルエットを出すパンツとブーツに覆おおわれていた。こちらの色も、黒。

「その姿って……？」

「魔族のうち半分くらいは、人間の姿になれる。知らないのか？」

「わ、わかりました。わかりましたから、何か着てください」

「何だ、気にすんのか」

　片手に持っていた上着を大きく翻ひるがえして纏まとう。これもまた、漆黒を基調に銀の装そう飾しよくが施ほどこされた、今どきの様式とは異なる奇き妙みようなデザインだった。

「んじゃ、いただくぜ」

　ニールフェルドは手て頃ごろな岩の突き出しに腰を下ろすと、パトリシアから受け取った器にスプーンを差し入れ、料理に口を付ける。
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「ん……！」

　細い眉まゆの間に、縦たて皺じわが刻まれた。

「お、お口に合いませんでしたか？」

　恐るおそる訊ねる。

　理性的とはいえ、相手はドラゴンだ。うっかり機き嫌げんを損そこねたら何が起きるか。

　一瞬で人間に化けたのだからまた竜に戻ってガブリ、だってあり得ない話ではない。

「美味うめえじゃねえか、うんっ！」

　口元に笑みを浮かべ、ぐんぐん食べ続ける。スプーンを休めず、口くち唇びるにくっついた野菜の切きれ端はしをぺろりと舌なめずりで飲み込む。育ち盛りのやんちゃな子供みたいだ。

「よ、よかった……。何しろ素人しろうとの貧乏料理ですから。あはは……」

　しっかり捏こねてパンやパスタを作っている時間がなかったので、小麦粉団子を落とした具だくさんスープというお手軽料理。ちゃんと肉が入っている分、パトリシアが普ふ段だん食べているのよりは贅ぜい沢たくだけど、本格的なメニューとはいえない。

「……本当に、同じモノ食べるんですね。そっか……同じ生き物なんだ」

「まあ、食って寝ねてって事に関しちゃ確かに同じだな。けど、昔っからメシだけは人間の方が上なんだよなぁ。なんつーか、工く夫ふうしたり改良したりってのは、人間の性しよう分ぶんに合ってるんだろうな。うん、おかわり」

　差し出された空の器に、二杯はい目めを注いで返す。

　食事の合間に、ニールフェルドは封印された時の話を語った。

「この迷宮――っつーか地下砦とりでじゃ、怪我けがした仲間を匿かくまってた。それでも俺様は最後には自分が勝って、生き残るつもりだった。ジーゲンザインの奴みてえに、誰かに後を託たくして相打ち覚かく悟ごってのは思いつかねえ。それで、負けた」

　まるで競技スポーツの試合で負けたみたいな屈くつ託たくない口調で、ニールフェルドは微笑し、四杯食べ終えた空の器を足下に置いた。

「外の世の中に魔族がいないってのなら、ここの五人だけが生き残りか」

　岩がん洞どうの奥に視線を向け、パチンと指を鳴らす。壁かべがスライドして開き、隠かくされていた空間が現れる。中には、五人分の石像が存在していた。

　小こ柄がらな紳しん士し、長身の青年、幼い少年。そして、パトリシアと大差なさそうな年ねん齢れいの女性がふたり。その片方だけが、遠目のシルエットであからさまに人間と異っていた。腰から上は人間の女性だが、下半身は八本足の蜘蛛くもなのだ。

「……五人？」

　思いがけず、小さな呟きが零こぼれた。ニールフェルド自身を含めれば六人ではないのか。

「みんなの石化も解いてやってくれ。多分、指輪の持ち主が触れるだけでいい」

　不安や恐怖よりも、未知への関心が勝まさった。他の魔族からも話を聞ければ、ニールフェルドひとりを情報源にするよりも、正確で深い知識が得られるはず。研究者にとっては得がたいチャンスだ。

　左手を胸むな元もとに重ね、右手を差さし伸べて一体ずつ触れていく。また指輪が熱を持ち、それが全身を伝わって右の掌てのひらから放たれる。淡い光が、五体の像を包み込んだ。

　数分待っていると、最初に触れた紳士像の表面から石の灰色がすうっと薄うすれていった。明らかになった肌の色は、緑。丁てい寧ねいに撫でつけられた髪が白いのは歳としのせいか。服装も執しつ事じ風ではあるけれど、やはり細かい様式が今のものとは異なる。

「主より遅おそい目覚めとは、このパーケル汗かん顔がんの至りにございます」

　恭うやうやしく一礼する。耳が尖っていて鼻が大きい。おとぎ話の通りだとすればゴブリンという種族だろうか。よく語られる野や蛮ばんなイメージとは大おお違ちがいだけど。

「って、何わかったような言い方してんだよ、パーケル。目覚めたばっかりで」

「非才の老骨なればこそ、周囲の状じよう況きようを見て判断するのには長たけております。こちらのお客人、見慣れぬ装いの人間となれば、かなりの時が流れたのでしょう？」

「ざっと数千年だそうだ」

「ほう、それはそれは」

　さして動じた様子もなく、パーケルというゴブリンは目を細める。

「わたくしは回復が早いのが取とり柄えでございますが、この様子だと他の皆みな様さまが目覚めるまでにはもう二、三時間ほどかかりそうですな」

　パーケルの指し摘てき通どおり、他の石像は光に包まれたままで、はっきりと目に見えるほどの変化はない。

「ただ待ってるってのも退たい屈くつだな。よし、外に見物に行くか」

　ニールフェルドは立ち上がった。

「せっかくあいつが俺おれ様さまに勝って――じゃねえな。裏をかいて守り抜いた人間の世界があるんだ。どうなってるかこの目で確かめたい。ひょっとしたらここ以外にどっか魔族が生き残ってるかも知れねえしな」

「承知いたしました。無事のお帰りをお待ちしております」

「ってな訳で、お前。案内しろ。人里は遠いのか？」

　ポン。

　ニールフェルドがパトリシアの肩かたを叩たたいた。

「え、ええ。いちばん近い村でも半月くらいかかりましたけど……」

「人の足でだろ？　俺様が飛べばあっという間だ」

「ちょ、ちょっとぉっ！」

　強ごう引いんにパトリシアの腕を引っ張り、ずんずんと洞窟の外へと向かう。ついていくパトリシアは、自然と小走りになってしまう。

　外は、朝の陽光が稜りよう線せんを白く照らしていた。

　ニールフェルドがまた光に包まれ、巨きよ大だいな竜りゆうへと変じる。改めて外で伸ばした身体からだを目にすると、サイズは鉄道客車の倍かそれ以上だ。広げた翼つばさの幅はばも、体長と同じくらい。

「背中に乗れ。俺がつまむと、うっかり力加減間ま違ちがえて潰すかも知れねえからな」

「こ、怖こわい事、言わないでくださいっ！」

　差し伸べた腕――というか前足をよじ登っていく。体表がごつごつしていて手がかりが多いので、普通の岸がん壁ぺきよりは遙はるかに楽だ。ただ、間近で見た白く鋭い爪は、さっきの不ふ穏おんな発言がただの冗じよう談だんや軽口ではないと証明している。パトリシアのこめかみを冷たい汗あせがつたい落ちた。

　広い背中、左右の翼の間まで上り、棘とげにしがみついてへばりつく。

「しっかり掴つかまったな？　じゃ、飛ぶぜ！」

　宣言から行動まで、一秒もなかった。

　巨大な翼が大きくはためいたかと思うと、次の瞬間には上じよう昇しようの加速度でパトリシアの身体はドラゴンの背中に押しつけられる。

「うぎゅっ！」

　潰れたカエルになった実感。

「人間乗せるのはあまり経験ないからな。キツかったら遠えん慮りよなく言えよ！」

「は、はい……。このくらいなら、まだ大だい丈じよう夫ぶです」

　風圧で帽子が飛ばされ、押さえていた長い髪が激しくなびく。

　背中の真ん中に張り付いているので真下は見えないけれど、右手下方では高こう峰ほうの連なりがもの凄すごい速さで流れ、遠ざかっていく。

「街は南東です。あと、目立たなようにしてください！　大おお騒さわぎになりますから！」

「ああ、わかった。そういやお前の名前、まだ聞いてなかったな」

「パトリシアです。パトリシア・リコシェ！」

　風に負けないよう、大声で叫ぶ。

「はは、パトリシアね。いかにも人間って感じの名前だな！」

　振り落おとされないように必死なパトリシアには、人間らしい名前がどういうものなのか考える余よ裕ゆうもなかった。

「おっ？　下の方、アレなんだ？」

　針葉樹林が広がる上を飛びながら、不意にニールフェルドが訊たずねた。

「下って？　わたし、背中の真ん中だから見えませんよーっ」

「あれだよ、あれ？　南北に走ってる、普通の道じゃない奴やつ」

　ぐぐぐぐっ！

　ドラゴンの身体が大きく傾かたむく。

「わわわわわわわわわわぁ～～っ！　落ちる落ちる落ちる落ちるっ！」

「おっと。悪ぃな」

　悲鳴に応えて、姿勢が水平近くに戻った。パトリシアが下を見られるよう、緩やかな角度で大きく旋せん回かいする。おかげで、よくやく彼かれの質問の意味がわかった。

「ああ、線路ですね。鉄道の」

「鉄道？」

「熱で蒸気を起こして……あ、見てください。ちょうど汽車が走ってきましたよ」

　汽笛を鳴らして南から近づく列車を見つける。距きよ離りがあるので、小指ほどの大きさにしか見えない。機関車の煙えん突とつからは煙けむりがもうもうと立ち上っていた。

「……要するに馬ば鹿かでかいからくり仕じ掛かけの荷車か？　燃えてんのは、わざとか？」

「そうです。石炭が燃料で、人や家か畜ちくに引かせる必要もないし、運べる量もスピードも、ずっと大きいんですよ！」

　蒸気機関の実用化でも鉄てつ道どう網もうの充じゆう実じつでも、大陸諸国で最も進んでいるのがこのアングレーヴス連合王国だ。祖国の自じ慢まんなので、つい口調も浮うかれてしまう。

　だが――。

「不っ細工な道具だな」

　ニールフェルドの評価は冷れい淡たんだった。

「今は、魔ま法ほうは使ってないんだよな？　それで、臭くさくて汚きたねえ煙出すしかない訳か」

　感覚も鋭えい敏びんなのか。これだけ離はなれていても空気の濁にごりも感じ取っているらしい。

「……何千年も経ってるんですから、世の中いろいろ変わりますよ」

　自在に空を飛ぶドラゴンにすれば、人の文明など取るに足らないのかも知れないけれど、さすがにちょっと傷つく。

「あれも魔法じゃねえんだな？　左の方で、飛んでる奴。汽車ってのと違ちがって、少し魔法の匂においがするが」

　問われて、視線を向ける。

　遠くてよく見えないが、飛行するものがあった。ターンして近づいてくる。鮮あざやかなブルーの単葉低翼の機体、機首にはプロペラ、主しゆ翼よくにはアングレーヴス軍の紋もん章しよう。

「に、逃にげてください！　飛行機です！　あれも機械、人間の乗り物です！」

　見つかったら騒さわぎになる。しかも、飛行機だから追いかけてくる。

「逃げる？　何で俺様が逃げなきゃいけねえんだ？　戦えば負けるってのか？」

　声の響きだけでも、闘とう志しと負けん気がびんびんに伝わってくる。

「逃げるって言い方が気に障さわったら謝あやまります！　ただ、ドラゴンが見つかったら大騒ぎになりますから！　とにかく、振ふり切っちゃってください！　お願いしまぁ～すっ！」

「ま、俺様も、無駄に騒がれるのは好きじゃねえ」

　悲鳴じみた訴うつたえが届いて、ニールフェルドは急きゆう上じよう昇しようしていく。パトリシアが浴びる風はますます強くなり、しかも空気が薄くなっていく。荒あらく浅い呼吸を繰くり返かえして、必死に酸素を取り込む。苦境を訴えたいけれど、空軍機から逃げなければならないのも事実だし、何よりまともに声が出せなかった。







「……何だ、あれは？」

　アングレーヴス空軍所属ブライアン・ディゾン少しよう佐さは己おのが目を疑った。

　新型機・ティラニダエＭｋⅢの慣熟飛行中に、あり得ないものを目もく撃げきしたからだ。

　長い首と尾お、皮ひ膜まくの翼を備えた巨きよ体たいで大空を遊ゆう弋よくする生物。

　思わずゴーグルを外して汚れがないか確認し、更に目を擦こすってからもう一度確かめる。間違いない。

　神話の存在。最強の魔物。人間の宿敵。

　本物なのか。それともドラゴンを象かたどった敵国の新兵器なのか。飛行機にはあり得ない異様な形。飛行船ならあり得るが、速度や機動力の方が無理になる。そもそもドラゴンに似せる必要性がない。

　背に見える人ひと影かげのようなものは身体の一部か。それとも――。

　いずれにせよ不ふ審しんなものを目撃した以上、正体確認は軍人の義務だ。

「こちらディゾン少佐。未知の飛行物体を発見！　接近して詳しよう細さいを確かめる！」

　無線で基地に一報するが、返ってきたのはザラついたノイズだけ。実用化して日が浅い無線機は、有効距離も感度も信しん頼らい性せいもまだまだ心こころ許もとない。

　小さく舌打ちして、操そう縦じゆう桿かんを引いてスロットルを押し込む。

　エンジンが哮たける。機体に張はり巡めぐらされた金属管に液化飛行石が送り込まれる。機体質量が減少し、プロペラの回転数が上がる。排はい気き管かんが、一いつ瞬しゆん淡あわい緑色の炎ほのおを吐はき出だす。

　だがディゾン機が接近を試みた途端に、竜は急上昇して雲の中に消え去った。最さい新しん鋭えい機きのスピードでも、全く歯が立たない。高度も、機体の限界を上回っている。

「……追つい跡せきは無理か……」

　呟つぶやき、巡じゆん航こう速度に落として予定のコースに戻る。

　帰き還かんして報告したら、正気を疑われるだろうか。それとも、飛行機乗りの間にいくつも流れる怪かい談だんのひとつとして片付けられてしまうのだろうか。

　それでも、軍人の義務として見たままを報告しなければならない。詳細な報告は勤務規則にも定められているのだから。







Chapter:2　文明の街







「はぁ……はぁ……死ぬかと思いました」

　パトリシアは、胸を押おさえてふらふらと歩く。

「悪かったな。高いところだと人間は息できないっての、忘れてた」

　言葉の割には、また人間態になったニールフェルドに悪びれた様子はない。

　ドラゴンのままだと目立つという事で近くの森に着陸し、そこから街まで歩いてきたのだが、それまでが大変だった。

　飛行機を振り切ろうと雲の中まで上昇したら呼吸は喘あえぐわ、寒さで凍こごえそうになるわ。本気で命の危険を覚えたのに、それを訴えるための声さえ出せない。ニールフェルドが気づくのがもう少し遅かったら危なかった。

　低温と低酸素に加え、急きゆう上じよう昇しよう急きゆう旋せん回かい急降下で振り回まわされたから、パトリシアの呼吸器と三半規管はまだ平常に戻らない。真まっ直すぐ進むつもりでも足がもつれてしまう。

「おっと！」

　ニールフェルドの手が伸び、倒れかけた身体を支える。

　本来がドラゴンだからか。細身なのに力は強く、手のひらの感触は逞たくましい。そのまま、ごく自然に抱だき寄よせられる。頬ほおが引ひき締しまった胸むな板いたに触れる。

「あ、ありがとうございます……っ！」

「一いつ緒しよにいる奴がコケて怪我でもしたら、俺様のメンツに関かかわるからな。守らなきゃならないものを守り切れねえってのは――気分が悪い」

　ニールフェルドの瞳を、微かすかな陰かげりがよぎった。

「あ、あの……もう大丈夫ですから……」

「ああ。悪わりぃ」

　小声で頼たのむと、ニールフェルドは素す直なおに腕うでを放してくれた。パトリシアはぴょんと跳はねるようなステップを一歩。もうちょっと自然に距離を取りたかったのだけど、ついこんな動きになってしまう。

「で、これが、今の人間の街か？　結構デカいな」

「ここはまだ地方都市ですよ。王都はもっと人口も多くて、建物も大きくて綺麗なんです」

　きょろきょろとおのぼりさんめいた視線を周囲に向けるニールフェルド。何となく彼に勝ったような気分で、パトリシアは胸を張った。

　まず案内したのは、ヴロンという街だった。出会った洞どう窟くつ――迷めい宮きゆうから比ひ較かく的てき近いというのもあるが、現代文明のサンプルとして適切と判断したからだ。

　ヴロンは鉱山で栄え、積み出しのために大きな駅もある。連合王国北部では活気ある新興都市だ。中心には役場や鉱山会社の建物が並び、そこから繁はん華か街がいや住宅街が広がっている。夕方なので、日勤開けの労働者で通りは賑にぎわい、時折は大荷物を載のせた蒸気自動車がクラクションを鳴らして通行人を退どかせている。

　やかましいのは確かだけど、学を志して都会に出てきたパトリシアは、こういう喧けん騒そうが嫌きらいではない。

　だが――。

「……ここも、空気が汚えな。大火事の後みたいな汚れだ」

　ニールフェルドは鼻をひくつかせ、顔をしかめた。

　視線の先では、製鉄所の煙突が煙を吐き続けている。もちろん、道行く自動車からの排はい煙えんも流れてくる。

「これが今の人間社会ですよ。いろんな産業や学問、技術を発展させてるんです」

　田舎いなか生まれだから、街の空気が汚きたないのも実感している。ただし、それ以上に文明の発達の恩おん恵けいの方も知っている。故郷はド田舎だから、鉄道や自動車がなかったら王都まで三日はかかるし、本だって滅めつ多たに入にゆう荷かしない。

「発展ねぇ……」

　ニールフェルドが周囲を見回す視線は、いつの間にか好こう奇き心しんから不ふ機き嫌げんな色に変わっていた。古こ雅がで異質な黒ずくめは目立つのか、道行く者がチラチラと見ているけれど、当人はまるっきり気にするそぶりもない。

「彼かの女じよ、どうかしたの？」

「は、はいっ？」

　いきなり後ろから肩を叩かれ、パトリシアは頭の天てつ辺ぺんから声を出して振り返った。

「面白い格好だね。どこから来たの？」

「俺たちが案内してやるよ」

　工員風の若い男がふたり、にやにや笑いながら顔を近づけてくる。ニールフェルドほどではないにせよ、街に不似合いな探検サフアリジャケットだ。数歩離れていたので、ひとりと思われたのか。

「あ、あの……っ」

　不慣れなシチュエーションに、パトリシアは言葉に詰つまる。ひとりが、手首をつかむ。

「は、放してくださいっ！」

「いいじゃないかよ。堅かたい事言わないでさ」

「おい。そいつぁ、俺様の連れだ。手ぇ放せ」

　ニールフェルドが、男たちの前に立ちはだかる。

「何だぁ、てめえ」

「変なナリしやがって。どこの田舎モンだ？」

　二人組が凄む。ニールフェルドは長身だが細身だ。単純な体格で言えば、二人組の方が上回っている。パトリシアを解放し、ファイティングポーズを取る。

　荒あら事ごとの予兆に、周囲の野や次じ馬うまがざわめき立つ。

　対するニールフェルドは構えない。

　ただ、ふたりを睨にらんだだけだ。

「……な、何だ、てめえ……？」

　男たちの顔は、大量の汗で濡ぬれていた。膝ひざが震えている。知識や理性に基もとづく判断ではない。もっと根源的本能的な感覚が、彼らの肉体を貫つらぬいたのだ。

　目の前にいるのは、絶対の強者であり、脅きよう威いであり、恐きよう怖ふであると――。

「はは……悪気があった訳じゃないんだ。あんたの連れとは知らなくてよ……」

「べ、別にまだ何もしてないし……ご、ごめんなさぁーいっ！」

　ふたり組は、這はうように逃げていった。

「あ、ありがとうございます……っ！」

「関わった奴を守るのは、強者の責任だ。女に、ああいう絡からみ方する奴ってのはどこにでもいるからな。で、追おっ払ぱらったけど、問題ねえよな？　今の世の中じゃあれが作法って事こたぁねえよな？」

「は、はい。そうです」

　パトリシアは何度も頷うなずく。

「じゃあよかった。んじゃ、どっかでメシ喰おう」

「まだ食べるんですか？」

　パトリシアの方は小麦粉団子スープでお腹は満たしたし、激しい空中機動のせいで食欲はゼロどころかマイナス。油断するとリバースしてしまいそうだ。

「本ほん性しようはあのサイズだからな。この身体になると抑おさえられるとは言っても、あれで腹はら一いつ杯ぱいって訳じゃねえ。人間のメシは好きだ」

　ニールフェルドは平らな腹をさする。

「あ、そうだ。金はお前が払はらってくれ」

「ええっ？　わたしだって、大して持ってませんよ？」

　元々貧乏だし、探検行の最中だ。いざという時に備えて、最低限の経費くらいは所持しているが。無一文だと、探検から人里に戻もどった時に動きが取れない。

「お前は大して持ってない。だが、この俺様はゼロだ」

「偉えらそうに言う事じゃないと思うんですけど……」

　長い眠ねむりから覚めたドラゴンとしては、当然すぎる回答だった。

「そもそも、どんな金が通用するのか知らん。金きんや宝石は、まだ大丈夫か？」

「ええ、まあ。お札とかもありますけど……。あんまり贅沢とか言わないでくださいよ。本っ当にお金、ないんですから」

「普ふ通つうのでいいんだ、普通ので。人間のメシだったら」

「わかりましたよ」

　パトリシアにとっても初めての街。馴な染じみなどないが、どこにでもあるような店構えの酒場兼けん大衆食堂が見つかった。ここなら、ポケットに忍しのばせてる予算で間に合いそうだ。

　店内は満席だけど、軒のき先さきに出されている予備のテーブルはまだ空いている。腰を下ろすと椅い子すがぎしっと軋きしんだ。オープンテラスというような上等な代物ではない。

「繁はん盛じようしてるって事は、美味うまいんだろうな」

「……ええ、多分」

　ニールフェルドは舌なめずりするが、メニューを目にしたパトリシアはちょっとした不安を覚えた。値段はさておき、レパートリーが少ない。ただ、一度着席した以上何もオーダーせずに立ち去るのは不作法だし、悪い予感が的中しているとすれば、そもそも選せん択たく肢しはないのだし。

「品書き見ても、どんなもんだかわかんねえからな。お前が適当に頼んでくれ」

「はい。じゃあ、えーっと……鶏とり肉にくのシチューとオムレツ、それにパンを。わたしにはお茶をお願いします」

　オーダーを受けて、無愛想な給きゆう仕じが調理場に引っ込んでいく。

「……そこそこお客も入ってますし、まあ普通のお店だと思いますよ」

　しばらくすると、料理が運ばれてきた。あまり熱くないのか、シチューの湯気は控ひかえめだし、オムレツにはいくつか焦こげが目立った。その場で、代金を渡わたして釣つりを受け取る。

「んじゃ、いただくか……ん？」

　まずシチューに手を出したニールフェルドの顔が曇くもる。続いてオムレツを口にしてますます眉まゆ根ねが寄り、パンを噛かむに至って眉が変なカーブを描えがいて小鼻がひくつく。

「ど、どうか……しましたか？」

　一応訊ねてみたが、パトリシアも既すでに察していた。彼女のお茶も温ぬるくて薄い。

「……不味まずい。クソ不味い」

　口くち唇びるを曲げ、フォークをテーブルの上に投げ捨てる。

「オムレツは火が通り過ぎてて硬かたい。シチューは煮に過すぎで野菜がぐずぐず。店なんだから、作ってるのはプロなんだよな？」

「あ、あのっ！　ニールフェルドさん、もう少し小さな声で……」

　パトリシアは慌あわてて周囲を見回す。ただ、通りがうるさいせいか、無礼な言葉に反応する者はいない。外の席というのも幸運だった。店員に睨まれずに済んだ。

「これが普通か？　本職より上手うまいお前は天才か？　達人か？　名人か？　超ちよう人じんか？」

「そ、そうじゃなくて……今どきの都会だと、このくらい普通といいますか……」

「不味いモン出すのが普通で、なんで商売が成り立つんだよ？」

「……需じゆ要ようと供給という奴で……。選択肢が少ないので、値段が見合えば味がイマイチでも食べるしかないんです」

　ニールフェルドの迫はく力りよくに気け圧おされながら、何とか説明――というか言い訳する。

　工場や鉱山がある街には、急激に労働者が流入する。当然、彼らのための住居や食堂も増える。ただし、急ごしらえされる店で、提供されるものも雑だ。そもそも顧こ客きやくの給料が安いから、値段を高くできない。

「田舎だと、昔ながらの家庭料理中心で。わたしの料理もおばあちゃん仕込みですし」

「……理り屈くつはわかったが、俺様の失望はどうしてくれるんだ？」

　ニールフェルドは、不機嫌そうに頬ほお杖づえを突ついた。

「何千年も経たったっつーから、料理の技術も発達してるって期待したんだぜ。ん？」

　気がつくと子供が三人、じっとニールフェルドを見つめていた。正確には、彼が放置したままの料理を。

「おにいさん、それ、食べないの？」

「こ、こらっ！」

　いちばん年下、まだ一〇歳前後の子が物もの欲ほしそうに訊ねたのを、年長が窘たしなめる。年長と言っても、こちらもまだ一五にも届いてなさそうだ。顔立ちが似ているから、多分三人兄弟か。着ているのは揃いの、少し汚よごれた作業服。サイズが合ってないので、年少のふたりはだぶついた袖そでやズボンの裾すそを折り返している。

「腹、減ってんのか？　じゃあ、喰くえよ。子供はたっぷり食べるもんだ」

　テーブルから離れ、椅子を空ける。

「あのー、すみません。取り分け用の小こ鉢ばちとスプーン、ふたつお願いします」

　パトリシアも立ち上がって、店内に呼びかける。不機嫌そうなウェイターが持ってきた食器を手て渡わたすと、子供たちはあっという間にシチューもオムレツも平らげる。硬いパンは長男が丁寧に二等分して、下のふたりに渡した。

　その様子を、ニールフェルドは目を細めて眺ながめていた。

「ご、ごちそうさまでした。本当にありがとうございます。ほら、お前らも」

　兄に促うながされ、弟ふたりも頭を下げる。どこかで鳴り始めたサイレンに追い立てられるみたいに、三人は小走りで去って行った。

「あのガキどもは何なんだ？　親がちゃんと食わせてねえのか？　服も変だったし」

「多分、親元を離れて働いている工員か鉱夫です。サイレンは、夕勤開始の合図ですから」

　答えるパトリシアの小声には、微かな羞しゆう恥ちの響ひびきが混じっていた。

「って事は、今からあのガキどもが働くのか？　これから日暮れなのに？」

「……はい」

「おいおい。どうなってんだよ、お前らの世界は！」

　眉を歪ゆがめ、右手で髪をかきむしる。

　よくよく通りを見ると、さっきの三人だけではない。通りのあちこりに年とし端はもいかない子供を見かける。仕事帰りもいれば、これから仕事に向かうであろう姿も。

「大昔だって、魔族でも人間でもガキが働くってのはあったぜ。けど、畑の草取りとか、下の子のお守りとか、そういう手伝いだ。何で大人と一緒にガチの労働してんだよ？」

　鋭するどい眼まな差ざしがパトリシアを睨む。いや、凝ぎよう視しされているのはパトリシア個人ではない。今の世界と人間全体だ。

「食堂が美味おいしくないのと、原因は同じです。急な工業化で人手が足りないんです。ほとんどの職場が三交代で終日稼か働どうですし……。炭鉱とかじゃ、小柄な子供の方が坑こう道どうを大きく広げなくてもいいって意見も」

「何だぁ、そりゃ？　ガキはたっぷり喰って遊んで寝て、育つのが仕事だろうが！」

「わたしも……そう思いますよ」

　ニールフェルドが怒ど鳴なるのに反比例して、パトリシアの声は小さくなる。

「あいつが命がけで守った結果が、メシが不味くてガキがこき使われるてる世界かよ？　改めてぶっ潰つぶした方がいいんじゃねえか？」

　苛いら立だたしげなニールフェルドの右手が、光の粉を纏う。本来の姿に戻る前兆だ。

「ま、待ってくださいっ！」

　その手をぎゅっと掴んで、パトリシアは叫さけぶ。

「確かに今の社会が万ばん全ぜんだなんて言いません！　でも、少しずつよくなってきたんです！」

「これでか？　ガキが腹減らして働くような世界が？」

「一〇〇年前には、間引きがありました！」

　潜ひそめた、しかし力強い声でパトリシアは断言した。

「間引きって……。不ふ吉きつな忌いみ子を捨てるとか、そういう奴か？」

「そういうのもありましたけど、単に養いきれない子供を、生後すぐに始末する事です。田舎の貧しい農家でも、都市部の下層市民でも。記録も、たくさん残っています」

「……」

　ニールフェルドは黙だまり込む。

「他にも、僅わずかなお金でもっと酷ひどいところに売られたりする事もありました」

　歴史を学んだパトリシアは、悲ひ惨さんな実例をいくつも知っている。具体的に口にするのは辛つらすぎるケースを。

「今の児童労働は問題だらけです。でも、給料や休みは一応法律で定められてます。待たい遇ぐう改善を求める政治運動や、そういう子供に勉強を教えたりする活動だって！」

　声量は抑えていても、つい言葉に熱が籠こもる。

「ニールフェルドさん、わたしの名前が人間くさいって言いましたよね？　パトリシアっていうのは『貴族パトリキ』を指す古い言葉に由来しています」

　かつて大陸を広く支配していた国に由来する言葉だ。その国も、長い歴史の中で民主制が形けい骸がい化かし、独裁者が世せ襲しゆうになり、内戦の挙げ句に分ぶん裂れつし、滅ほろびた。

　どれもこれも、千年以上昔の話だ。普通に生活している分には、知る必要も機会もない知識。

「ここで言う貴族っていうのは、身分が高いとか土地や特権を持ってるって事じゃありません。元々は『責任を担になう者』って意味なんです。それこそを高貴さと考え、少しずつマシになろうとするのが……人間なんです。少なくとも、わたしは人間のひとりとしてそう信じてます！」

　パトリシア個人はたったの一七年しか生きていない。これまでの人生が全部右みぎ肩かた上がりかというとそんな事はない。停てい滞たいも落ち込みもあった。

　けれど、彼女は歴史学の徒だ。

　数千年のスパンを理解し、語る事ができる。

「……なるほど」

　短い沈ちん黙もくの後、ニールフェルドが納なつ得とくの声と共に頷く。

「で、ところで――」

「まだ何か納得できない点があるんでしょうか？」

「いや、そうじゃなくて」

「はい？」

「いつまで手ぇ握にぎってんだ？」

「あっ！　ご、ごめんなさいっ！」

　慌てて手を放す。

　既に、変身の予兆の光は治まっていた。

　男性に抱き寄せられるのも初めてなら、男性の手をこんな風に握りしめるのも初めて。顔が熱く火ほ照てり、頭の芯しんがじんじんと疼うずくような感覚。

「だ、だいたいですね！　ニールフェルドさん、偉そうに言える立場なんですか？」

「何だよ、いきなり？」

「昔の方がよかったとか言ってますけど、世界が滅ぶくらいの大戦争やったんですよね？」

「うっ！」

　鼻先に突きつけた指の圧力が、ニールフェルドが僅かに下がらせる。

「魔法文明が失われないで、そっちベースで続いてたら、子供の労働も公害もなかったかも知れませんよね？　何を偉そうに批判してるんですか？　貴方あなた、当事者ですよね？」

「え、えーと……確かにそうなんだが。いろいろあったって言うか。俺様だって世界の最初から面めん倒どう見みてる訳じゃねえんで、責任取れないっつーか。俺様とジーゲンザインが乗りだした時には、もう魔族も人間もテンパってて引き返せなくなってて……」

「お互たがい様さまじゃないですか！　いろいろ失敗や間違いやらかして、それでも全ぜん滅めつしなきゃ立ち直れるんです。一〇〇年後、二〇〇年後、新しい世界を自分の目で見られなくても、マシにするための種をひと粒つぶ蒔まけるなら、わたしの勝ちなんですよ、きっと」

「……お前、子供いんのか？」

　唐とう突とつに、予想外の質問が飛んできた。

「な、なななっ！　何ですか、いきなりっ！　わたし、独身ですよ！　まだ一七ですよ？　そりゃ早い子はこのくらいでも結けつ婚こんしますし、田舎の幼なじみだと同い年で子持ちとかいたりしますけどっ！」

　真っ赤になって両手をわたわた振り回す。

「昔、勇者の奴もそんな事言ってたんだ。ガキがいるから未来のために頑がん張ばれるって」

「そ、そうだったんですか。急に変な事訊きくから、びっくりしましたよ」

「何千年も経ってるから、直接教えを受けたりとかじゃねえ。単なる偶ぐう然ぜんだろうって頭じゃわかってんだけどな」

　実じつ年ねん齢れいにはそぐわない――見た目の若さには相応ふさわしい、はにかんだような笑えみがニールフェルドの頬に浮かぶ。

「そういうところで、やっぱりあいつと血ぃ繋つながってんだなぁ、って妙みような気分になる」

「血けつ縁えんとか家系とかじゃないですよ。そうやって受うけ継ついで、前に進んでいくのが人間っていう生き物の本質なんだと思います」

「そういう人間ばっかだったら、メシが不味くなるなんてありえねえだろ？」

　話が雑談めいてきたその時――。




　ドゥン！




　突とつ然ぜんの爆ばく音おんが轟とどろいた。




　ドゥン、ドゥンドゥン！




　更さらに、音が続く。

　野次馬たちが通りを走り、悲鳴や怒ど号ごうがあたりを飛とび交かう。

「工場で事故だって？」

「火が出たらしい！　まだ子供が取り残されてるらしいぜ」

　そんな声が耳に飛び込んだ瞬しゆん間かん、パトリシアとニールフェルドは同時に席を立っていた。群衆の流れに沿って走り、もうもうと煙を立てている現場に向かう。

「お前、現場に行って何するつもりだよ？」

「わかりませんけど、放っておけないじゃないですか！　ニールフェルドさんこそ？」

「こういう事故、よくあるのか？」

　パトリシアの質問には答えず、ニールフェルドは問いを重ねる。

「え、えっと。しょっちゅうじゃないですけど、時々は！　工場によっては高圧の窯かまとか、引火しやすい物質とかもありますし！」

「ったく！　扱あつかいきれない力を、軽々しく使うんじゃねえっての！」

「大昔だって魔法使って世界を壊こわしかけたんじゃないですか！」

「あん時は互いに相手を滅ぼすつもりでぶっ放しんだ。制せい御ぎよをミスった訳じゃねえ！」

「余計酷いじゃないですか！」

　近づくにつれて頬に感じる気温が急上昇し、空気に混じる煙が増えていく。口元を押さえて喉のどを守っても、目に涙なみだが滲にじむのまでは止められない。

　火災現場には、既に街の消防隊が駆かけつけていた。馬車搭とう載さいの手動ポンプから放水は続いているが、激しい火勢の前には気休めにしかなっていない。難燃外がい套とうを羽織った隊員たちも、野次馬を追い払う方が忙いそがしそうだ。

　パトリシアは、跪ひざまずいたまま隊員の膝にすがりつく小さな影かげを見つけた。

「助けてくれよ……。弟たちが、まだ……」

「駄だ目めだ、離れなさい！　この火じゃ無理だ！」

　さっきの兄弟の、長男だった。全身煤すすまみれで、真新しいむき出しの火傷やけどもある。恐おそらくは、自分が逃げるだけでも精せい一いつ杯ぱいだったのだろう。

「……こういう時、魔法のない今の人間はどうすんだ？」

「消防士のマントは燃えにくいけど、それだけです。熱や煙は防げないし、炎の中に飛び込むのは……」

　パトリシアは俯うつむいて頭を振る。都市部の消防も、ここ十数年でそれなりに整備は進んでいる。ただ、技術には限界がある。

「ったく……人間は、この程度でお手上げなのかよ」

　呆あきれたように、ニールフェルドは前進する。

「き、君っ！　危ないっ！　近づいてはいかん！　二次被ひ害がいが……」

「うるせえ。退け」

　制止する消防隊員を片手で払いのけ、膝を屈かがめて少年と視線を合わせる。

「さ……さっきのお兄ちゃん？」

「弟、ふたりとも中か？」

「う、うん」

「他に逃げ遅おくれてる奴は？」

「わかんない……。火が出た時、俺おれもびっくりして逃げるのに必死で……。本当は弟たちを助けなきゃいけないのに……」

　俯き、口くち唇びるを噛む少年の頭に、ニールフェルドはぽんと手を置いた。

「人間は弱いからな。仕方ねえさ。まず、自分が生きただけでも立派だ」

「……た、助けて！」

　少年が、ニールフェルドの裾を掴つかむ。見上げる瞳ひとみから涙が溢あふれているのは、煙のせいだけではない。彼が何者かという確信などあるはずもない。ただ、目の前の「おとな」に縋すがっただけ。

「お願いだよ、お兄ちゃん！　弟を助けてくれよっ！」

「放せっての」

　しがみつく手を、振り払う――優やさしい仕草で。

「掴まれたままじゃ、助けに行けねえだろ」

「！」

「パトリシア、このガキを頼む」

「は、はいっ！」

　少年の腕を掴んで引き上げ、パトリシアに押しつける。そのまま、ニールフェルドは炎の中に飛び込んでいった。

「あああ～～っ！」

　明らかな嘆なげきは、消防士の叫び。

「無む茶ちやだ。死ぬぞ、あいつ！」

「ああ、神様！」

「バカだろ。格好つけて」

　悲鳴、嘆たん息そく、僅かに冷れい笑しよう。

　様々な声が、煙まみれの空気に混じる。

　不安か。それとも自責か。震ふるえる少年の肩かたを強く抱き寄せたまま、パトリシアはじっと火災を見つめる。顔に当たる熱が汗あせをにじませる。眩まぶしいけれど、目を逸そらせない。

　ガラッ！

　熱で劣れつ化かした建材が崩くずれ、工場の入り口が崩れる。

　ポンプの放水も続いているものの、炎の乱らん舞ぶは抑えられない。頬に、熱が届く。

「俺が……俺が頼んだから、あの兄ちゃんまで……っ！」

「駄目っ！」

　衝しよう動どう的てきに飛び出そうとする少年を、ぎゅっと抱き留とめる。

「大だい丈じよう夫ぶ……大丈夫です、きっと……。彼かれは、強いから……」

　少年を安心させるというよりは、自分自身へ言い聞かせるための呟き。

　銃じゆう弾だんは効かなかった。空も飛んだ。どちらもドラゴン本来の姿で――ニールフェルドについて、パトリシアが実際に目にした事実はその程度だ。神話時代、最強で鳴らした黒こく竜りゆう覇は王おうとは言っても、人のかたちであの業ごう火かに耐たえられるのか。確証なんて、ない。

　何十秒、何分――どれほど時間が経ったのか。

「放っておけるか！　一いちか八ばちか、俺も突とつ入にゆうする！」

「無茶だ！　死人が増えるだけだぞ！」

　消防隊員たちが言い争いを始める。




　ぶぉわっ！




　工場の中から、強きよう烈れつな高熱の突とつ風ぷうが吹ふいた。

　何人かの隊員が押されて、転ぶ。

　パトリシアは、反射的に子供を抱きしめて庇かばう。

　それでも、視線は外さない。

「見て！」

　叫びが漏もれる。

　緩ゆるめた腕から解き放たれた少年が、恐るおそる顔を上げる。

　まだ燃え続けている炎ほのおを背に、影が現れる。

「水を！」

　直感と確信がパトリシアを叫ばせる。

　消防士が異常事態に戸と惑まどったままなので、強ごう引いんにポンプ車に近寄ってあたりにあるバケツを奪うばい取とり、水を汲くむ。少年も、別のバケツをつかんで続いた。

　ニールフェルドが歩いてくる。

　右肩と左脇に子供を抱かかえ、背中にももうひとりしがみついている。そして、右手では中年男性をひとり引きずっていた。助けられた四人は煤にまみれているものの、彼自身は何の汚れもダメージもない。飛び込んだ時とまるっきり同じ姿だ。

「ほらよ」

「はいっ！」

　充じゆう分ぶん炎から離はなれた場所で地面に下ろされた四人に、パトリシアと長男はバケツの水をぶっ掛かける。どこかに火の粉でも付いていたら大変だし、それでなくても温度を下げるのは有効なはずだ。跳ね返かえった飛沫しぶきが、パトリシア自身をも濡らす。

　兄が駆け寄って、座すわり込んだままのふたりを抱きしめる。

「お前ら、大丈夫か？　どこか痛くないか？」

「うん……少し火傷したけど、平気」

　年かさの方は煙けむりでかすれた声でどうにか答えたけれど、いちばん下の弟は泣きじゃくっているだけだった。それでも、その泣き声が生きている証あかしだ。

「おじさんが、火の弱いところまで連れてってくれたんだけど、逃にげ場ばがなくて……そしたらあの人が助けに来てくれて……」

　子供たちを庇い、守ったのだろう。男の背は火傷で爛ただれ、ほとんど意識もないようだ。消防隊員が駆けつけ、まず彼を担たん架かに乗せる。

「あのふたり以外にも何人か見つかったんで、まとめて助けてきた。確かにお前の言った通り、マシな人間もいるみたいだな」
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　運ばれていく男を見送りながら、ニールフェルドは微び笑しようした。

　彼の同どう僚りようだろう。同じ作業服を着た者たちが群がる野次馬をかき分け、担架の通り道を開く。三兄弟以外のふたりの子供の周りにも仲間が集まり、無事を確かめ、涙なみだ顔がおで喜び合っていた。

「あ、あのっ……お兄ちゃん」

　長ちよう兄けいが、ニールフェルドを見上げる。

「ありがと……本当にありがとうっ！」

「うん、ありがと……」

　まだ末まつ弟ていはちゃんと喋しやべれないが、言葉以上に雄ゆう弁べんな潤うるんだ瞳を向けている。

　見返すニールフェルドの頬が緩んでいるのを、パトリシアは確かに見た。

　直接救助された彼らだけではない。群衆の中にも――特に、子供たちは――好こう奇き以上に純じゆん粋すいな賞賛と尊敬の眼差しをニールフェルドに向けている。

　しかし、交わされる視線の間に別の者が割り込んでくる。

「新聞社の者です。ちょっとお話宜よろしいでしょうか？」

「あぁン？」

「ひっ！」

　無粋な闖ちん入にゆう者しやはニールフェルドに睨まれて肩を竦すくめたが、簡単に引き下がりはしない。それどころか同じような記者が数人と、無関係の野次馬まで群がってきた。

「どうして火の中でも平気だったんですか？　耐えられる確信はあったのでしょうか？　これまでにもこのような経験が？　脱だつ出しゆつ直前のあの爆ばく風ふうは一体？」

「うるせえ！　何でお前に話さなきゃいけねえんだ？」

　腕を振ふる。埃ほこりを払うがごとき軽い動きだったが、記者たちよろめき、尻しり餅もちをつく。

「おい、パトリシア。行くぞ！」

「えっ？」

「こいつらの相手をするのは、鬱うつ陶とうしい」

　黒の上着を脱ぬぎ、旗のように振って捨てる。ぐいっとパトリシアの手を引き、ジャンプする。ぐんと加速して、一いつ瞬しゆんで野次馬の頭上まで浮うかび上あがる。

「え？　ええっ！　ちょっとぉ！」

　叫ぶ間もあらばこそ。ニールフェルドが光に包まれる。

　眩しさに瞼まぶたをぎゅっと閉じている間にパトリシアの身体は持ち上げられ、硬くごつごつしたものの上に放ほうり出だされる。

　ドラゴンの姿に戻ったニールフェルドが、垂直に近い角度で急きゆう上じよう昇しようしていく。目を開けたパトリシアは、振り落おとされないよう必死にしがみつく。

「な、ななな、何だ、ありゃ？」

「バ、バケモンだぁーっ！」

　意味のある言葉になっているのはまだマシ。

　大半は「わー」とか「きゃー」とか叫んでいるだけだ。

　逃げ出した者が七割。逆に、好奇心で集まってくる者が三割。人の流れが混じり合い、混乱が広がる。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　慌てんじゃねえ！　巻き込まれて子供が怪我けがするだろうがっ！」

　長い首を廻めぐらせ、ドラゴンの声量で叫ぶ。

　実際、何人かの大人が人ひと混ごみに揉もまれそうな子供を庇いながら、こちらを見上げていた。

　そんな中で――。

「ありがとう！」

「ドラゴンのお兄ちゃん、ありがとう！」

「ありがとー」

　大きく手を振る兄弟の感謝は、はっきりと聞き取れた。

「悪わりぃが、速度と高度上げるぞ。面めん倒どうな場所からはとっとと離れる」

　充じゆう分ぶんに高度を上げると、すぐに下の騒さわぎは聞こえなくなった。

「あの……子供、好きなんですか？」

　気になって尋たずねてみる。

「何だよ。好きじゃおかしいか？」

　振り向むきもせず、声だけが返ってくる。

「あ、いえ。そういう訳じゃないんですけどね。あはは……」

　笑い声が微び妙みように引きつる。

　人を――ってドラゴンだけど――を見た目で判断してはいけないとわかってはいるのだけど、外見や口調のイメージからするとちょっとギャップがある。そう言えば、地下砦とりでの「仲間」の中にも男の子がいたような。

「俺様だって何百年か前――って、石化された時から数えての話な。最初はただのガキだった。本来の姿じゃメシも要いるから、育つまでは人の格好でいる方が多い。力も、まあ成竜よりは弱い」

　考えてみればドラゴンだって生き物だ。最初から強く、成熟した姿で生まれてくるはずがない。

「物心ついた時には親とはぐれて姐あね御ご――って、血は繋がってねぇんだが、その竜ひとに助けられて育った。ある程度デカくなったら、一応兄貴分だから下の連中の面倒もみたりしてたからな。ガキを構うのは慣れてるし、大事な仕事だってのも知ってる」

　ニールフェルドの声こわ音ねが、柔やわらかく温かく変わる。

「うっかり下の連中とケンカとかすると、姐御に叱しかられたんだよなぁ。ガキの未熟さを許せないなら、まだガキ。ガキを半人前扱いするなら、そいつもまだ半人前。ガキが間ま違ちがった事をしでかした時にきちんと叱れないなら大人じゃないとかよ」

「それじゃ……どうすればいいんですか？」

　ひとつひとつはそれなりに正しいような気もするのだけど、全部いっぺんに並べられると矛む盾じゆんするというか、解のないパズルめいている。

「相手を大人の未完成品じゃなく、ひとりのガキとして真正面から受け止めろ。一〇歳さいだったら一〇年の人生を積み重ねた存在、一〇歳なりのベストとして扱え――姐御にゃそう言われたし、俺様もそんな風に扱われてた事に気づいた」

「へぇ……。立派なひとだったんですね」

「……まあ、あんまり長々と話すような事でもねえか。この件はここまでだ」

　ニールフェルドが口を紡つむぐ。

　パトリシアの耳には、ただ高空の冷たい空気が流れる音だけが残った。
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「はぁ……はぁ……死ぬかと思いました……」

　ダンジョンの通路を歩くパトリシアの顔は、真っ青だった。

　帰り道も、マイルドだったのは初めのうちだけで、すぐに猛もうスピードになった。パトリシアが苦痛を訴うつたえたら減速してくれたけれど、人目につかないためには高度の方を下げる訳にはいかない。当然、酸素が薄うすくて息が上がる。

「二度目なんだから慣れろよ」

「たった二度じゃ順応できませんよぉ……。人間は、空を飛ぶようにできてないんです」

「とか言って飛行機作って無理矢理むりやり飛んでんじゃねえか。人が成長してマシになる生き物だって言うなら、これにも慣れろ」

「……ど、努力はします」

　自分の主張を持ってこられると、パトリシアとしても折れるしかない。

「ったく、ひ弱だよなぁ。空飛びゃあヘタる。火にも耐えられない」

「……それでも、わたしのご先祖様は貴方に勝ったじゃないですか。ニールフェルドさんと互ご角かくに戦ってたんでしょ？」

「負けたんじゃなくて引き分けだ。俺様は封ふうじられたが、奴やつもお終しまいだった。ってかジーゲンザインの話するなら、あいつは魔ま法ほうで飛べるし、火も平気だぞ。俺様の息吹ブレスを剣けんだけで薙なぎ払はらうしな」

「本当に？　あ、ニールフェルドさん、火を吐はけるんですか？」

「そりゃドラゴンだからな。火だけじゃねえ。稲いな妻ずまとか、いろいろ出せるぞ。火事から脱出する時、入り口を吹っ飛ばしたのも息吹ブレスの一種だ。ま、ただの空気だし、人間態でだから軽いモンだがな」

「やっぱりすごいですね、ドラゴン……」

　今の見た目は普ふ通つうの青年でも、何もかも人間とは違ちがいすぎる。

「お帰りなさいませ、ニールフェルド様。お茶の準備ができております」

　会話を聞きつけて最さい奥おうから現れたゴブリンの老ろう執しつ事じ――パーケルが一礼して出で迎むかえる。

「茶よりも、冷たいモンの方がいい」

「そちらの方も抜ぬかりなく。レモン水を用意してあります。他の皆みな様さまも、無事にお目覚めになりました」

「お、そうかそうか。おい、行くぞ」

「は、はいっ！」

　大おお股またで進んでいくニールフェルドの後を、パトリシアはまだふらつく足でついて行く。パーケルが微笑しつつ手を引いて助けてくれた。

　最深部では、石像状態から復活した四人がティータイムを楽しんでいた。テーブルも椅い子すも折りたたみ式の簡素なものだが、きちんと白いクロスが掛けられている。恐らくはパーケルの仕事だろう。

「おっはよー。何千年だか経ってたんだって？」

　陽気に手を振ったのは若い女性だった。陽気な眼差しと整った目鼻立ちから判断した年ねん齢れいは二十歳はたち前後。肩の長さで切りそろえられた髪かみは知的で活動的な雰ふん囲い気き。大学の先せん輩ぱいにいそうなタイプだ。

　ただ、下半身が巨きよ大だいな蜘蛛くもでさえなければの話だが。

　八本の細長い脚あしの後ろに付属した大きく膨ふくらんだ腹部は異様ではあっても、生き物としての機能美を感じさせる姿だ。少なくとも野山に慣れたパトリシアにとっては、嫌けん悪おを感じるものではなかった。

　当然のように、彼かの女じよだけは椅子を使っていない。

「も、申し訳ありませんでした、ニールフェルド様っ。あ、あの……あた、あた、あたくしたちが、もっとしっかりしていれば、ににに、人間なんかに負ける事なんて、なかったはずなのにっ」

　その隣となり、奇き妙みような服装の少女が椅子から飛び降りて跪き、ひたすらぺこぺこと頭を下げる。

　肌はだを出さない、ベルトだらけの拘こう束そく衣いめいたスタイル。長い前まえ髪がみのせいで顔も鼻と口元しか見えない。こちらは、服装以外には人間との差異は見られない。小こ柄がらで、パトリシアよりも若い十代前半に見える。

「ほ、ほほ、ほらっ！　アリエラ姐ねえさんも一いつ緒しよにあああ、謝あやまった方が、い、いい、いい、いいんじゃないでしょうか？」

「それは思い上がりってモンよ、ヴィルヴィちゃん？　ニールが全力で戦ってる最中に、あたしたち程度が加勢したからって結果は変わらないんじゃないの？」

「そ、そそ、そそ、それはそうですけどっ！　お仕えするものとしての心構えっていうか気き概がいっていうか……」

　蜘蛛女アリエラの指し摘てきを受け、ヴィルヴィと呼ばれた少女はぶつぶつと口ごもる。

「彼女が私たちの封ふう印いんを解いたという、ジーゲンザインの末まつ裔えいかい？」

　透すけるような白い肌の青年が立ち上がった。黒基調の服はニールフェルドに似ているが、引き締しまって動きやすそうな彼とは違って、裾すそが長くてゆったりしたシルエットと、あちこちに描えがかれた奇妙な紋もん章しようはどこか宗教的な雰囲気。

「変な女だが、俺様相手に物もの怖おじしねえだけの度胸はある。それと、作るメシは美味うまい」

　説明するニールフェルドを無視して青年はパトリシアに近づき、右手を取った。パトリシアが拒こばむ暇ひまもない、滑なめらかで自然な動作で。

「初めまして、美しいお嬢じようさん。私はアルダス・ギィ・ジャーノカウシェ。どうぞ気軽に、アルダスとお呼びいただければ幸い」

　そして、パトリシアの手の甲こうにくちづける。

「あ……っ！」

　顔が、一瞬で火照る。

　こんな事も、もちろん初めての体験だった。

　貴族や富ふ裕ゆう層そうの古典的なパーティならこういう作法もあるのは知っているが、田舎いなか生まれの貧びん乏ぼう学生だ。参加した事なんてない。

「おや？　今の世とは作法が異なりましたかな？」

「い、いえ。そうじゃないですけど……っ！」

「てめ、このエロ不死人ノスフエラトウ！　離れろ！」

　ニールフェルドが蹴ける仕草で、アルダスを追おい払う。実際にヒットはしていない。

「何をムキになっているのかな、ニール？　人間だし、君の女という訳でもなかろう？」

「取りあえず今んとこ、俺様の客人だ。勝手に手ぇ出すんじゃねえ。そういうやり方は今の世の中でもやっぱり不作法なんだとよ」

「そんな風にムキになるところは、数千年経たっても変わらないな」

「時間は経っても、お互い寝ねてただけだ。そうホイホイ変わるかよ！」

　言い合ってはいるが、険悪な雰囲気はない。子供同士というか、犬がじゃれ合っているような微笑ほほえましさがある。

「あ、あの……不死人ノスフエラトウって、何でしょうか？」

　いつまでもふたりのやり合いを見ている訳にもいかないので、話の流れを変えるべく気になった単語について訊たずねてみる。

「不死人ノスフエラトウってのは、こいつの支族だよ。魔ま族ぞくってひと括くくりになってるけど、いろんな支族に分かれてる。俺がドラゴンってのもそうだ」

　親指で自分を指すニールフェルドに頷うなずく。伝説だと魔物の名前は十数種伝わっているだけだが、実際にはもっと多くの種族に分かれているらしい。

「パーケルはゴブリン。アリエラは蜘蛛人アルケニーでヴィルヴィは――」

「あ、あ、あのっ！　ニールフェルド様……っ！　あ、あた、あたくしの事は……」

「ああ、そうだったな。ヴィルヴィは自分の支族、知られるのがあまり好きじゃないんだ。ま、ヴィルヴィはヴィルヴィって事で、特に不便ねえから、お前も気にすんな」

「はい。わかりました」

　素す直なおに頷く。

　パトリシアにとっては、神話や伝説の存在だ。いずれ調査するにしても、あまり触ふれたくないデリケートな事情があるのなら、不作法に踏ふみ込まない方がいい。歴史学や考古学というより社会学で使われる方法だが情報提供者インフオーマントから本心を聞き出すのは、充分に親しくなり、信しん頼らいを勝ち取ってからだ。

「ほーら、ネイト君もお姉ちゃんに挨あい拶さつしなさい」

　最後のひとり――まだ一〇とおになるかならないかという少年に、アリエラが促うながす。

　だが――。

「……やだ」

　ネイトと呼ばれた少年は、身に余る長い杖つえを抱だきしめるようにして首を振った。

　整った顔立ちはかわいらしい。ただし表情――特に眼まな差ざしには、年齢にそぐわない冷めた雰囲気がある。身につけているのはゆったりとしたローブ。大人用を作り直したのか、あちこちに詰つめた跡あとが見えた。

　ヴィルヴィ以上に、見た目は人間そのものだ。

「ボク……人間、嫌きらいだし」

「なあ、ネイト」

　そっと近寄ったニールフェルドが膝ひざを折り、ネイトの肩に手を乗せる。

「俺様たちが眠ねむっている間に、何千年も時代が流れた。もうあの頃ころとは違う。外の世界にゃ魔族なんてのはいないらしいし、魔法も忘れられてる。人間だけの世界だ。お前さえ良けりゃ、外の世界で生きてくって手もある。そりゃ楽って訳じゃないが、手はいろいろあるだろう。お前の判断次し第だいだ」

「ボクは、ここがいい。ニールフェルドと、一緒にいたい」

「そっか。ま、お前がそういうならそれでいい。けど、気が変わったらいつでも言えよ。俺様は、その時のお前の判断を尊重する」

「うん」

　しがみつくネイトを、ニールフェルドもぎゅっと抱きしめる。

　これが「一〇歳を、一〇年分の重みを背負った者として向き合う」という事なのだろう。

「え、えっと……あの子って……」
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　傍かたわらのパーケルに、パトリシアは小声で訊ねた。

「ネイト様は、魔族ではありません。人間でございます」

　そっと耳打ちしてくれた。

　生来巨大すぎる魔力を持ち、しかも人間の魔術師にとって正統ではなく、禁きん忌きと見なされる元素精霊エレメンタル使し役えき系の素質に長たけていたため、幼くして追放され死にかけていたのをニールフェルドが庇ひ護ごしたのだという。

　禁忌の子が間引きされる――鉱山街での反応を思い出す。

　人と魔族がわかり合えずに最終戦争に至ったのだ。神話時代も、決して無む垢くの楽園などではない。

「――てな訳で、魔族がいない今の世の中じゃ下手に俺様たちが顔を出すと騒ぎになるし、いろいろまとわりつかれて質問される。そういうのは厄やつ介かいだから、避さけたい」

　外での一件も含ふくめ、ニールフェルドは仲間たちに説明する。

「確かに、余計な事に煩わずらわされるのは面倒だよねー」

「……ボクも、そんな風に働かされたりするのは、嫌いやだな」

「あた、あた、あたくしは、ニールフェルド様の御み心こころのままに。き、きき、決めた通りに、従います。ど、ど、どど、どんな方針でも、はいっ！」

「で、ニール自身はどう考えてるんだい？　腹づもりは決まってるんだろう？」

「まあな」

　仲間たちの反応に、ニールフェルドは微笑む。

「まずは、引ひっ越こしだ。今の時代で生きていく以上、このダンジョンじゃ不便。パトリシアが来られたくらいだから、他の奴が何かの弾はずみで顔出さないとも限らないしな。人間の国がツバつけてない、近寄れないとこがいい」

「それでしたら、以前に使っていた北の島などはいかがでしょうか？」

「北の？　確かにあそこなら悪くねぇな」

　パーケルの言葉に、手を叩たたく。

「おい、パトリシア。今の人間、いちばん北の島には到とう達たつしてるか？」

「いちばん北の……と言うと？」

「だから、世界でいちばん北だよ。北極点の火山島」

「北極点？　それは、無理です！」

　両極圏けんへの探検は、どこの国も成功していない。厳しい寒さや複雑な潮流、多くの流氷などに阻はばまれて、船せん舶ぱくはもちろん航空機や飛行船による上空からの観測さえままならないのだ。特に北極は「極点至近に活動中の火山島がある」と推測されており、噴ふん煙えんも空路航路の邪じや魔まになっている。

「火山もまだ活いきてる、と。つまり防ぼう御ぎよと偽ぎ装そうの魔宝マジツクアイテムが機能してるって事だな。そいつは都合がいい。善は急げだ。すぐ引っ越すぜ！」

　号令一下、皆みなの動きは素す早ばやかった。

　パトリシアが唖あ然ぜんとしている間にパーケルとヴィルヴィはティーセットなど細々としたものを畳たたんで箱にまとめ、アリエラも工具などを鞄かばんに詰め込んだ。アルダスが丁てい重ちように梱こん包ぽうしているのは、複雑な装そう飾しよくが施ほどこされた祭さい壇だんや水すい晶しよう球きゆうなど、宗教的な品物だろう。荷物のないネイトは、邪魔にならないよう隅すみっこに待たい避ひしている。

「荷物もあるし、全員が背中じゃちょっと危ないよね？　ちょい、待ってて」

　アリエラがくいっとお尻しり――蜘蛛の――を突つき出す。繰くり出された半はん透とう明めいの糸が、意志あるもののように絡からみ合あっていく。見る間に巨大なバスケットというか熱気球のゴンドラのようなものが完成した。

「これって……」

　思わず手を伸のばし、触れてみる。シルクに似た手て触ざわりで、粘ねん着ちやく性せいはない。

「蜘蛛人アルケニーだもん。糸出せるのは当たり前。しかもあたしオリジナルの技術で細かく編んでるし、太い針金入りの綱つなよりも頑がん丈じようだから、みんなで乗っても大丈夫」

　自じ慢まんげに豊かな胸を反そらしながら、アリエラは指で輪を作ってみせた。

「なるほど、これは助かりましたな。ヴィルヴィさん、お手伝いをお願いできますかな？」

「は、は、はいっ。よよよ、喜んで」

　パーケルとヴィルヴィのふたりが、例の「魔法のキッチンセット」などの荷物を軽々とゴンドラ内に放り込んでいく。ゴブリンのパーケルはもちろん、種族不明のヴィルヴィも人間よりは力が強い。ふたりとも、体格はパトリシアより小さいのだけれど。

　荷物の積み込みに続いて全員が中に入る。

「ちょっと待って～。男どもは見るんじゃないぞぉ！」

　そう笑ったアリエラの下半身が、きらきらした光に包まれた。頭の位置も少し下がっていき、光が消えた後には人間と同じ両りよう脚あしが現れた。白く柔らかそうな太ふと腿ももの上――腰こし周りにはちゃんと下着が付属している。

「よっと……。ほい、男だん性せい陣じんももういいよ～。これでコンパクト」

　軽いかけ声と同時に、いつの間にか手に持っていた短いスカートに素早く脚を通す。

「それって、どうなっているんですか？」

　好こう奇き心しんのまま、パトリシアは尋ねる。二度目だし、同性。ニールフェルドの時と違って観察する余よ裕ゆうもあった。

「人化する時は、服も一緒に出てくるのよ。取り外せるけど、身体からだの一部ね」

「下着とかも？」

「アレも外せるけど、身体の上に直接出現させてるの。後から脱ぐのはＯＫ。じゃないとお風ふ呂ろとかトイレとか困るでしょ？」

「あ、それもそうですね」

「そうそう。離して出す方が楽って言えば楽なんだけど、下着はどうしてもね」

「別の服に替かえたりもできるんですか？」

「あー、それは無理。基本デフオルトで決まってるし、成長すると自然とサイズも変わる。気づいたら自然にできてる事だから、意識的にコントロールしたりするとか逆に難しいんだよね。もちろん別に用意した服に着き替がえるのはアリだけど」

「呼吸のやり方を他人に説明するみたいな？」

「っていうよりは、歩き方くらいかな？　静かにとか綺き麗れいなフォームでとかの工く夫ふうはできるけれど、どうやって脚を動かすのかは説明しづらいみたいな？　最初からスカート穿はいた状態とか、パンツも脱いでるとかも、その気になればできる訳。あ、あたしの場合はどっちのモードでも無理なく歩けるけど、これだって特に練習したんじゃないし」

　第一印象の通り、アリエラは話しやすい相手だった。思考法が学者的というか、知識が豊富でこちらとの感覚や生理機能の違いを踏まえて、わかりやすく説明してくれる。

「おーい。いつまでパンツの話してんだ？」

「あ、ごめんなさい」

　ドラゴンになったニールフェルドに急せかされ、ふたりはゴンドラに乗り込んだ。

「あまり目立たないように注意してくださいね！」

「わかってるって」

　飛び出し、離り陸りくする。

　外は既すでに真夜中で、黄色い月が静かに山やま肌はだを照らしていた。

「他の人間がたどり着くかも知れない。留守でもそのままにしておくのはマズいかもな」

「必要な荷物はひと通り運び出しましたが、私どもの痕こん跡せきは残っております。発見されるといささか面倒かも知れません」

「ネイト、塞ふさいどいてくれるか？」

「……うん」

　ニールフェルドの指示を受け、ネイトは杖を掲かかげて呪じゆ文もんを唱え始める。背せ伸のびしているけれど、深いゴンドラの縁ふちから顔が出ない。

「視線通らないと魔法かけづらいでしょ。ほら」

　隣のアリエラが支えてやると、ネイトは恥はずかしそうに頬ほおを赤らめる。杖の先せん端たんが小さな輪を描くと、数ｍ先に光の球が生まれる。どんどん強まる光は朱しゆから純白へと変化し、パトリシアの頬にまで熱が伝わってくる。

「そ、それが魔法？」

「うん。基本的な爆裂火球フアイアーボール。命中すると、小さめのお城くらいなら軽く吹っ飛とぶ」

　恐おそろしい内容をこともなげに口にする。ネイトが杖を振り下おろすと、光球が真まっ直すぐに飛ひ翔しようして洞どう窟くつの入り口を直ちよく撃げきした。

　爆ばく音おんが響ひびき、火の粉が弾はじける。巨きよ人じんの鉄てつ槌ついで打たれたみたいに岩肌が崩れ、潰つぶれ、洞窟の入り口を埋うめる。もうもうと土つち煙けむりが上がる。

「おしっ！　上手うまいぞ」

　ニールフェルドの賞賛に、ネイトの顔に誇ほこらしげな笑えみが浮かんだ。

「……確かに穴は塞いだんですけど、このやり方は目立ったかも知れません……」

　ひきつった笑いで、パトリシアは呟つぶやいた。

　距きよ離りはあるが、山そのものは麓ふもとからも見えるのだ。夜中だし、人里から遠いので音もそれほど届かなかったとは思うが。

「ま、やっちまったモンは仕方ない。物好きが見てたって、ただの流星とでも思ってくれるだろうさ。さて、人間に目もく撃げきされないよう、全力で飛ばすぜ」

　言うが早いか、ニールフェルドが加速する。一瞬、破は裂れつするような音が響き、その後は風を切る音さえ聞こえない。いや、それどころか空気の流れそのものも。

「な、何ですか？　これは？」

「ああ、人間はまだこのあたりの現象、理解してないんだ？　全力だと音の速さの三倍くらい出るのよ。音速を超こえると衝撃波ソニツクブームってのが起きるんだ。ニール自身にもダメージがあるから、バリア――見えない魔力の壁かべで防御するの。おかげで内側のあたしたちは無事って訳」

　戸惑うパトリシアに、アリエラが説明してくれた。

　バリアを張るにもそれなりにエネルギーを消費するので、ニールフェルドも音速未満では使わないのだとか。街への往復は、あれでもパトリシアを気き遣づかい手加減していたらしい。

「魔族とか魔法っていっても、そういう物理法則には従うんですねぇ……」

「そりゃそうよ。モノは上から下に落ちるし、加熱すれば燃える。魔法だとか種族の特とく殊しゆ能力なんてのは、ほんのちょっと力を加えて別の現象を起こすだけ。決して万ばん能のうじゃない。大きな事をやろうとすれば手間もかかるし、疲つかれもする」

「へぇ……」

　杖のひと振り呪文ひと言で、海を割り嵐あらしを呼び大地を裂さく――おとぎ話のような訳にはいかないという事か。

「ね。ちょっと訊きいたんだけど、今はいろいろ技術も進んでるのでしょ？　その武器とか。ちょっと見せて」

　ライフルを手て渡わたすと、アリエラが片目で銃じゆう口こうを覗のぞき込む。

「あ、あのっ！　危ないですから！　弾だん丸がんは抜いたはずですけど」

「それもそうねー。気をつけないと。へー、そっか。これ、内側に螺ら旋せんの溝みぞが彫ほってあるんだ？　撃うち出された弾丸が回転して弾道が安定する……って理解でいいのかな？」

　他にも、パトリシアは求められるままに現代について説明した。

　銃器、鉄道、蒸気機関、飛行船や航空機、それらを利用した大規模な工場。

「産業や科学の技術も興味深うございますが、わたくしは社会の成り立ちの方に関心がありますな。差さし支つかえなければ、そちらについてもご教授いただけますかな？」

　丁てい寧ねいな口調で訊ねるパーケルにも、パトリシアは概がい要ようを伝える。現在、大陸はいくつかの国に分かれている。多くは王制だがわずかに民主制国家も存在し、ほとんどの全すべての国は議会制度を備えている。

　パーケルは時折相あい槌づちを挟はさみながら頷いているけれど、関心があるのは彼かれとアリエラくらいだった。アルダスは手の中で水晶球を弄もてあそんでいるし、ヴィルヴィはずっと頭上のニールフェルドを見上げている。ネイトに至っては、杖を抱きしめたままこくりこくりと船を漕こいでいる。

　そんな状態で二時間ほど飛んでいると、不意にパトリシアの頬を風が撫なでた。速度が落ちて、バリアが解除されたのだ。

「寒っ！」

　ぶるっと震ふるえる両りよう肩かたを抱きすくめる。口走った息が白い。

「着いたぜ」

　ニールフェルドの言葉に、ゴンドラから身を乗り出して見下ろす。

　極地だから真夜中でも白びやく夜やで空は明るい。青黒い海に真っ白な氷ひよう塊かいがいくつか漂ただよう中に、ふたつの火口を備えた火山島が見えた。ほとんどが山で住めそうな平地は乏とぼしいが、面積そのものはちょっとした街がまるごと収まりそうだ。

　そして、大きな方の火口からは絶え間なく暗灰色の噴煙が吹ふき出し続けている。

　北ほつ極きよく圏けん火山島――存在を推測しつつ、まだ人類が確かく認にんできない幻まぼろしの島。

　その火口に向かって、ドラゴンが降下していく。

「え？　ええっ？　だ、大だい丈じよう夫ぶなんですかぁっ？」

　このまま降りていけば燃えさかるマグマの中だ。魔族は無事かも知れないけれど、パトリシアは耐たえられない。熱い煙けむりが目にしみて涙なみだが溢あふれる。軽いパニックを起こして腕うでをわたわた振り回まわす。

「お姉ちゃん、バカ？」

「え？　あれ？」

　指摘したのは、目覚めていたネイトだった。確かに煙のエリアは程ほどなく無事に通過し、肌に熱も感じない。煮にえたぎる溶よう岩がんは存在せず、ただ真っ直ぐ降りていく広い縦たて坑こうが続いている。

　考えてみたら、この子も一緒だ。人間に耐えられない環かん境きようなら、バリアを解除するはずはない。

「火山は活動中ですが、本来噴煙を噴ふくのは小火口の方でございます。こちらはニールフェルド様の出入り用。他の飛行種族などが勝手に入り込まないよう、カモフラージュで煙を誘ゆう導どうしている次第」

「魔族って言ってもみんながニールやヴィルヴィちゃん並みに頑丈でもないしね。あたしやパーケルさんなんか、普通に刺さしたり焼いたりしたら怪我もするし死んじゃうよ」

　アリエラがあっけらかんと笑う。考えてみたらみんながみんな無敵だったら、人間が立ち向かえるはずもなかった。

　落ち着いて周囲を見回すと、最初の洞窟とは様子が違う。きちんと壁も床ゆかも平面に整えられた巨大な空間だ。三方の壁に扉とびらがあり、壁にはめ込まれた奇妙な石が柔らかい光で周囲を照らしている。

「数千年経ってるが、あまり傷いたんでねえみたいだな。これなら、住むのに不自由はない」

　着陸し、人間の姿に戻もどったニールフェルドは満足げに周囲を見み渡わたす。

「懐なつかしゅうございますな。ご主人様が魔族全軍を率いる前にお使いの隠かくれ家がのひとつ。昔のままなら、水も使えますでしょう」

　ゴンドラから荷物を下ろしながら、パーケルも感かん慨がい深ぶかげに呟く。

「で、引っ越したのはいいけれど、これから何をするんだい、ニール？　君の事だから、もう決心してるんだろう？」

　出かかった欠伸あくびを片手で隠し、アルダスが訊ねる。

「人間どものミスの、尻ぬぐいをする」

「何だって？」

「事故だとか、災害だとか、人間どもの手に負えないトラブルが起きたら、人死にが出ないように手を貸してやるんだよ。パトリシアの話の中にもあったが、今の文明ってのは自分たちじゃ管理しきれないデカい力を軽けい率そつに使って、ロクでもない世の中を動かしてる。何かの弾みで自じ滅めつしかねない」

「……自滅……したっていいのに」

　小さな独り言を挟んだのは、ネイトだった。

「曲がりなりにも、これがジーゲンザインが命を賭かけて守った世界のなれの果てだぜ？　つまらねえ自滅なんぞされた日にゃ、気分が悪い。けどな。この女が言うには何百年かしたら、もうちょっとはマシになる見込みがあるそうだ」

　ふっと笑い、立てた親指でパトリシアを指す。

「てな訳で、その前に滅ほろんだりしないように、俺おれ様さまが手を貸してやる」

「宜よろしゅうございますな。素す晴ばらしいお考えと存じます」

「妙みような事を思いつくね、君は。ま、ニールがその気ならそれでいいんじゃないかな？」

「あ、あ、あたくしは、ニールフェルド様がお決めになったのなら、その通りにいたしますです、はいっ！」

「あたしも賛成。技術文明にも興味あるし、ぼんやり籠こもってるよりは楽しそうだしねー」

「……ボクは、人間に関かかわるの、嫌だけど……」

「ネイトがやりたくないってのなら、無理に手伝わなくてもいいぜ。俺様は、強制しない」

「ニールがやるっていうなら、ボクも手伝うよ！　ただ面倒みられるだけは嫌だもん」

「人間を助けるとか守るとかって気負わなくていいぜ。やる事なくて退たい屈くつするくらいなら、世の中にちょっかい出した方が楽しいくらいの気分でいいさ」

　ぽんとネイトの頭を叩く。

「本っ当に、それだけですか？」

　パトリシアはニールフェルドの鼻先に指を突きつける。

「ニールフェルドさん、助けた子供が『ありがとう』って言った時、凄すごく嬉うれしそうだったじゃないですか」

「あー、なるほどねぇ。それがきっかけなんだ？」

「ニール、頼たよられると嫌とはいえないからね。特に子供絡みでは」

　アリエラとアルダスがにやにや笑え顔がおを見合わせる。

「そ、そそ、それがニールフェルド様の、い、いいところです、はい」

　ヴィルヴィの言葉には、ネイトとパーケルが無言で頷いた。

「う、うるせえ。細かい理由はどうでもいいだろ！　俺様がそう決めた。お前らが納なつ得とくした。それでいいじゃねえか！」

　当のニールフェルドはちょっと赤くなった顔を逸そらす。

　柄がらは悪くて強引だけど、お人ひと好よしで子供好きで面めん倒どう見みがいい。その上、自分がそういう性しよう分ぶんだと認めたくない――パトリシアが短い時間で理解できたニールフェルドの性格は、昔むかし馴な染じみのメンバーにとっては常識らしい。

「それから、パトリシア！」

「はい？」

　いきなり、こちらを指差して名前を呼ぶ。

「お前も一緒に手伝ってもらうからな！」

「さっき、強制しないって言いましたよね？」

　別に反対という訳ではないが、成り行きでずるずるついてきてしまったが、考えてみたらパトリシアには彼らと行動を共にする理由はないのだ。

「ネイトには強制しねえが、お前にはする」

「理り不ふ尽じんです！　だいたい何の仕事があるんですかっ？」

「今の世の中の事を教えてもらわなきゃならんし、メシ係も要いる。そもそもお前は学者で、俺様の事を調べに来たんだよな？」

「ええ……まあ」

「って事は、そのまま帰せば俺様の事を世間に公表する訳だ。そうすると例の記者とかがウジャウジャ集たかってきて面倒くせえ。引っ越しはそいつらを近づけないためだ」

「確かにわたしは研究者ですから、知った事を秘密にはしておけません。けど、当人の意向を無視して発表するなんて真似まねはしませんよ。人間としての道にも背そむきますし、法的にも適切じゃありません」

「私たちは『人間』ではないし、今の世の法とも無関係だろうけどね」

　皮肉っぽく混ぜっ返したのはアルダスだ。

「わたしの、人としての矜きよう持じが許さないんです！　それにただ『ドラゴンが生きていて、神話は事実でした』なんて研究成果としては全っ然足りません！　どうせならもっともっと貴方あなたたちの事を深く知ってからじゃないともったいないじゃないですか！」

　微び笑しようし、ニールフェルドを見つめ返す。

「仲間になるのは同意しますよ。けど、それは命令されたからじゃありません。わたしが、わたし自身がそうしたいから、そう決めたからです！　一緒に生活して、あなたたちの事をちゃんと理解して、同意を得た上で論文にしますからね！」

　強制に屈くつするなんて真っ平ご免めんだ。

　何を目指して、どう生きるかは自分で決める。

「……それに……」

　忘れかけていた事実を思い出し、パトリシアは口ごもる。

「ん？　どうかしたのか？」

「……その……今、帰ってもどうしようもないんですよね。家族にはとっくに先立たれてて天てん涯がい孤こ独どくの身ですし、故郷に帰っても家や土地がある訳でもありません。教授とケンカして大学も放校処分ですから、そっちも駄だ目め。アパートも引き払っちゃいましたし……」

　今回の探たん索さく行の資金をひねり出すために、僅わずかな家財道具も蔵書も、売うれるものは全部売り払った後だ。

「はははっ！　お前も俺たちと同じって訳だ。今の世の中にゃ居場所がない、と」

　ニールフェルドが陽気に笑う。

　そうだ。彼らには、居場所がない。

　遙はるか神話時代からの生き残り。ここにいる仲間の他に現世には家族も同類もいないのだ。

　彼らをそんな世界に蘇よみがえらせたのは――自分だ。

　ドラゴンや他の魔族はどれだけ長く生きるのだろう。ニールフェルドは、既に数百歳さいだと言っていた。

　それなら――。

「わかりましたよ！　ご飯、作ります！　一緒に食べましょう！」
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　自分が、最初のひとりだ。

　すぐには無理でも、彼らと現世の人間の縁を結び、広げていけば、今の世の中で生きていく道も見つかるかも知れない。

「事故の時、救助に出向くのは、人助け以外にもメリットがあるって気づいてました？」

　パトリシアの言葉に、ニールフェルドはもちろん他のメンバーも首を傾かしげる。

「かなり怪あやしい資料や伝説まで含めて、わたしが調べられるだけ調べても、ニールフェルドさん以外の仲間も一緒に石化されてるとかわからなかったんですよね。伝承は不完全。だったら、どこかに他にも魔族の生き残りがいるかも知れませんよ」

「あー、確かにそういう可能性もあるな」

「じ、じじ、自発的に石化するとか、魔法とかで休きゆう眠みん状態になるとか……千年くらいなら乗り切るやり方、ありますもんね」

　ニールフェルドの言葉に、ヴィルヴィが賛同する。

「世界のあちこちに出かけていけば、そういうのが見つかるかも」

　人間の命を救う。ニールフェルドたちが敵ではないとアピールする。他の生き残りを探索する。一石三鳥だ。

　いや、研究者としての自分にとってはサンプルが増えるんだから一石四鳥。

「じゃあ、食事係命じられた以上は、早さつ速そく仕事しますよ。起きてからちゃんと食事していないし、ひと仕事した後だからお腹なかも減ってるでしょ？」

　どういういきさつで紛まぎれていたのか。ダンジョンからの引っ越し荷物の中に見つけておいたエプロンをさっと身につける。

「特に苦手とか、体質に合わないものってありますか？　わたし、今のところ人間用の料理しか作れませんけど」

　この質問だって、魔族を知るための研究の一いつ環かんだ。

「俺様の時と同じだ。魔族も人間も、基本食うモンは変わらねえ。気にしないで作ってくれりゃあいい」

　ニールフェルドが、ひらひらと手を振ふる。

「ネイト君は、人にん参じんが苦手なんだよねー」

「た、食べられるよ、そのくらい！」

　アリエラにからかわれ、ネイトが口くち唇びるを尖とがらせる。

　これは入れなければ入れないで角が立ちそうだから、食べやすい形にした方がいい。

　自じ炊すい歴が長いから、料理をするのは好きだ。

　大学で「女だから」って当たり前のようにお茶や料理、雑用なんかを押おしつけられるのは嫌だったけれど、思えばニールフェルドは「女」じゃなくて「人間」と呼び、その上で「作れるかどうか」を尋たずねてきた。

　それが気遣いか、種族が違ちがうからなのかは知らないけれど、少なくとも比べれば気持ちがいい。

「あ、ああ、あのっ！」

　人参の皮を剥むいていると、横からヴィルヴィが声を掛かけてきた。

「あ、味付けは苦手ですけど……し、下ごしらえとか、その程度は、あたくし、お手伝いできますっ！　やらせてくださいっ！」

「ありがとうございます。じゃあ、野菜のみじん切り、お願いしますね」

　七人前ともなれば重労働。ひとりでは手に余りそうだ。

　材料が限られているので、メニューのバリエーションは限られる。また小麦粉団子スープで簡単に済ませるという手もあるけれど、同じものが続くとニールフェルドが機き嫌げんを損そこねるかも知れない。

　何より問題なのは、小麦粉はあるけれどパン種もパスタ機もないという事。

　仕方ないので生き地じを捏こね、薄うすく延ばして幅はば広ひろ平ひら麺めんに切ってから、揚あげる。ちゃんと寝かせる時間がなく、もちもち食感は望めない場合の苦肉の策だ。これで一応、パリッと香こうばしくなる。

　ヴィルヴィに刻んでもらった野菜を塩と香こう料りようで二種類のソースにして、揚げパスタと交こう互ごに重ねる。昔から作っていた貧乏料理・お手軽ラザニアもどきだ。

　肉の方はせっかくの塊かたまりなのだし、いつもの安やす挽ひき肉にくみたいに刻んでソースに混ぜるよりは脂あぶらを逃にがさぬために厚切りで炙あぶって上に載のせる。簡単に済ませられるよう、ひとり分が深皿一枚のスタイル。

「はい。できあがりましたよ。お口に合えばいいんですが」

　料理の間にパーケルが折りたたみテーブルと椅い子すを開いておいてくれた。料理とフォークが全員に配られる。

「いただきます、と。……うん、美味うめえ！　街の店で喰くったシチューなんぞより、よっぽど上だ。やっぱ人間の料理っつーたら、このクオリティは期待したいよな。調味料は絶対昔よりよくなってるよな、うん」

「素そ朴ぼくで庶しよ民みん的てきな仕立てだが、確かに悪くはないな。ニールの口には合うだろう」

「うん、美味おいしい美味しい。ネイト君はどうかな～？　人参食べられる？」

「ちゃんと食べてるよ！」

「ほらほら。口んとこ、ソースがついてる」

「自分でやれるから、いちいち拭ふきにこないでよ！」

「あた、あたくしが手伝わせていただいたのに、こんなに美味しくなるなんて……すごいです。ひ、ひとりだと、失敗してます、絶対」

「これほど料理が達者な方がいてくださると、自分はお茶に専念できそうですな。そちらはどうにも不調法なもので、助かります」

　独学の間に合わせ料理だがどうやら好評のようで、パトリシアは安あん堵どする。生まれた時代や種族が違っても、同じものを食べて美味しいと感じる。つまり、同じように生きているという事だから。

「さてと、腹ごしらえも終わったし、引っ越し作業の続きだ。いちばん広いこのスペースは俺様の待機所で構わないな？」

「ニールには、ドラゴンのままでくつろげる場所も必要だからね。部屋はたくさんあるし、私たちはそれぞれ適当に割り当てよう」

「あー、そうだ。アルダス。いちばん奥おくのいい部屋は、俺様が人間の姿で使うプライベートルームにするからな。それ以外は、勝手に決めていい」

「はいはい、了りよう解かいしたよ。さ、みんなも来たまえ」

　人間態のまま、ごろんと床に寝ね転ころがったニールフェルドをその場に残し、アルダスの先導で皆は奥へと進んでいった。正面の大扉を開けた隣となりは、ひと回り小さな――それでも充じゆう分ぶんなサイズの部屋があった。大規模な倉庫並みだ。時の流れのせいか。壁が崩くずれ、岩塊がいくつも転がっている。

「穴は後で塞ぐとして、岩だけはさっさと片付けたいね。ネイト君、お願いしていい」

「うん」

　アリエラの言葉に、ネイトが一歩進み出て杖を掲げる。

「ちょ、ちょっと待って！　まさかさっきみたいなの、またやるんですか？」

　今度は他人に見られる恐れはゼロだが、一応屋内だ。火の玉が爆ばく発はつしたら、余計に被ひ害がいが広がるかも。

「お姉ちゃん、やっぱりバカでしょ？　使う魔ま法ほうの種類は、ちゃんと考えてる」

　視線さえ向けず、軽けい蔑べつしきった態度で杖を振った。

　淡あわい紫むらさきの光が迸ほとばしり、岩塊を包む。見る間にその岩が数個、それぞれサイズに応じた人の姿になった。人とはいっても、大まかなシルエットの話。顔には目鼻などのディテールが欠けているし、手も親指とそれ以外に分かれているだけのミトン状だった。

「壊こわせ！」

　ネイトが命じると、岩人形は拳こぶしを握にぎって他の岩を殴なぐりつけた。砕くだけた石を全身でずいずいと不格好に押しのけて、一か所にまとめていく。ひと通り作業が終わると、人形も自じ壊かいする。岩や石ではなく、細かい砂すな粒つぶへと。

「ありがと。これで、片付けやすくなったね」

「いちいち触さわらないでよ！」

　アリエラが撫でる手を、ネイトは煩わしそうに振り払はらう。

「ああいう魔法もあるんですか？」

　つい好奇心が疼うずいたパトリシアは、膝を屈かがめてネイトに訊たずねる。

「……石に元素精霊エレメンタルを宿らせて、一時的にゴーレムにしただけ。長い術式で定着させて永続ゴーレムにする方法もあるけど、ボクの技術だと無理だし」

「わたしも、勉強すればできますか？」

　人間にも使えるのなら、可能性がある。自分で実じつ践せんできれば魔法への理解も深まるし、ネイトの負担だって減らせるだろう。

「生まれつきの、素質次し第だい。だいたいは血筋で決まる。普ふ通つうの奴やつは教えたって駄目。見たところ、お姉ちゃんにはない」

「そ、そうなんですか。でも。爆発とかさせずに、あんな大量の岩をすぐに片付けるなんて凄いですね」

「……凄くない。ボクの魔法は、壊すだけだから」

　疲れた様子のネイトはぶっきらぼうにそれだけ答えると、ぷいと視線を逸らした。

　確かに、ゴーレムがもっと器用なら破は砕さいして集めるより、岩そのものを他の場所へ運び出す事もできたはずだ。

「もっといろんな呪文を使いこなせたら……戦うだけじゃなくて、いろいろできたかも知れないのに……」

　年ねん齢れいの割にはおとなびた顔に、更さらに複雑な影かげが差した。

「魔法の多用はネイト様の負担になります。まずは皆みな様さまのお部屋割りを決め、お休みになった方がよろしいかと。その後で、残った者で食堂などの手入れをいたしましょう」

　パーケルの提案に従い、並んだ部屋のひとつを自室に定めたネイトは、あり合わせの毛布にくるまって仮か眠みんした。

　同様に、他の部屋も各人にプライベートルームとして割り当てられる。それぞれに二間あり、パトリシアが元々住んでいた貧びん乏ぼうアパートよりよっぽど広いし、作りもしっかりしている。もっとも今は何も家具がないので、全部揃そろえなおす必要があるが。

　食堂は定員二〇人くらいの面積で、続きのキッチンも広い。例の「魔法の折りたたみキッチン」に似ているが、もっと上等のものが設置されていた。綺麗な水も使い放題。

　こういうところで暮らしていたニールフェルドが、今の文明を「不細工」というのもわかる気がする。

　その食堂の隣、同じくらいの広さの部屋はアルダスの提案でミーティングルーム――というか司令室兼けん会議室に決まった。元々置かれていた円えん卓たくの上には埃ほこりが分厚く積もっていたため、パトリシアは箒ほうきとチリ取り、バケツと雑ぞう巾きんを借りて清せい掃そうする。こういう単純な日用品は人間も魔ま族ぞくも、そして神話時代と現代でも大した差はないようだ。

「では、ここに据すえようか。ヴィルヴィ、運んでくれ」

「は、はいです」

　アルダスの指示で、ヴィルヴィが大ダンスサイズの何かを部屋の正面へと運ぶ。荷物が大きくて視界が塞がれているせいで、うっかりパトリシアの腰に角がぶつかってしまった。

「痛っ！」

「ご、ごご、ごめんなさいっ！　ごめんなさいですっ！」

「だ、大丈夫。わたしの方も作業中で、周りが見えてませんでしたから……はは」

　こっちが恐きよう縮しゆくするくらい何度も詫わびるヴィルヴィに、笑顔で答えようとするが実は結構痛い。腰をさすっても、眉み間けんに皺しわが寄ってしまう。あんな重い代しろ物ものを彼かの女じよは軽々と運んでいたのか。

「大丈夫かい？」

　近寄ってきたアルダスが、パトリシアの腰に手を伸ばし、さわさわと撫で回す。

「きゃっ！　な、何をするんですか……って、あれ？」

　さっきまでの痛みが、一いつ瞬しゆんで失うせていた。触ってみても違い和わ感かんがない。

「あ、ありがとうございます。あの……わたし、てっきりアルダスさんがその……よこしまな気持ちで触ったんじゃないかと勘かん違ちがいしちゃって」

「そ、それ、かか、勘違いじゃないです。ちょ、直ちよく接せつ触ふれなくても、アルダスさん、手をかざすだけで治癒ヒーリング、使えますから……。あた、あたくしも、アリエラ姐ねえさんも、前にやられました」

「そ、そうなんですかっ！」

「ははは。美しいレディは相応に愛めでるのが、紳しん士しとしての振るまいだよ」

「そ、そ、それやって、アリエラ姐さんに叩はたかれたじゃないですか」

「わたしも、そういうのは紳士だとは思いません。手当ては感謝しますけど、そういうのは遠えん慮りよしてください」

「この美しい私が、レディの美しさを認めたからこそのアプローチであっても？」

「見た目は関係ありませんっ！　駄目なものは駄目です！」

　これから長いつきあいだ。一いつ緒しよに生活する上で、言わなければならない事は最初にびしっと言っておかなければ。立場に遠慮して相手の都合に押し切きられる悲劇は、教授の時で懲こりている。

　女性で田舎いなか生まれというだけで下に見られ、来客へのお茶やフィールドワークでの炊すい事じなどは全部パトリシア任せで定着してしまった。指導教官だし、学会の重じゆう鎮ちんだし、機き嫌げんを損そこねないように下手に出ていたら、完全に「無料の秘書」扱あつかいされて、論文出してもロクに目を通してもくれなかった。挙げ句に「自説に反論するなら放校する」と、学究の徒にあるまじき事まで言い出したのだ。

　結果論としては、そのおかげで全てを捨てての探検に出て、今ここにいる訳だけど。

「やれやれ、わかったよ。美しいレディに嫌きらわれるのは不本意だからね。君自身の意見を尊重しよう」

「わかってくれればいいんです」

　今度は手を握ったりせず、恭うやうやしく頭を下げるアルダス。困った一面もあるけれど、教授よりは話が通じる相手だった。

「この治癒ヒーリングも、ネイト君のと同じ魔法なんですか？」

「魔法は魔法だが、系統が違う。ネイト君や魔族の術者が多用する元素精霊エレメンタル魔法や、人間の魔ま術じゆつ師しが使う儀式リチユアル魔法、構成ストラクチユアル魔法。これらは細部は異なるが、どれも自然界に存在する魔素を精神力によって操あやつり、現象を引き起こす技術だ。同じエネルギーを使っている」

「じゃあ、アルダスさんのは源そのものが違うんですか？」

「私は暗黒神を崇あがめる神官だ。その大いなる力を拝借し、現世に導いて顕けん現げんさせる。怪我けがや病を癒いやし、痛みを和やわらげ、求める者に救いを与あたえる」

　アルダスの右手が、眉間のあたりで複雑なサインを描えがいた。パトリシアには見慣れない動きだけど、多分祈いのりの仕草だ。

「暗黒神？」

　初めて耳にする単語だった。

「現代には伝わっていないのかな？　私たち魔族の守護者。人間を護まもる光明神とは互ご角かくの一いつ対ついであり、存在そのものが根源的に対立している。私もそうだが、魔族には夜行性の者が多いからね。暗きを安らぎとし、闇やみを祝福とする」

「わたしたちの常識――教会の教えだと、世界は唯ゆい一いつの創造神が作りたもうたもので、他に神はいないっていう事になってます」

　とは言っても三〇〇年前が最盛期で、現代では教会の威い光こうは小さくなっている。パトリシアも熱心な信者という訳ではなく、教会に赴おもむくのは結けつ婚こん式しきや葬そう儀ぎの時くらいだ。何しろ現代は科学の時代なのだし。

　もちろん、創世神教の司祭は神助魔法なんて使えない。

「ああ、それは間ま違ちがいだな」

　アルダスはあっさりと断言する。

「現に私がこうして力をお借りしている以上、暗黒神が存在するのは事実だ」

「……それ、教会関係者が知ったらショックでしょうねぇ……」

　あくまで確認できているのは「アルダスが神の力を借りていると称しようして魔法を行使している」という事実だけ。暗黒神の実在や創世神の不在そのものを証明するなら、別のステップが必要になる。学者としては鵜う呑のみにはできないけれど、実際に魔法を使っているアルダスの発言には説得力はある。

「こ、ここでいいですか、アルダス様？」

　その間にも、ヴィルヴィは指定された位置に祭さい壇だんを運んでいた。

「ああ、ありがとう」

　その祭壇にアルダスは燭しよく台だいなどを丁寧に並べていく。パトリシアの美意識からするとちょっとグロテスクというか、禍まが々まがしい雰ふん囲い気きだった。今の教会美術の様式とは、全く共通点がない。

　最後に中央に円鏡を据えると、そこに世界地図が浮うかび上あがる。パトリシアが知っているものと同じ。いや、北ほつ極きよく圏けん南極圏や大陸中央の大だい砂さ漠ばくなど、人類がまだ観測しきれていないエリアまではっきりと映し出されている。南極付近に大きな群島があるなんて、パトリシアは知らなかった。

「さすがに数千年ともなると、多少地形が変わっているところもあるか……。微び調ちよう整せいは必要だけど、上手うまく使えそうだ」

「あの……これは？　これも魔法？」

「広い意味では魔法の一種かな？　我わが神のお力によって、世界で起きている事を見通せる仕組みさ。ニールの奴が人類の尻しりぬぐいをするというのなら、トラブルが起きた現場を知る手段が必要だろう？　あいつ、言う事は立派だけど、そういうところまでは気が回っていない」

「確かに。こんな離はなれ小島じゃ噂うわさもサイレンも届きませんしね」

　ニールフェルドの決断力や行動力にアルダスの思し慮りよ深ぶかさが加われば、上手くいくんじゃないだろうか――そんな事を考えながら覗き込むと、円鏡の地図のあちこちに毒々しい赤の光点がちらつく。

「それは？」

「人間の嘆なげき、哀かなしみ、恐きよう怖ふ――そういうものさ」

　楽しそうに、嬉しそうに、アルダスは笑った。

「え、えーと……」

　一瞬前に固まったはずの信しん頼らいが、早さつ速そく揺ゆらぐ。

「我が神は、人類にとっては敵だと言っただろう？　だから、神官には人間の苦しみの在処ありかを知る術すべが授さずけられているのさ。悲鳴や絶望を、より集めるために」

「あ、あの……。立場上、大丈夫なんですか？　ニールフェルドさんがやろうとしてる事って、それとは反対ですよね？」

　教義に反するような目的で神の力を使ったら、天てん罰ばつが下るのではないだろうか。何しろ神の実在が前提なのだし。

「構わないよ」

　同じ笑顔でアルダスは答える。パトリシアに向けた表情ではなく、鏡を見つめたまま。

　かざした手の動きに合わせ、円鏡の地図が動き、拡大し、縮小する。赤い光のひとつひとつは小さく、すぐに消える。世界のあちこちに生じてはすぐに薄れて消える、ありふれた哀しみや苦しみ。

「神というのは大きな存在だから、細かい事に口うるさいものじゃない。授けられた力をどう使うのかは使徒の裁量のうち。まあ、死後の裁きがあるとしても、不死人ノスフエラトウというのはその名の通り、魔族の中でも最も不老不死に近い。ずっと先の事を心配するより、今やりたい事をやるのが優先だね」

　その言葉に、改めて安心する。

　種族も信しん仰こうも異なっていても、やはり通じ合える事はあるのだと。







Chapter:4　黒竜、初出勤！







　極点の島に居を構えてから、二日目――まだ引ひっ越こし作業も終わらぬ時にそれは起きた。

『皆様、至急会議室にお集まりください』

　パーケルの冷静な、しかし緊きん張ちようをはらんだ声が響ひびく。

　元々、魔法の伝声管が島内に張はり巡めぐらされているのだ。パトリシアも、すぐに床から飛び起きる。毛布の数が足りないので、アリエラの糸で編んでもらったあり合わせの寝しん具ぐだ。

　やはりちゃんとした布ふ団とんと、着き替がえも欲ほしい――頭の片かた隅すみでそんな風に考えながらも大急ぎでいつものジャケットをまとい、会議室に駆かけつける。

「これを見てくれ」

　全員が集まった部屋で、アルダスが祭壇の円鏡を示す。いくつもの赤い光点が重なって短い線状になり、強い光を放っている。

「ここで今、一四二人の人間が嘆き、怯おびえている」

　一四二人――事故とすれば、かなりの規模だ。パトリシアは、息を呑のんだ。

「つまり、まだ生きてるって事だな？　詳くわしく見せろ」

　ニールフェルドの要望に応こたえ、光点の位置を大写しにする。光に紛れて不確かだった地形の詳しよう細さいが見えてくる。

「オルセン峡きよう谷こくの大鉄橋！」

　パトリシアが叫さけぶ。

　アングレーヴス国内で最大。山中の谷間に架かかる長さ一・五ｋｍに及およぶ長大な鉄道橋。

　鏡の中に、具体的な映像が浮かび上がった。

　山中の谷間に渡わたされた橋の真ん中で、七両編成の列車が立ち往生している。単に止まっているのではない。橋きよう脚きやくに亀き裂れつが走り、橋全体が傾かたむいている。その捻ねじれと傾けい斜しやのせいで客車の一部は脱だつ線せんして高こう欄らん――側面の支えにもたれかかっていた。重量の偏かたよりが、橋を更にぐらつかせている。

　乗客たちは混乱して窓や扉から外を窺うかがうが、橋の幅はばがギリギリだ。列車から降りて逃げようにも、人が歩くのを想定していないので、左右高欄の隙すき間まが大きい。何人もが焦あせって渡ろうすれば、雪崩なだれを打って谷底へと落ちていくだろう。

「おい。これって、人間が自力でどうにかできるモンなのか？」

「無理です」

　パトリシアは即そく座ざに首を振る。

「この状態の橋を支えたり、乗客を助け出したりする手段なんてありません。それにオルセン峡谷は山の中で、近づく手段も限られています」

　王国中央と東部国境地帯をショートカットするため、山中に鉄道を通したのだ。周囲に他の道路などはない。飛行機や飛行船でもパワーや速度などが不足する。橋ごと列車が数十ｍ下の谷底に落ちれば、一四二人が助かる見込みはほぼゼロだ。

「だったら、俺たちの出番だ。行くぜ！　ネイト、アリエラ、一緒に来い。それとパトリシア、お前は案内役だ！」

「ボクも……？　ボクの魔法って壊したりするくらいで……」

「いいから来い。お前の力が必要なんだよ！」

「うんっ！」

「少し離れてろよ……ハァッ！」

　火口直下の広いスペースで、ニールフェルドが気合いを放つ。全身が光に包まれ、巨きよ大だいな本ほん性しようを現す。体積の膨ぼう張ちようで押し出だされた空気が風を起こし、パトリシアの髪かみを踊おどらせる。凝こりを解すかのように、長い首と尾おがぶるんとしなる。

「よし。全員乗れ！」

　真っ先に背中に飛び乗ったのは、やはり蜘蛛くもの姿になったアリエラ。彼女が上から手を差さし伸のべて、ネイトとパトリシアを引き上げる。

『発進口、解放いたします』

　パーケルのアナウンスと共に、頭上を塞ふさいでいたシャッターが開いていく。

　これも火口から外気や雨が入らないよう設置したものだ。連動して噴ふん煙えんの誘ゆう導どう路ろも塞がれて、本来の小火口側に切り替かえられる。

　丸く切り取られた白い空。北ほつ極きよく圏けんの冷たい空気が流れ込む。

「ちゃんとつかまってるな？　行くぜ！」

　号令と同時に黒い翼つばさが広がり、大きく羽ばたく。

　縦たて坑こうを垂直に上じよう昇しようし、火口上空へと舞まい上がる。

　シャッターが閉じ、小火口から出ていた噴煙が再び大火口へと切り替わる。

　バリアが周囲を覆おおう。

　空気が破は裂れつする轟ごう音おん。

　ニールフェルドが、超ちよう音おん速そくの矢となった。







「皆みなさん、落ち着いて！　落ち着いてください！」

　観客たちの恐きよう慌こうを鎮しずめるべく、車しや掌しようは声を張り上げる。

「落ち着けって、これからどうなるんだ？」

「お願い、助けて！」

　群がる人々に阻はばまれ、後方客車の状じよう況きようを把は握あくする事さえできない。一三九人もの乗客が下手に動き回れば、ますますバランスが崩れて鉄橋崩ほう落らくが近づく。この状態でまだ落ちてない方が奇き跡せき的てきな幸運だ。

　完成してまだ数年だが、過去の地じ震しんや嵐あらしのダメージが積み重なっていたのか。それとも最初から設計にミスがあったのか。いずれにせよ、検査や整備が不ふ充じゆう分ぶんだったのは間違いない。

　運転士も機関士も対策を考えてはいるが、橋が破損していて列車は脱線。歩いて逃げるのも危険という八方塞がり。

「大だい丈じよう夫ぶです！　きっと、きっともうすぐ助けが来ます！」

「どこから、どうやって、誰だれが来るんだ？」

　空くう虚きよな方便という事は乗客にも見み抜ぬかれている。連れん絡らくする手段もないし、よしんば鉄道会社や国が事故を知ったとして、駆けつける方法も時間もない。飛行機なら間に合う可能性はあるものの、空からロープを垂らしたって助けられるのは数人が限度だ。

　ぐらり。

　また、足あし下もとが傾いだ。

　車体と橋構造が擦こすれあって、ギギギと不快な金属音が響く。

　そのノイズさえ破り、観客の悲鳴が更に甲かん高だかくなる。

「落ち着いて！　皆さん、落ち着いてくださいっ！」

　今は繰くり返かえすしかできない。絶望に囚とらわれそうになりながら頭を巡らせ、声を張り上げ、周囲を観察し、か細い命いのち綱づなを探す。

　そして、視界の片隅にそれを見つけた。

「おいっ！　どうしたんだっ？　何とか言えよ！」

　乗客がネクタイを掴つかんで揺ゆさぶっても、目が離せない。

「あ……あれ……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやき、指を指す。

　男も、そして周囲の乗客たちも、窓の外へ目を向ける。皆が気づき、注視していた。それでもなお、その名をはっきりと口にするのをためらっていた。

　あれは現実なのか。恐怖に駆られた精神が見せる幻まぼろしではないのか。それともこの事故も含ふくめ、何もかもが条理を超こえた何かなのか。

「ママ、ドラゴンだよ！　絵本とおんなじドラゴンが飛んでる！」

　最初に断言したのは、年とし端はもいかない女の子だった。







「間に合いましたね！」

　竜の背中で、パトリシアが歓かん喜きする。

　近づいた時の衝しよう撃げき波はで橋を壊さぬように既すでにスピードは音速未満に落とし、バリアも解除済みだ。まず上を旋せん回かい、次に橋の下を潜もぐるコースで状況を確かく認にん。

「どのくらい保もちそうか、わかるか？」

「建築は専門じゃありませんから、はっきりした事は……。でも、急がないと危ないのは確かです！」

「じゃあ、さっさと取りかかるぜ！　来るまでに打ち合わせた通り！　まず、少しでも崩落を遅おくらせろ！　パトリシアは、人間どもの相手だ！」

　ニールフェルドが身体からだを橋の一いつ端たん、進行方向側に寄せてまずアリエラとネイトを下ろす。そのままパトリシアを列車の側そばに下ろし、自分は鉄橋の下へと回る。

「くぅ……っ！」

　翼を小刻みに羽ばたかせて静止飛行ホバリングして橋を支える。

　精せい妙みような制せい御ぎよが必要な作業だ。力を出しすぎれば、鉄橋を下から折ってしまう。長さは彼かれ自身の身長の七〇倍ほど。重さも充分。翼を大きく動かせば、巻き起こした風が悪あく影えい響きようをもたらすかも知れない。背中の感かん触しよくに注意し、脆もろくなっている箇か所しよへと微び妙みように位置を変える必要もある。

「ドラゴンが……ドラゴンが橋を支えてくれてるぞ！」

　何人かの乗客が窓から身を乗り出して叫ぶ。

　そのせいでバランスが崩れる。

「……っと！」

　僅かに右寄りへとポジションを移動する。

「頼たのむぜ、パトリシア」

　橋上の人間どもに聞こえないよう、小声で呟く。

　可能な限りの想定シミユレーシヨンを踏ふまえ、救助計画は立てた。それでも、現場に存在する事実は予想や理り屈くつの通りにはいかない。その場で判断し、対応を迫せまられる厳しいタイトロープだ。

　それも一四二人の命を賭かけた――。




　パトリシアは、揺れる鉄橋を一気に駆け渡り、強ごう引いんに車内へと飛び込んだ。

『お前の役目は、人間どもを大人しくさせる事だ』

　移動中に命じられたのは、これだった。

『俺おれたちが本来の姿や力を見せりゃ人間が大おお騒さわぎするってのは前の火事でわかったからな。作業中にヘタにパニックとか起こされたら、面めん倒どうだ。連中と話をするのは、同じ今の人間であるお前にしか任せられない。できるか？』

『大丈夫です。やります、やらせてください！』

　指示されたからというだけではない。

　彼らと現代人との間に絆きずなを結ぶのは、自らに課した使命でもあるのだから。

「皆さん、落ち着いてください！」

　ソプラノを張り上げても、注目したのは間近の十数人だけ。大半は彼女に気づかず、窓から身を乗り出すようにしてドラゴンを指さし、騒さわいでいる。

　当然だ。実在が驚おどろきだし、神話の通りなら人間を滅ほろぼす魔ま物ものの王なのだから。しかもその怪かい物ぶつが何故なぜか橋を支えている。

　けれど、このままでは駄だ目めだ。

　重心が傾き、不安定になる。

「鎮まってっ！」

　バゥンっ！

　持ってきたライフルの空くう砲ほうを鳴らす。

　至近距きよ離りでの危険な音色は、さすがに乗客たちの注目を集める。列車事故やドラゴンに比べれば、銃じゆう声せいなどまだ「常識」の側だ。

「命が惜おしいなら、聞きなさい！」

　きっぱり言い放つと、ようやくこちらの声が通る程度には静まった。

「わたしはドラゴンの仲間です！　貴方あなたたちを助けに来ました」

　ざわめきが波となり、直接声が届かない後こう尾びの車両へもパトリシアの言葉がリレーされて伝わっていく。

「た、助ける……？　あの怪物が？」

「そうです。現に今、橋を支えてるじゃありませんか！　協力してください。必ず、皆さんを生せい還かんさせます！」

　内心、不安はある。

　それでもパトリシアは車掌の問いに敢あえて「必ず」と断言した。危険な状況では、力ずくででも恐怖を制しなければならない。

　ぎぎぎぎしっ！

　鉄の擦れる音が、足下から響く。

　また恐怖の声が、波は紋もんとなって広がる。

「落ち着いて！　窓まど際ぎわに偏らず、下手に動かず、安定を保つようにしてください！」

「ひいぃっ！」

　ほとんどは警告に従ってくれたが、ひとりの男が混乱したまま、強引に窓から身を乗り出す。

　そのままバランスを崩し、落下する。

「わぁーっ！」

　悲鳴が――遠ざからない。

　鉄橋の下にいるニールフェルドが、落ちそうな男を前足で受け止めていたからだ。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　ちゃんと助けるからジタバタすんな！　手間増やすんじゃねえ！」

　恐慌で悲鳴を上げ続ける男が、ひょいと放ほうり上げられる。他の乗客が手を伸ばし、彼を中に引き戻もどす。

「危険がないよう、窓は全部閉めてください！」

　窓際の乗客たちが、パトリシアの指示に従う。何枚かのガラスがひび割れているのは、脱線時の衝しよう撃げきが原因だろう。

「ドラゴンさん、喋しやべれるの？」

　母親に抱だきかかえられた幼い少女が尋たずねる。

「ええ、そうです。あのドラゴンは強くて、賢かしこくて――とっても頼たよりになるんです！」

　パトリシアの宣言に、今度は控ひかえめな歓かん声せいが漏もれ始めた。







「ニールフェルドが支えてくれてる間に、こっちも急ぐよ！」

「わかってるってば！」

　ネイトの返事を聞く間も、走るアリエラは止まらない。

　蜘蛛の脚あし八本を駆く使しすれば橋の側面や裏側でも平気だし、スピードも速い。その尾部からは銀色の糸が伸びていた。

　今使っているのは、一時間程度で分解してしまうが強度や張力は高いタイプ。これを張り巡らせて全体の補強、崩れそうな構造を支える。

　ネイトの方は、橋のたもとで杖つえを掲かかげ、呪じゆ文もんを唱える。

　峡谷の下方で岩が盛り上がってむくむくと人めいた形に変じ、崖がけをよじ登ってくる。どのあたりからならゴーレムの材料を採っても鉄橋の支えが崩れないかは、予あらかじめアリエラとパトリシアが計算済み。

　互たがいの手て脚あしを絡からませるように、ゴーレムたちは橋の根元に組み付く。何度目かの往復で戻ってきたアリエラが一気に大量の糸を吹ふきつけて、石像の群れをまるごと固化させる。

　ゴーレム自身は不器用で細かい作業は無理だとしても「自力で移動できる建材」としてなら活用できるのだ。

　発案はニールフェルド。実行の可否は、鉄橋についての基本的な知識を持つパトリシアと構造計算に長たけたアリエラが判断した。

「ＯＫ！　じゃ、次は逆サイドね」

　アリエラはネイトを抱きかかえると、猛もうスピードで橋の裏側に張り付いて走る。高く、しかも逆さまという状況に少年の顔が青ざめる。

「ネイト君、怖こわい？」

「へ、平気っ！」

　強がっているのは、抱きしめた腕うでに伝わってくる震ふるえで明らかだ。けれど、ここで強がれる精神力にこそ価値がある。
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　反対側についたネイトは、同じようにゴーレムを作製する。その間にも二往復したアリエラが糸で固める。

　これで、両りよう端たんから崩ほう壊かいする恐おそれは少なくなった。

　立て続けに呪文を使ったネイトは、杖を抱かかえてそのまま座すわり込む。もう魔法を使うだけの精神力は残っていない。彼の役目は、ひとまず終わりだ。

　アリエラの顔にも汗あせが浮かんでいた。頬ほおは上気し、息が荒あらい。糸だってコストなしで無む尽じん蔵ぞうに繰り出せる訳ではない。

　それでも、充分に糸を張り巡らせて鉄橋の安全を確保する。

「これで大丈夫――のはず。ニールフェルド、後はお願いね！」

「おうよ！」

　ニールフェルドが尾を振ふる。アリエラの糸が、その先せん端たんと機関車の先頭を結びつける。

　みしっ！

　ここまで手を施ほどこし、それでもなお鉄橋の軋きしみを完全に抑おさえる事はできない。







「パトリシア、やるぞ！」

　大きな声が、列車を震わす。

　事前に決められていたニールフェルドからの合図。

　最終フェイズ突とつ入にゆうのサインだ。

「皆さん、速すみやかに後うしろに移動！　最さい後こう尾びの、倒たおれてる客車は空のままで。車掌さんや運転士さん、機関士さんも！　どこでもいいから席に着いて頭を低く！　しっかり掴つかまってください！」

　パトリシアは大声で指示――否いな、命じる。

「ちゃんとしなかったら、命が危ないですよ！　はい、そこ。立たない！　喋ると舌噛かみますから、口を閉じて！」

　命令を通とおり越して脅きよう迫はくだった。動こうとした男には、ライフルの銃じゆう口こうを向ける。幼い子供は親が抱きしめて守り、さっき窓から落ちた男は半ば失神したまま、他の乗客に押おさえつけられている。

　全員が安全姿勢を取ったのを確かめると、自分も床ゆかに座り込んで椅い子すにしがみつく。

「こっちも、準備できましたーっ！　行ってください、ニールっ！」

　ありったけの声量で答える。

「よーしっ！」

　叫びと同時に、列車が猛もう烈れつな勢いで前進した。

　ニールフェルドが尾を列車に絡め、低空飛行で強引に牽けん引いんしているのだ。

　脱線しているので、激しく振しん動どうする。しがみついてなお中の人間は揺さぶられる。パトリシアの頭もぐゎんぐゎんと上下して、視界は縦と言わず横と言わずスイングする。

「わ・わ・わ・わ・わっ！」

　警告を無視して声を上げた男の悲鳴がスタッカートする。止めようにもパトリシアも歯を食いしばるので精せい一いつ杯ぱいだ。

　所要時間一分弱。

　列車は強引に大鉄橋を渡りきる。

　ニールフェルドは全身を反転させた。

　自らスピードダウンしつつ、羽ばたきで起こした空気の壁かべを列車にぶつける。

　更に機関車と、それに続く無人の客車を引きちぎって切り離す。その反動で減速した後続車両を後ろ脚で押さえ、掴み、転てん倒とうしないよう減速する。

　レールから火花が飛び散る。

　外れかけた車輪が摩ま擦さつする甲高いノイズ。人間の叫びが重なる。

　カウンターウェイトとして放り投なげられた無人の機関車が谷底に落ちる。

　爆ばく炎えんが上がる。黒こく煙えんの柱が立つ。

　そして、客車が止まった。

　強引な制動だ。パトリシアが警告しても、安定にはほど遠い。椅子から転げ落ちた者、床にへたり込んでいる者、他人に寄りかかってしまった者。

　それでもなお、流血はない。

　悲ひ嘆たんもない。

　死も、ない。




　わぁ――――っ！




　歓声が上がった。

「た、助かった……！」

「生きてる！　生きてるぞ！」

「よかったね。本当によかったね、坊ぼうや！」

　年ねん齢れいも性別も違ちがう。いくつもの声が重なり、混じり合う。ただ共通しているのは、込められた感情だ。

　生命そのものの、歓喜。

「全員無事ですね？　じゃ、わたしはこれで！」

「待ってくださいっ！」

　立ち去ろうとしたパトリシアの腕をつかんだのは、車掌だった。

「貴方たちは？　あのドラゴンは……あ、いや。まずこれを言うべきでした。ありがとうございますっ！」

　彼が脱だつ帽ぼうして一礼した隙すきに、パトリシアは素す早ばやく車外に飛び出した。

「ま、待ってくださいっ！　事情を……」

　彼だけではない。何人もの乗客乗員がつられるようにドアから溢あふれ出してくる。そして、パトリシアを――彼女を前足で拾い上げたドラゴンを見上げる。

「あっ！」

　パトリシアが叫び、指差す。何人かがつられて、そちらの方を見た。

　さっきまで辛かろうじて保持されていた鉄橋が、崩壊していく。基部を支えていたゴーレムが砂になって崩くずれ、蜘蛛の糸がぶちぶちと千切れていく。

　自重を支えきれなくなった鉄橋は補強を失った部分から徐じよ々じよに崩れ、そして一気に塊かたまりのまま、煙けむりを巻き込みながら落ちていく。

　轟音が、谷間に谺こだまする。

　現れたドラゴン――伝説の魔ま獣じゆうに対して、悲鳴は上がらなかった。

　彼が自分たちの命を助けたのは紛まぎれもない現実だし、たった今眼前で崩れた鉄橋の方が、もっとリアルな恐怖だった。

「造り直す時は、もうちょっと頑がん丈じようにしろよな。そういうの、人間の得意分野なんだろ？」

　どこか不ふ機き嫌げんそうな、しかしよく通る澄すんだ声が告げる。

「あ、あの……あんた――いや、貴方は本当にドラゴンなんですか？」

「ドラゴン以外の何かに見えるのか？　お前、目と頭は大丈夫か？」

「あ、その……それはそうなんですけど……まさか本当に……」

「あーっ！　その辺の説明は面倒だからパスだ！　気にすんな！」

　断言し、ニールフェルドは翼をはためかせ上昇する。

　谷の対岸に待機しているネイトとアリエラを背に拾い上げると、助けた人々の上空を一度だけ旋回する。

「ドラゴンさーん、ありがとう！　お姉ちゃんも、他の人も！」

　母に抱き上げられた女の子が、一いつ所しよ懸けん命めいに声を張り上げて大きく手を振る。

　それを引き金に、他の人々も賞賛の叫びを上げる。

「はははっ！　みんな、よくやったぜ！　取りあえずは大成功だ！」

　ドラゴンが高らかに笑う。

「ニールフェルドさんはともかく、わたしだけ『お姉ちゃん』って別べつ扱あつかいなのは、ちょっと照れますね」

　ライフルを手に座り込むパトリシアが、小さく息を漏らす。風に髪がなびいているのは、高度はあるもののバリアを張らない巡じゆん航こう速度だからだ。

「あれ？　戻ったのか？」

　僅わずかに首を巡らせ、ニールフェルドが尋ねる。

「戻ったって……何がですか？」

「お前、さっきは『行ってください、ニール』って、愛あい称しようで呼び捨てだったじゃねえか」

「え！　そのっ、ごめんなさいっ！　あ、あれはその、急いでいたから……」

「ははっ！　『さん』を付けようが付けまいが、好きなように呼んでくれりゃあ、それでいいんだ。ただ、お前は少し他人行ぎよう儀ぎだったからな」

　頬が火ほ照てるのを感じながら、パトリシアははにかみながら俯うつむいた。

「この言こと葉ば遣づかい。昔からの癖くせで、意識してもなかなか抜ぬけないんです」

　油断すると訛なまりが出ちゃうので、日ひ頃ごろからきっちりした言葉遣いを心がけているうちに習慣になってしまったのだ。

「それでも、さっきは勇ましかったよねぇ。乗客の前で大声で仕切って」

　蜘蛛状態のままのアリエラが水すい筒とうを手て渡わたすと、パトリシアはすぐにそれを呷あおる。

「柄がらじゃないですよぉ……。大声で叱しかったり命令したりとか、恥はずかしくて死にたくなります。もちろん死にませんけど！」

　羞しゆう恥ちで、顔が火照る。

「仕方ないでしょ？　あの役目は貴方にしかできないんだし。あ、あたしにも頂ちよう戴だい」

　水筒で喉のどを潤うるおしたアリエラは、次にそれをネイトに回す。ネイトはローブの袖そでで飲み口を丁てい寧ねいすぎるくらいにごしごし擦ってから、最後の水を飲み干した。

「あ、ごめんなさい。ネイト君を最初にすればよかったですね。魔ま法ほうで頑がん張ばったんですし」

「い、いいよ。別に……」

　拗すねたような照れたような。それでいて誇ほこらしげな、はにかみ混じりの微び笑しよう。

「ま、初めてのミッションだったしねぇ。無事に全員助け出せただけでも上出来。細かいところはこれから慣れていくしかないってね」

「慣れるほど事件や事故が頻ひん発ぱつしない方がいいし、同じようなトラブルが繰り返される見込みは低いんですけど」

　パトリシアとアリエラ、ふたりは苦く笑しようで頷うなずきあう。

「で、どうだ、ネイト？」

　ドラゴンの声が尋ねる。

「……何が？」

「案外悪くねえっつーか、結構気持ちいいモンだろ？」

「……うん」

　何が――とは言わなくてもわかっていた。

　ニールフェルドとネイトだけでなく、アリエラも、パトリシアも。







『大鉄橋崩落、奇跡的に死者はなし』

『謎なぞのドラゴンによる救出？』

「これだけだと、とうてい信じられるものではないがな」

　黒こく檀たん製の執しつ務む机づくえに新聞を放り投げ、ハルヴァン・グロード・ミカエリス中ちゆう将じようは着席する。

　中年太りの身体を受け止めた椅子が、ぎしりと軋む。現代的モダンなデザインの空軍制服が似合っていないし、飛行機の操縦経験もないが、代々軍に大きな影えい響きよう力りよくを持つ伯はく爵しやく家けの出身。戦せん闘とう機き隊の三分の一を統とう括かつし、物資の調達にも深く関かん与よする高官だ。

　貴族とは名ばかり、領地さえ持たない下級騎き士しの末まつ裔えいであるブライアン・ディゾンとは大おお違ちがいだった。

「以前に報告した通り、ドラゴンは小官も目もく撃げきしております。この絵は、あまり似ておりませんが」

　ブライアンは直立不動の姿勢で答える。

　一面見出しの下には、証言に基もとづくイラストが印刷されている。昔話の絵本に描えがかれるようなドラゴンは禍まが々まがしくも寸すん詰づまりで、彼の目に焼き付いた研とぎ澄まされたが如ごとき機能美とはほど遠い。

「あの時は、君がどうにかしたかと思ったよ」

「小官は、心身のコンディション管理には常に留意しております。あの日も新型機の慣熟飛行なので、事前事後に軍医の検査も受けました」

「わかっている。冗じよう談だんだ、冗談。堅かたいな、君は」

　ミカエリス中将は、不機嫌そうに眉まゆを歪ゆがめた。こちらが部下とは言え、先に無礼な物言いをしたのはミカエリスの方なのだが。

「いずれにせよ、ドラゴン実在の可能性が濃こくなった以上、無視する訳にもいかん」

「同感です。列車事故から国民を救ったばかりか、目もく撃げき者しやの証言によると会話が可能で、なおかつ人間の同行者もいたそうです。探し出して接せつ触しよくし、何らかの交こう渉しようをするべきかと――いえ、それよりはまず今回の活動に関しての感謝を。新聞や街頭掲けい示じなどで呼びかければ向こうからコンタクトを取ってくる可能性も……」

「違うぞ、少しよう佐さ」

　ブライアンの言葉が、不機嫌そうに遮さえぎられる。

「自分の意志で動いているという事は、我々の制御下にないという意味だ。軍にも国にも属さず勝手に振る舞っている。潜せん在ざい的てきな危険であり、敵だ」

　相手は上官だ。直接に反論はできない。だが、無む償しようで民衆の命を救った竜とその仲間たちを「敵」と呼ぶ事に、ブライアンは違い和わ感かんを覚えた。

「しかも、我わが軍の新型機よりも速く空を飛ぶ。そんなものが横行していては、空軍の面めん目ぼくが立たん。まだまだ我々の基き盤ばんは弱いのだ」

　アングレーヴス王国は工業技術で栄えた国だ。

　大陸諸国の中でもいち早く「空軍」を独立させ、整備と拡かく充じゆうに注力してきた。それでも、その歴史は三〇年足らず。ブライアン自身の年齢とほぼ同じ。大規模な実戦を経ていない事もあり、伝統ある陸海軍に比べれば権力や威い光こうはまだ小さい。

　中将も伯爵家の中では傍ぼう流りゆうなので、本来のエリートコースである陸軍や海軍ではなく新興の空軍に籍せきを得たのだとも噂うわさされている。

「ドラゴンを我らの管理下に置くか、それが無理ならば始末した方がよい。万一にも敵国の手に渡ったら大変だからな。いや、既に敵国が操あやつっている可能性も考こう慮りよせねばならん。正体不明の存在が、我が国くにの領空を侵おかしているのは事実なのだ」

「ならば、何故ドラゴンは列車事故を救ったのでしょう？」

「それが理解できんから怪あやしいのだ。強大な力を持っているのに、何の利益もなく、職務でもなく、あんな事をする理由などない」

「小官には……ひとつ心当たりがあります」

　僅かなためらいはあったが、思いついた事を口にする。

「何だ？　言ってみろ」

「単なる善意、良心という可能性は、ないでしょうか？」

　圧あつ倒とう的てきな力があれば、自分ならそうする――そうしたい。

　同どう胞ほう国民を護まもるために軍に志願するのと、根本は同じなのではないだろうか。

「ははっ！　あり得んな。もういい、少佐。下がりたまえ」

　型どおりの敬礼で嘆たん息そくを抑え、ブライアンは退室した。

　ささくれた気分をコーヒーで宥なだめるべく、サロンへ向かう。元々狭せまい上に待機中の者が多いせいで、ほとんどのテーブルが埋うまっていた。トレイにカップを載のせて視線を彷徨さまよわせていると――。

「隊長ー、こちら空いてますよ」

　隅すみのテーブルからアリッサ・ハイマン中ちゆう尉いが手招きする。二十代半ばの若手、空軍でもまだ珍めずらしい女性パイロットだが、士官学校を優ゆう秀しゆうな成績で卒業して年齢の割には飛行時間も長い。ブライアンの下で小隊長を務める実力者だ。

「ありがとう、中尉。相席させてもらう」

「その様子ですと、例の件については准じゆん将しよう閣下とは意見が合わなかったようですね」

　呟くアリッサの口くち唇びるが、コーヒーカップに触ふれた。

　ドラゴンを目撃した事もそれについての見解も、信しん頼らいできる部下には既に話してある。もちろん、口外無用とした上でだが。

「まず充じゆう分ぶんな調査と、接触した上での意思疎そ通つうを優先したい。最初から、敵対的な態度で臨のぞむのは得策ではない――それが、自分の判断だ」

　コーヒーに砂糖を三匙さじ加え、かき混ぜながら呟く。知らぬ者には揶や揄ゆされがちな甘あま党とうではあるが、親しい部下の前では今さら隠かくすような事でもない。

「わたしも同感です。ただ、ミカエリス准将はどうにかして空軍の地位を上げようとお望みみたいで。ほら、陸軍海軍と違って実戦の成果がないので、親しん戚せきの中では肩かた身みが狭いらしいんですよ。そのくせ新兵器開発で金は要いりますしね。准将閣下が『いっそどうにかして開戦できないものか』とか言ってたのを聞いた娘こもいますよ」

　アリッサは操縦士だが、事務職や秘書系の女性職員とも仲がよい。それだけ軍内部の噂うわさ話ばなしにも敏さといのだ。まあ、彼かの女じよ自身のゴシップ好きもあるのだけど。

「軍人として、上層部批判はあまり感心できるものではないぞ」

　ブライアンも同意だし、互いに信頼しているからの話題ではあるが、あまり大っぴらに口にしていいものでもない。

　国境未確定地や植民地問題など、アングレーヴスと周辺諸国との間に火種があるのは事実だ。しかし、どれも今すぐ発火するほど加熱はされていないし、政府は平和裏の解決を求めている。むしろ軍や軍ぐん需じゆ産業の一部が、きな臭くさい動きをしている。

「鉄橋崩落でも、ドラゴンが現れなければ打つ手がないまま尊い国民の生命が失われた。しかし、有線と無線の連れん絡らく網もうの充じゆう実じつや、飛行機と飛行船を駆使したパトロールや緊きん急きゆう救助隊など、非常に備える手段はあるのではないだろうか？　軍は装そう甲こう自動車を採用している一方で、消防はまだ馬車と手て押おしポンプが主力だ」

　産業や軍事も重要だが、それに比べて防災や保安に投入されている予算や人材は乏とぼしすぎるというのが、ブライアンの評価だ。鉄橋の一件も、鉄道の伸しん長ちようばかりを優先せずに整備・保守をしっかりやっていれば防げたはずだ。

「政府もそうですけど、企き業ぎようとしても『使わずに済めば幸い』なものにはなかなかお金を出したがりませんよ。戦車だったら高性能の新型を開発すれば陸軍が一気に買い入れてくれますけど、消防車を作ってもなかなか儲もうけには繋つながりませんもの」

　苦笑しながら、アリッサは大げさに肩かたを竦すくめた。確か、彼女の実家は蒸気自動車の修理などを請うけ負おう大きな工場だ。

「使わずに済む力というのなら、軍隊も同じなのだがな」

「放火とかは別にして、火事も災害も偶ぐう然ぜんに起きるものですからね。それよりは誰かが決断して勃ぼつ発ぱつする戦争の方が想像しやすいんじゃないでしょうか。准将みたいな方には」

　アリッサには答えず、ブライアンは忘れかけていたコーヒーに口を付けた。冷めかけたそれは、砂糖を加えたはずなのに苦く感じられた。







Chapter:5　はじめてのお買い物　―人と魔族と温泉と―







　極点の火山島基地に引ひっ越こして、五日。

　その間に、出動は鉄橋の一度だけ。

　まあ、あの規模の事件や事故が頻発するものでもないし、アルダスの神鏡が「嘆なげきや恐きよう怖ふ」を感知しても、普ふ通つうに人間が対処できそうなものはスルーしている。

『てめえで拭ふけるケツまで全部面めん倒どう見みてたらキリがねえし、俺様がいくら強くても身体がいくらあっても足りん。どれに手を出すかは俺様が決める。それが、強者の特権って奴やつだ』というのがニールフェルドの弁だ。

　今は基地の整備が優先。

　掃そう除じし、壊こわれたところは修しゆう繕ぜんして、生活の場としてはそれなりに整えられた。ただし、物資が無尽蔵にある訳ではない。特に食料。

　例の「魔法のキッチン」に付属の白箱も食材を保存できるだけで生み出したりはしないので、使って減った分は補ほ充じゆうしなければならない。調理器具だって足りない。魔法や種族能力が使えるといっても工具やロープなどもあった方がいい。

　パトリシアだっていつまでも急ごしらえの蜘蛛くも糸毛布で寝ねている訳にもいかない。野宿やキャンプに慣れていると言っても、屋根と床がある生活ではちゃんと屋内クオリティが欲ほしくなるのが人情だ。

　そんな訳で、パトリシアたちは王国北部の地方都市まで買い物に来ていた。前回のヴロンより人口が多く、交通と流通の要所として古くから栄えている街だ。

「次は本屋ですね」

　買い物メモを見ながら、先導するのはもちろんパトリシア。他のメンバーは全員、人間社会では何も知らないお客様だ。

「書物が簡単に印刷できて、普通に売ってるなんてすごいよねー。昔は、魔法で複製するんじゃなきゃ一冊ずつシコシコ手で書き写すしかなかったんだもん」

　その隣となりで、きょろきょろ街中に視線をさまよわせているのはアリエラだ。もちろん、今は蜘蛛ではなく人間スタイル。運うん搬ぱんのための「ゴンドラ」も必要だが、彼女自身が人間の街に興きよう味み津しん々しんなのだ。

「か、家具や食料はともかく、ほ、ほほ、本も必要なんですか？」

　ヴィルヴィは荷物を満まん載さいした大きな荷車を引いている。目立たないよう、いつもの拘こう束そく衣いの上にフード付きのマントを羽織っている。

　ちなみに、この荷車もこの街で買ったものだ。

「今の世の中を知らなきゃならんしな。アルダスも何か読むもの欲しがってるし。あいつも要るモンがあるなら一いつ緒しよに来りゃあいいのによ」

　答えたのは、最後尾を歩くニールフェルドだ。

　もちろん人間態だが、服装はいつもの現代離ばなれしたデザイン。例によってドラゴン状態で郊こう外がいの森まで飛んできて、そこからは目立たぬように徒歩。

　この四人が、買い出しのメンバーだった。不死人ノスフエラトウのアルダスは日光が苦手だし、ネイトは人間の街が嫌いや。パーケルは人の姿になれないので、必然的にこの顔ぶれ。

　街の規模の割りには書店は大きく、品しな揃ぞろえも充実していた。新刊だけでなく古書なども扱あつかっており、売れ筋の娯ご楽らく読み物はもちろん、様々なジャンルの定番や基き礎そ的てきな概がい説せつ書しよが揃そろっている。

「遠えん慮りよすんなよ。要る分、全部買え」

「本当ですか？」

「何で俺様が嘘うそつく必要がある？　身内の要求は、叶かなえられるだけ全部叶える」

「わっかりました！」

　ニールフェルドの声にパトリシアの背筋がしゃんと伸のびた。

「ああ、書店で買いたい放題！　何度夢見た事か！　今までは倹けん約やくしなくちゃいけませんでしたから古本漁あさりとか、先せん輩ぱいから借りるとか、図書館に頼るとか……」

　うっとりと陶とう酔すいした声が、自然と口からあふれ出る。

「いっそ憧あこがれの一軒けん買い……いいえ、それはいけませんね。この街の文化基き盤ばんを破は壊かいしかねませんし、ダブりもあります。一度に運べる量にも限度がありますし……。うふ、うふふふふ……」

「パ、パトリシアさん……怖い、です。な、なんだか、いつもと、ちち、違います」

　ほくそ笑えみ、指をポキポキと鳴らす姿に、ヴィルヴィが尻しり込ごみする。

「歴史と地理と……化学や工学、建築……医学もあった方がいいですね。そうそう、アルダスさんに頼まれていた軽い読み物と……ネイト君のために児童書も何冊かおみやげにしましょうね」

　棚たなから次々に本を選び出し、ダンスじみた軽快なステップで勘かん定じよう場ばに積み上げていく。既すでに単独の塔とうではない。いくつも並んだ壁を形成していた。紙の城じよう壁へき、知の要よう塞さいだ。

「お、お客さん。失礼ですが……お支し払はらいできるんで？」

　初老の店主が眼鏡の位置を直しながら尋ねる。印刷のおかげで普ふ及きゆうしたとはいえ、書物はまだまだ高価な商品だ。数十冊ともなれば結構な値段になる。

「これで、足りるか？　必要なら現金ってのに換かえてくるが」

　ニールフェルドが無造作に大ぶりの首くび飾かざりを差し出す。金銀の精せい緻ちな細工に大おお粒つぶのダイヤモンドやルビーが収まった逸いつ品ぴんだ。値段としては、夢の一軒買いどころか三店くらい買ってもおつりが来る。

「ちょ、ちょっとこれは……。どう見ても……本物のような……。は、はい。充分でございます。それにしても、どうしてこんな……」

「え、えーとですね。親の財産を相続した道楽者の貴族とでも思ってくださいっ！」

　他の店と同じ言い訳でごまかし、本の山を荷車に積み込んでその場を離れる。

　太古から目覚めたニールフェルドには、当然現金の持ち合わせがない。ただし、様々な経けい緯いで蓄たくわえていた金銀財宝の山は保有していた。しかも、数年分の国家予算に匹ひつ敵てきするレベル。一度に市場に放出したら、世界経済が破は綻たんする。

　先史時代のものなので出どころを探さぐられても平気だし、最悪潰つぶしてただの貴金属や宝石として売り飛ばしても大だい丈じよう夫ぶなのだ。

「次は服行こう、服！　お店、どこ？」

　スキップでアリエラが逸はやる。見つけたのは、これもかなり大きな衣料品店だった。昔ながらの一品仕立ては行わず、新品中古品問わずできあがりを豊富に揃えている庶しよ民みん向けの商あきない。

「へぇー！　ほぉー！　いいねぇ。こういうのも」

　ワンピース、スカート、パンツスタイル――次々に試着しては、アリエラは大鏡に己おのれの姿を映し、くるりと一回転する。

「似合ってますよ」

　パトリシアの言葉はお世辞ではない。アリエラは知的で端たん整せいな中にも愛あい嬌きようがある美人なので、かわいいものを着ればかわいく、きりっとしたものを纏まとえばきりっとした雰ふん囲い気きになる。文字通り、何でも似合うタイプだ。

「では、こちらお買い上げで？」

　店員が揉もみ手でで尋ねる。

「うーん。デザインは面おも白しろいんだけど、コレとコレは縫ほう製せいが雑だし、こっちは肌はだ触ざわりがイマイチだしねぇ。これだけちょうだい。後は、自分で作る」

　たっぷり試ためした中から、アリエラは三着だけ厳選した。店員の顔に失望が浮うかんだのはほんの一いつ瞬しゆんだけ。既にパトリシアも下着や部屋着、作業着の替かえを買っているし、結構な上客という事になる。

「そうだ。ヴィルヴィも、何か買ったら？」

「えっ！　そ、そそ、そのっ、あた、あたくしにはそんな、もったいなくて……」

「いいじゃねえか。せっかくの機会だし」

「ニ、ニニ、ニールフェルド様がそう仰おつしやるなら……」

　アリエラの勧すすめだけでは動かなかったヴィルヴィも、ニールフェルドに言われるとさすがにそわそわし始める。

「あ、あのあの、着き替がえ……手伝って……もらえませんか？」

「別に構いませんよ」

　ヴィルヴィに頼たのまれ、パトリシアは一緒に試着室に入った。マントを脱ぬぐと、いつも通りの拘束衣めいたコスチュームで、留め具が多い。

「ご、ごご、ごめんなさいっ。全部自分で外せるんですけど、時間がかかりすぎて……。ずっとここを独どく占せんしてると、他のお客様のご迷めい惑わくになりますよね？」

「いいんですよ。気にしないで」

　言われた通りに手伝い、脇わき腹ばらや脚を拘束するベルトを外す。

「そう言えば、これって変身じゃなくて普通に服なんですね？」

　ニールフェルドやアリエラは魔族と人間態とでモードを切きり替えると、同じコスチュームが現れたり消えたりするけれど、ヴィルヴィのちょっと違うようだ。

「そそ、そうです。あた、あたくしは、滅めつ多たに魔族の姿にはなりませんし……。肌はだ、見せないように、ここ、これ、着てるんです。あ、チョーカーは、外さないでください」

「わかりました。……はい、これでいいですか？」

　実際拘束衣を脱がせた下着姿だと、ヴィルヴィの身体からだは人間と変わらない。外見的にはパトリシアよりも少し年下。初うい々ういしさと健康的なメリハリの強さが絶ぜつ妙みようなバランスで両立していて、同性の目で見ても魅み力りよく的てきだ。

「ちょっと失礼しますね」

　手を伸ばし、目元を隠している前まえ髪がみを持ち上げる。

「あっ……」

　ヴィルヴィが小さく息を漏らした。

　人間とは違う、桃もも色いろがかった瞳ひとみ。大きな目と通った鼻筋、小さめの口は儚はかなげで、綺き麗れいというよりは愛くるしい。

「素す敵てきじゃないですか。隠してるのはもったいないですよ。見えづらくて不便でしょう？」

「そ、その……あた、あたくしはいろいろあって……事情っていうか……」

「ごめんなさい。無む理り強じいは、いけませんね」

「は、はい……。で、でも、お気持ちは、うう、嬉うれしい、です」

　二、三着試した末に、ヴィルヴィはお気に入りを選び出した。

「こ、これって……ちょっと、いいです、はい。清潔感あって、仕事の時に動きやすそうで……」

　それは、黒いスカートと白いエプロンなどがセットのメイド用お仕着せだった。多分、どこかから流れてきた古着だろう。新品で揃えるような金持ちなら、出入りの仕立て屋に発注する。

「いいかも知れませんね。これ、人間社会でもお屋や敷しきの仕事をする女性の装いですから」

「そ、そうなんですか？　じゃ、じゃあ、これ着て、基地で頑張りますねっ！」

　胸むな元もとで小さな拳こぶしを握にぎりしめる。いつもの腰こしが引けたような態度とは違う、ほんの少しだけど元気や自信を感じさせる笑え顔がお。

　結局、ヴィルヴィは着替え用の予備も含ふくめて、似たようなものをもう一着購こう入にゆうした。

　ちなみに、一応勧めてみたのだがニールフェルドは、人間の服には興味を示さなかった。『変身なら着替える必要もねえのに、面めん倒どうくせえ』のだそうだ。

　最後に、広場の市に出て食料を買う。

　ベーコンやピクルス、瓶びん詰づめ類や乾かん物ぶつなどを扱う常設の店もあるが、生産者直売の方が安くて新しん鮮せんだ。食材の選別はパトリシアに一任されているので、質のいい野菜や卵などを買ってはどんどん荷車に積んでいく。
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「あらまあ。売れるのはありがたいけど、そんなに買い込んで大丈夫かね？　日が経たつと傷いたんじまうよ？」

「あ、大丈夫です。ウチは大所帯ですから」

　農婦の気き遣づかいに、適当なごまかしで答える。まさか魔法で保存できるなんて言えない。

「何度も街まで買い出しに来るのも手間ですし、野菜とかき……向こうで育てた方がいいかも知れませんね。鶏にわとりを飼ったりとか」

『基地』と言いかけて、言葉を変える。

「そ、そそ、それって、いいですね。うん、生き物、お世話したい、です、はい」

　ヴィルヴィが何度も頷いた。

「あ、ああ、あたくし、アリエラ姐あねさんやネイト君みたいに役に立てませんし、パーケルさんほど仕事もできません、から」

「なーに言ってんだよ」

「ひゃんっ！」

　ニールフェルドが頭に手を乗せると、フードでほとんど見えないヴィルヴィの顔が真っ赤になった。

「今日だって荷車引いてくれてるじゃねえか」

「で、でで、でもでもっ！　あた、あた、あたくしより、ニールフェルド様の方が力も強いですしっ！　あ、あのあのっ！　別にニールフェルド様が荷車引けばいいとか、そういう恐おそれ多おおい事言ってるんじゃなくてっ！」

　引き棒から放した手をわたわた振ふり回まわす。

「わかってるって。第一、お前は強いからな。いざという時にゃ、たっぷり頑張ってもらうから覚かく悟ごしてろよ」

「は、はいですっ！　身に余る光栄です、です、はい」

　そんな訳で、運良くまだ若い鶏も手に入ったし、イモ類など手軽に植えて増やせる野菜も手に入った。

「後は帰るだけだな。ここから直に飛んでいけりゃあ手っ取り早いんだが」

「駄だ目めですっ！」

　さらっと呟つぶやくニールフェルドに、パトリシアは口調を強めて口唇の前に指を一本立てる。

「わかってるって。お前の方が声がデカいだろ？」

「あ！　そ、そうですね。ごめんなさい」

　聞こえていただろうが、まさか『飛んでいく』が文字通りの意味だとは思わなかったらしく、露ろ店てんの農婦はニコニコと目を細めていた。







　大きなトラブルは起こさず、夕方に街を離れて郊外の森に一時身を潜ひそめ、日が沈しずんでから極点島基地へ帰き還かんする。

「お帰りなさいませ。街は、いかがでございましたか？」

　人間態に戻もどったニールフェルドに、パーケルは大きめのジョッキを差し出した。中身は、輪切りレモンを浮かべた冷水。ニールフェルドのお気に入りだ。

「どうもこうも、薄うす汚ぎたなくて騒そう々ぞうしい。そう急に変わったりはしねえさ。買ってきたモンの管理と整理、頼む」

「承知いたしました」

　パーケルは手帳を取り出し、仕入れた品物のリストを日付入りで書き込んでいく。細かい事務仕事も彼かれの得意分野だ。

「ネイトは？　本とか買ってきたんだが」

「もうお寝やすみになっております」

「そっか。じゃあ、プレゼントは明日だな。俺おれ様さまも寝る」

　ニールフェルドは、大おお股またで自室へと去って行った。

「承知いたしました。では、物資の仕分けは済ませておきます。ご婦人方は大浴場などいかがでしょうか？」

「大浴場？」

　パトリシアは思わず大声を上げてしまった。

　充分な地下水のおかげで水の使用に不自由はない極点島基地だが、これまで浴場はなかった。簡単な行水だけで済ませていたのだ。

「あたしが図面引いておいたのよ。場所の余よ裕ゆうはあるし」

　アリエラが胸を張る。

「皆みな様さまがお出かけの間に、アルダス様とネイト様の魔法で手伝っていただきまして、おかげさまで早く出来上がりました」

「じゃ、みんなで入ろうよ！　レッツゴーっ！」

「えっ？　ええっ！」

「は、はわわ、あた、あたくしは、その、ひとりの方が……」

　戸と惑まどう他のふたりを左右の腕うでで絡からめ、蜘蛛下半身のままシャカシャカ引きずっていく。

　今朝まで未完成だった廊ろう下かの分ぶん岐きに、ちゃんとドアが拵こしらえられていた。その向こうは、広々とした脱だつ衣い所じよだった。岩を四角くくりぬいた部屋で、板いた葺ぶきの床ゆかから真新しい材木の香かおりが立ち上ってくる。

　極ごつ寒かんの火山島なので、植物は自生していない。必要な木は、近くの無人島からニールフェルドがもぎ取ってきたのだ。

「さ。脱いで脱いで！」

「わ、わかりましたっ！　自分で脱ぎますから、引っ張らないでくださいっ！」

　背後から上着を引っぺがそうとするアリエラから逃のがれ、改めて服を脱ぐ。

　アリエラの方は上半身は普通に服を脱いで放ほうり投なげたけれど、下半身は蜘蛛状態からそのまま裸はだかの人間に変化した。腰から下をチラつく光が覆おおい、薄うすれると人間になっている。何度見ても「粘ねん土どみたいに変形する」のではなく「存在そのものが入いれ替わっている」ような変へん貌ぼうだ。

　ヴィルヴィは、部屋の隅っこでもぞもぞと脱衣している。こっちはアリエラとは違ちがって、脱いだものは丁寧に畳たたんでいた。ただし、やはりチョーカーは外さない。

「わぁ……」

　開けた扉とびらの向こうは、屋外だった。

　岩がん窟くつの中だけど、天てん井じようは大きく開けて夜空が見える。岩そのものを直接削けずったくぼみの浴よく槽そうにたっぷりと湯が湛たたえられ、微かすかな硫い黄おうの匂においが混じった湯気を立ち上らせている。

「うん、あたしの設計通り。ネイト君もアルダスも、ちゃんとやってくれたじゃない」

「これ……温泉ですか？」

「そ。元々火山島だし、温水脈はあったの。それを地上まで引いただけ。それに、身体洗うだけなら行水でも充分だけど、ゆっくりリラックスできた方がいいでしょ？」

「そ、そそ、そう、ですね、はい。あた、あたくしも、お風ふ呂ろ、好き、です。はい」

　ヴィルヴィもほんのり頬ほおを染め、何度も頷く。

　パトリシアはお湯に身を沈め、夜空を見上げる。

「え？」

　星でも銀河でもない。虹にじ色いろの光が羅うすもののカーテンのように翻ひるがえり、濃のう紺こんの空を彩いろどっていた。

「な、なな、何度見ても、綺麗です。あた、あたくし、この空も、好きです、はい」

　ヴィルヴィも見上げて、前髪の隙すき間まから覗のぞく目を輝かがやかせる。

「これって一体……？」

「オーロラって言うの。北ほつ極きよく圏けんじゃ時々見える普通の自然現象。地球の磁気とかが関係してるらしいんだけどね。もうちょっと緯い度どが低いところでも端はしっこくらいは観測できるんじゃないかな？」

「ああ……読んだ事はありますけど、本物は初めてです。すごいですね……」

　パトリシアの専せん攻こうは考古学と歴史学、それに付ふ随ずいする地理学だ。気象や物理に関しては一いつ般ぱん教養レベル。それでも、新しいものに触れると心が躍おどる。

　いつか人間が活動領域を広げ、北極や南極に常じよう駐ちゆうするようになれば、オーロラについても理解し、解き明かせるようになるのだろうか。あるいは、ニールフェルドたちの存在が受け入れられ、互たがいの叡えい智ちを分け合えるようになるのだろうか。

　七色の群ぐん舞ぶを見上げながら、そんな思いに耽ふけっていると――。

　むぎゅにっ。

「わひゃっ！」

　いきなり背後から乳を揉まれた。

　むに、むに、むに。

　強く、それでいて痛くはない絶妙な力加減でアリエラの指がパトリシアの乳ち房ぶさに柔やわらかくめり込み、また戻る。

「う～ん。サイズはあたしの方が上だけど、肌の艶つやとか弾だん力りよくはこっちが上かな？　若さと適度な運動の賜たま物もの？」

「な、な、何をするんですか、アリエラさんっ!?」

　振り払はらい、両りよう腕うでで胸元を覆いながら振り返かえる。お湯が波立つ。

「何って、女の子同士でお風呂入ったらおっぱい揉みあうのは基本でしょ？　パトリシアちゃんも、あたしの揉んでいいよ～」

　アリエラは両手をわきわきさせて迫せまってくる。

「基本って何ですーっ？　魔族だと、そういう習慣があるんですかぁっ？」

「な、な、ないです。別に、はい。そういう、のは、はい」

「魔族の基本じゃなくて、あたし個人の基本。モノの形や性質って面白いもん」

「あた、あたくしも、前に、や、やや、やられました。ごめんなさい」

　満面の笑みのアリエラの代わりに、魔族を代表してかヴィルヴィが頭を下げる。

「やめてくださいっ！　わたし、そーいうの苦手なんですっ！」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。女の子同士なんだし、そのうち気持ちよくなるから」

「同性同士でも駄目なものは駄目ですっ！　別に気持ちよくなりたくもありませんっ！」

「そう？　でも気が変わったら、いつでも言ってね☆」

「変わりませんっ！」

「ほら。先の事なんて自分でもわからないものでしょ？」

「少なくとも現在、その予定はありませんからっ！」

「ちぇっ。残念」

　意外にあっさりアリエラは引き下がって、蠢うごめかしていた手を下ろした。

　ほっと安あん堵どの息を吐はく。何しろ相手は魔族だ。本気で襲おそわれたら、パトリシア程度の力では対たい抗こうできない。

　アルダスもそうだったけど、はっきり断ればそれ以上は無理強いしない。能力や性質が異なる支族が一緒に生活しているから、そういう作法が成立したのかも。

「魔族って言っても、いろいろなんですねぇ」

　アリエラに触しよく発はつされた訳でもないが、ふたりの姿をまじまじと見つめる。どちらも今は、人間と区別がつかない。

　ヴィルヴィは小こ柄がらだけど均整の取れた若々しい美があり、アリエラは成熟したばかりの豊ほう潤じゆんさを感じる。

「あの……失礼な質問だったらごめんなさい。人間の姿になっているのって、面倒だったり疲つかれたりするんですか？」

　これから長く一緒に暮らすのだ。相手の習慣や生理については早めに理解しておいた方がいい。せっかくお風呂という、包つつみ隠さず話せる機会なのだし。

　少なくともちゃんと確かく認にんして切り出したんだし、いきなりおっぱい揉むのに比べたら礼れい儀ぎには適かなってるはず。

「んー、別にそういうのはないかな？　人間には説明しづらいんだよね。それに、魔族っていっても種や個人で違いはあるし。パーケルさんは変身できないし、アルダスみたいに元々人間とあんまり違わない見た目ってのもいるしね」

「言われてみれば、ニールフェルドさんは全然違う大きさになりますし、アリエラさんは上半身はそのまんまですね」

「ヴィルヴィちゃんみたいに、全体の形はあんまり変わらないってパターンもあるしね」

「ああ、魔族としての姿は別なんでしたっけ？」

「は、はい、です。そうなんです。あた、あたくし、本ほん性しよう出すと危ないので……もう人間態の方が慣れっこになっちゃいました。あは、はは……」

　照れるヴィルヴィは徐じよ々じよにお湯に沈んでいく。最後には顔の半ばまで水面下に入ったので笑いはぶくぶく泡あわになっていた。

　少しのぼせてきたので、パトリシアは浴槽から洗い場へと上がった。ヴィルヴィが追いかけてくる。

「あ、ああ、あの……パトリシアさん。お、おお、お背中、流しましょうか？」

「ありがとうございます。お願いします」

「は、はい、です」

　タオルに石せつ鹸けんを泡あわ立だてて、ヴィルヴィが丁てい寧ねいにパトリシアの背筋を擦こすっていく。これらの日用品も、街で買い込んできたものだ。

「……ご、ご存ぞん知じないでしょうけど、あた、あたくしの支族は、魔族の中でも……その、嫌きらわれ者ものでして」

　前にもちらっと聞いた話だ。

「た、単に強いとかそういうのとは違って、生きてるだけで迷惑っていうか、危険っていうか……そういう種族なんです、あたくしたちは。それで、大昔の戦争――って、魔族と人間じゃなくって、魔族同士の奴ですけど。それで数が減って……。だから、普ふ段だんから人間態でいるようにしてるんです、はい」

「そう……なんですか……」

　曖あい昧まいに相あい槌づちを打つしかできない。

　そういう種族、性質に生まれつくというのは、パトリシアが人間社会で味わってきた諸もろ々もろの苦労――貧びん乏ぼうだとか田舎いなか者ものだとか女性だとか飛び級だとか――から類推できるようなものではないのだろう。萎い縮しゆくした態度も、恐らくはそんな生まれの反動だ。

「で、でで、でも。ニールフェルド様さまは、そんなあたくしを身近においてくださって……。『お前が少しくらいヤバかろうが、俺様にとっちゃ危険ってほどじゃねえ』と仰って……」

　顔を見なくても、はにかんだような嬉しさが伝わってくる。

「あいつって、そういうところあるよねー。威い張ばりたがりのお子様っていうか。子供好きなのも、同じレベルで仲良くなっちゃってるって言うか」

　まだ湯に浸つかったまま、浴槽の縁ふちに腕と顎あごを乗せたアリエラが笑う。

「戦争――って、こっちは魔族と人間の戦争の話ね。あの時も、最初は嫌だとか面倒だとかブツブツ言ってたくせに、結局は『俺様が一番強いんだから、頼たよられた以上はケツ持たなきゃならねえ』とか言って」

「それは、わかりますね。わたしは、短いつきあいですけど。親おや分ぶん肌はだっていうか」

　微び笑しようするパトリシアの背に適温のお湯が静かに注がれ、石鹸の泡を洗い流していく。

「じゃあ、次はわたしがヴィルヴィさんの背中、流しますね」

「えっ？　ええっ！　あた、あたくしに、そそ、そんなの、もったいないっていうか！」

「一緒に暮らす仲間ですから、お互い様って事で。お世話になりっぱなしじゃ、わたしの方が心苦しいですよ。ご飯係だけって訳にもいきませんし」

　半ば強ごう引いんに泡タオルを取り上げる。

「は、はいっ、です。そ、それじゃ、お願いします、です」

　恐きよう縮しゆくして縮こまりながら、それでもこちらに背を向ける。

　真っ白で滑なめらか。触れた肌触りは、やはり人間と変わらなかった。







Chapter:6　陰謀を噛み砕け！







　家具や書物などの大きな買い物は最初の一回でほぼ済ませたが、その後もこっそり買い出しは繰くり返された。

　生せい鮮せん食料品の補充が必要だし、世間の情報もチェックしなければならないからだ。魔族メンバーが「現代の常識」を知るためにも役立つ。

　しかし、その日持ち帰った新聞一面の大見出しは、極点火山島に波は紋もんをもたらした。




『ヨナタン司教誘ゆう拐かい？　犯人は国際的陰謀団？』




「司教、教会とは言っても、何の能力も持たない単なる婚こん礼れいや葬そう儀ぎの元もと締じめなんだろう？　どうしてそれが重要人物扱いなんだい？」

　アルダスは、読み終えた新聞を会議室のテーブルに放り投げた。暗黒神を奉ほうじ、その力を実際に駆く使しする彼にすれば、当然の疑問だった。

「確かに現代の教会は、中世みたいな世せ俗ぞく権力は持っていません。それでもほとんどの人は創世神教の信者ですから、影えい響きよう力りよくはありますよ。国の枠わくを越えた大きなネットワークを使って、国際的な問題の仲ちゆう介かいなども行ってますし」

　ヨナタン司教も隣りん国ごくファルランスの大教会からアングレーヴスに派は遣けんされ、両国が抱かかえている問題について話し合いを取り持つ予定だった。国境未定地域、公害や企き業ぎよう寡か占せんなど、共同して解決すべき事は多い。

　その移動の途と中ちゆうで謎なぞの武装集団の襲しゆう撃げきを受け、拉ら致ちされたのだ。

「それほどの重要人物であれば警備も万ばん全ぜんではなかったのですか？」

　ポットからカップに茶を注ぎながら、パーケルが疑義を挟はさむ。お茶や菓か子しを載のせたワゴンを押おしているのは、メイドスタイルのヴィルヴィだ。元々付属していたヘッドドレスではなく白いフードで髪かみを隠かくしているので、どことなく修道女っぽくもある。

「スケジュールや経路を公表しない事で、警備員は少数でも大丈夫だろうという判断だったみたいです。あまり大事にするのも不本意という事で。どうしてそれがバレたのかは謎……って新聞でも書いてますね」

「なるほど。今の人の世も、いろいろと厄やつ介かいなようでございますな」

「で、俺様はこの司教を救出する事に決めた」

　テーブルに脚あしを乗せた姿勢のまま、ニールフェルドが宣言する。

「おやおや、どうしてだい？　この件は、君が言うところの『尻ぬぐい』の範はん疇ちゆうを超こえていると思うんだがね。天災でも事故でもない。単なる人間同士のトラブルだ」

「パトリシア、解説してやれ」

　ニールフェルドが促うながす。街で新聞を買った直後に、彼にはパトリシアが知っている限りの事を既に教えてある。

「はい。犯人グループのアジトの、おおよその場所は見当がついているんです。ちょうどアングレーヴスとファルランス国境付近、領土問題がこじれている地域で」

　壁かべに貼はった大陸地図の、該がい当とうするエリアを指し示す。

　街も村もない山地だ。過去の戦争では何度も取ったり取られたりで所属が変わってきた。従来、山そのものは耕作にも牧ぼく畜ちくにも向かないため、両国とも厳密な国境についてはなおざりにしてきた。ところが、近年は地下資源の可能性が見いだされたせいで、互いに領有権を主張するようになったのだ。

「そんな状態だから、どちらからも手出しが難しいんです。いっそこれをきっかけに両国が協力すればいいのでしょうけど、下手な動きを見せれば開戦に繋つながる危険があります」

「やれやれ。人間は度しがたいな」

　大おお仰ぎように肩かたを竦すくめるアルダスに、ネイトも無言で頷うなずく。

「それに――」

　敢あえて一いつ旦たん言葉を切り、ちらりとニールフェルドを見る。

「ヨナタン司教は、長年国際的な児童福ふく祉し推進に携たずさわっている専門家です。今回の件も『戦争が勃ぼつ発ぱつすれば、まず犠ぎ牲せいになるのは無力な子供だ』というのがきっかけで」

　実のところ、その話をニールフェルドに振ったのはパトリシアだ。

「なぁるほど、ね。それじゃあニールとしては無視できないか」

　ニヤニヤ笑いながらアルダスが頷く。

「い、いいじゃねえか！　このままじゃロクでもない事になるのは目に見えてる。尻ぬぐいじゃないかも知れないが、飲み過ぎてゲロ吐きそうな奴やつが逆ぎやく噴ふん射しやする前にちゃんとトイレまで連れて行ってやるってだけの話だ」

「はは。わかるけど、その喩たとえはやめてよねぇ」

　お茶ちや請うけのクッキーを咥くわえて、アリエラが苦く笑しようする。彼かの女じよの服装は、先日の買い出しで購入しなかったのと同じツーピーススカートスタイル。デザインだけ覚えて、自分の糸で同じものを拵えたのだ。

「人間の手出しが難しい問題だから、俺様が片手間で片付けてやるって話だ。別に何から何まで面めん倒どう見みてやる訳じゃねえ。自力で解決できるところは、自分でやってもらうさ」

　それは、パトリシアも同じ気持ちだった。

　確かに魔ま族ぞくや魔法の力は凄すごい。現代文明では太刀たち打うちできない点も多い。だけど、自分は今を生きる者のひとりとして「人間は時を重ねてマシになっていく」と断言した。

　急いで救わなければならない命を助けてくれるのには、最大限の感謝をする。しかし、何から何まで守ってもらおうと頼るのは本ほん末まつ転てん倒とうだ。

　魔族と人が対等の友人にならなければ、ニールフェルドたちが受け入れられる土ど壌じようも作れないのだから。







「で、どうしてこの人選なのかな？」

　深い山中――雲間からの弱い月光に照らされた獣けもの道みちを進みながら、アルダスがぼやく。不快そうに、草や枝が法ほう衣えに絡まないようかき分けながら。

　アジトの正確な位置は、アルダスの祭さい壇だんで確かめた。国境付近の係争中エリアまではわかっていたので、そこからレンジを絞しぼり込んで「本来誰だれも住んでいないはずの地域なのに、人間の反応があるポイント」を探り当あてたのだ。正確な人数まではわからなかったが、少なくとも五人や十人ではない。

　さすがに直接乗り込むのは避さけ、数百ｍ離はなれた場所に着陸して、そこからは徒歩によるアプローチとなる。

「まず現場まで飛ぶため、俺様は当然。それからパトリシアも一いつ緒しよじゃなきゃ困る。万が一間ま違ちがって司教をぶん殴なぐったりしたら面倒だからな。それに、武器持って立てこもった連中が相手なら、ネイトやアリエラよりお前の方が適任だろうが。大人数でごちゃごちゃ押しかけても手間だしな。昼間じゃねえんだから、太陽が苦手って言い訳は聞かねえぞ」

　答えるニールフェルドの方は、細かい事は気にしない風ふ情ぜいでずんずん進んでいく。

「ヴィルヴィという選せん択たく肢しもあっただろう？」

「あいつが本気を出したら過剰殺戮オーバーキルになる」

「あ、あの～」

　後ろからよたよたついて行くパトリシアは、恐るおそる声を掛かける。

「おふたりは魔族ですから夜目が利きくんでしょうけど、真っ暗な山道だとわたしはちょっと……」

　未み踏とうの野山を歩くのはフィールドワークで慣れているが、夜明け前に明かりもなしというのはさすがに滅多にない。ニールフェルドなら何とかしてくれると思って、焚たきつけたのは自分だから文句は言えないが。

　そういえば、夜の山中なのに獣の声が聞こえない。

　本能でニールフェルドたちの強さを感じとって、近寄らないのか。

「しゃあないな。ほれ」

　ぎゅっ！

　ニールフェルドがいきなりパトリシアの手を握る。

　やはり手の感かん触しよくは温かく、逞たくましく、ほんの少し硬かたく強い肌の感触。人間の男と何も変わらなかった。

「あそこだ。いたね」

　アルダスが、小声で指差す。

　山やま肌はだに開いた洞どう窟くつの前、ブリキ缶かんを利用した焚たき火びの傍かたわらに、小しよう銃じゆうを構えた見張りがふたり立っている。

「……用心した方がいいです」

　パトリシアも声を潜める。

　人が来るはずもないであろうこんな場所、こんな時間にきちんと歩ほ哨しようを置いている。しかも複数。士気も練度も高く、人数にも余裕がある証しよう拠こだ。そうでなければ、いくら護衛が少数でも重要人物の拉致など不可能だろう。

「おや？」

　アルダスが、手の中の水すい晶しよう球きゆうを確かめる。

　これは、極点火山島基地の祭壇と魔法的につながった端たん末まつだ。簡略化され、機能も制限されているものの、世界中で起きている人間の生命や大きな感情の動きを感知できる。

「どうかしたのか？」

「何者かが、麓ふもとからここに近づいているね。それも、ふた組」

　パトリシアとニールフェルドも覗き込む。光点が固まっているので、正確な人数まではわからない。しかし、それなりの集団がこの場所を目指している。

「犯人たちの仲間が合流しようとしてんのか？」

「ひょっとしたら、両国の軍隊が救出のために動いたのかも知れません」

「だったら、私たちが手を出す必要はないな。よし、帰ろう」

　面めん倒どう臭くさそうにアルダスが提案する。

「いえ。かえって危険です。急がないと！」

　順調に進んだとして、アングレーヴス側がおよそ二〇分後、隣国ファルランス側の方は四〇分後というズレがある。双そう方ほうは、恐らく連れん携けいしていない。

　両国がそれぞれ独自に動いているのだ。司教を助けて「この地域は我わが国くにの領土」と既き成せい事実化するために。名目は要人救出であっても、このタイミングで作戦行動中の両軍が接せつ触しよくしたら、それこそ開戦の理由になりかねない。

　最悪のシナリオが、一いつ瞬しゆんでパトリシアの脳内に組み上がる。

「急いだ方がいいです。アングレーヴス軍と思われる一団が到とう着ちやくするよりも早く、確実に犯人を無力化して、司教を救出しないと」

「やれやれ。ここに来て予定外のタイムリミットまで出てきたか。昔、私たちと戦っていた時の一枚岩と違って、今の人間は無む駄だに面倒臭い」

「ぼやいてる暇ひまはねえって事だ。さっさと片付けるぜ」

「わかってるよ、では」

　音も立てず、滑すべるような足取りでアルダスが動き出した。一気に男たちに急きゆう迫はくする。

「な――」

　何者だ、と叫さけぼうとしたのだろう。

　だがしかし、アルダスが両腕を伸のばす。指先が眉み間けんに触ふれると、ふたりとも瞬しゆん時じに硬こう直ちよくする。手から小銃が落ちる。

　片方はそのまま膝ひざから崩くずれるように倒たおれた。アルダスの瞳が赤く輝き、残ったひとりの顔を覗き込む。男の目が焦しよう点てんを失い、口がぽかんと半開きになる。

「命じる。私の質問に答えろ。司教は、まだ存命か？」

「……はい。指示あるまで殺すなと……」

　不ふ明めい瞭りようで抑よく揚ようのない口調で、男は答えた。

「指示とは誰からのものだ？」

「……我々の、リーダーから……」

「そのリーダーは、どこから命令を受けている？」

「……わかりません……」

「では、貴様たちの素す性じようを教えろ」

　両国軍の脱だつ走そう兵へいを中心としたプロの武装犯罪集団。これまでにも強ごう盗とうや、あるいはクライアントからの依い頼らいを受けての破は壊かい工作、誘拐、暗殺などを行っている。メンバーは三〇人程度。全員ここに集まっている。武器や爆ばく発はつ物ぶつを充じゆう分ぶんに備えている――これらの情報をアルダスは簡単に聞き出した。

「出入り口はここ一か所ですか？　中の分岐は？　それを確かめてください」

　追いついたパトリシアが促す。

「わかった。どうだ？　今の質問は？」

「……ここだけです。裏口は、ありません。分かれ道は何か所か……。基本的に右へ右へ進めば、いちばん奥おくに人ひと質じちが……」

　こちらの弱点は頭数だ。正面から追おい詰つめても、他にルートがあれば逃にげられるリスクが高まる。

「他に質問はあるかな？」

「いえ」

　ほんの二秒考えて、パトリシアは答える。確認したい事はいくらでもあるけれど、今は時間の方が惜おしい。

　アルダスが手を放すと、男はがっくり倒れる。

「それも、神助魔法ですか？」

「不死人ノスフエラトウとしての種族固有能力さ。扱あつかいとしては、アリエラの糸に近い。私は、人の生命そのものを活力源として吸い取る。無力化したり操あやつったりするのは、捕ほ獲かくに便利だからね」

　不死人ノスフエラトウという呼び名ではピンと来なかったが、現代の伝説では吸血鬼ヴアンパイアと呼ばれている魔ま物もの――それがアルダスの支族だった。実際に吸うのは生き血ではなく精気だし、生きるための栄養は普ふ通つうの食べ物で摂せつ取しゆできる。人の精気は、酒のような嗜し好こう品ひんにあたるという話だった。

「あ、あの……殺したり……しませんよね」

「ん？　まあ、別にどちらでも構わないが？　片付けた方が後あと腐くされはないかな？」

　白い指先が真まっ直すぐに揃そろえられ、長く伸びた爪つめが炎ほのおを反射して赤く光る。ナイフの如き鋭するどさ。

　魔族の力は圧あつ倒とう的てきだ。その気になれば、人の命を奪うばうなど容易たやすい。しかも囚とらわれの司教や列車事故の乗客乗員とは異なり、犯人たちは同情の余地などない敵対者だ。

　命を救う必要性など、ない。

「殺さないでくださいっ」

「どうして？」

　アルダスの口くち唇びるが、美しい笑えみを描えがく。

「こ、……この人たちの動機とか背後関係とか、そういうのを調べて、裁くのは人間の責任だからです」

「司教の救出には、私たちが手を出してるのに？」

「それは、その……」

「いいじゃねえか。助けるってのは、俺様が決めた事だ」

　言葉に詰まるパトリシアに、ニールフェルドが助け船を出す。

「別に殺さなきゃならねえほどの厄介な相手でもねえし、お前だってムサい男の精気なんぞ吸い尽つくしたい訳でもないだろうが」

「犯人の中に、若く美しい女兵士でもいてくれたら嬉うれしいところだが」

　ボカッ！

　いきなり、ニールフェルドの拳こぶしがアルダスの後頭部に命中した。

「夢みたいな事言ってんじゃねえ、このエロ不死人ノスフエラトウが。時間ねえんだから、さっさと片付けるぞ」

「やれやれ」

　どこまで本気なのか、ニールフェルドに頭を小こ突づかれたアルダスは大げさに肩を竦め、洞窟の奥へと進んでいった。







　人里離れた山やま奥おくで、人目を避ける非合法組織だ。大規模な工事をするだけの機材も労働力もないので、アジトは天然の洞窟をそのまま利用している。充分な広さがあっていくつにも分岐し、しかも水場にも近いので不自由はない。

　最も奥の部屋で、ボスはヨナタン司教と対たい峙じしていた。

　対等な対面ではない。

　高こう齢れいの司教は後ろ手に縛しばられて冷たい地面の上に転がされ、髭ひげ面づらのボスは小銃を抱えたまま椅い子す代わりの木箱に腰こしを下ろしている。一方は動く事さえままならない無力な老人で、もう一方は指一本で相手を殺す武力を持っている。圧倒的な不ふ均きん衡こうだ。

　それにも拘かかわらず、司教の目には強い意志の光が宿っていた。

「君たちは何者だね？　何故なぜ、私を掠さらったのだ？」

　拉致されてから数日。ようやくリーダーと直接対面の機会を得たヨナタンは、真っ直ぐに尋たずねる。

「なぁに。単に仕事ビジネスさ。ギャラをもらってのな。だから、あんたの身み柄がらをこれからどうするかも、クライアント次し第だいって事だな」

「見たところ、君たちは脱走兵のようだな。祖国に背そむき、武器を持ち、人殺しや犯罪を商売にするとは、良心に恥はじる事はないのかね？　神は全すべてを見ておられるぞ」

　激しい口調ではない。静かに、諭さとすかのようにヨナタン司教は訴うつたえる。

「ははっ。汚きたねえ仕事でも需じゆ要ようがあるから報ほう酬しゆうを払う奴もいる。あんたらがありがてえお説教をして金をもらうのと一緒だぜ」

　冒ぼう涜とく的な嘲ちよう弄ろうを放ち、ボスは司教の顎をライフルの銃じゆう床しようで小突く。

「神の恩おん寵ちようは遍あまねく教えに従わぬ者にも届くが、人の世の法から外れた仕事をしていれば、法の庇ひ護ごを受けられぬ。君たちを雇やとった者は、危険に際して使い捨てるための駒こまとしか見ていないかも知れぬぞ」

「うるせえっ！」

　今度は、爪つま先さきが腹を蹴ける。

　司教は呻うめき、嘔え吐ずきそうになるのを歯を食いしばって堪こらえる。

「ンな事こたぁ、お偉えらいあんたに言われなくたって百も承知だ！　こちとら脛すねに傷持つ身だ。他人が渡わたらねえヤバい橋を渡って稼かせぐ。そうするしかねえんだよ！」

「わかってるのなら、仕方ないと諦あきらめるのではなく、悔くい改あらためてよりよい生き方を模も索さくするべきではないのかね。命ある限り、やり直せるはずだ」

「綺き麗れい事ごとのご高説は間に合ってんだ！」

　顔に蹴りが入れられる。更さらに唾つばが吐きかけられる。

　それでも、司教の眼まな差ざしは変わらない。

「……クライアントから指示で生かしておいてるだけだ。てめえの命は、俺が握にぎってるってのを忘れるなよ！」

「神に仕える身だ。命よりも信しん仰こうを――その発はつ露ろとしての良心が、現実に力を持たない事こそを、私は惜しむ。己おのれの一命を惜んで、君へ説く事から逃げるのならば、私は宗教者としての資格を失う」

　激げき昂こうしたボスが更なる一いち撃げきを繰り出だそうとしたその時――。

「ボス、大変ですっ！　敵てき襲しゆうですっ！」

　すり切れたファルランス軍服の若者が駆かけ込んでくる。

「どっちの国だ？」

「そ、それがどちらでもありません。変な男がふたり、女がひとりで……」

「たったの三人？」

　唖あ然ぜんとしつつ、ボスは司教を強引に立ち上がらせた上で、腰のナイフを抜ぬいた。







「うぁああああっ！」

　男が、恐きよう怖ふで小銃を乱射する。

　ニールフェルドは掌しよう底ていをかざし、全ての弾だん丸がんをブロックする。バリアとは違う。弾丸の軌き道どうを見切り、素す早ばやく手を動かして一発ずつ受け止めているのだ。

「なんで俺おれ様が先頭なんだよ？」

「野や蛮ばんな武器が相手なら、頑がん丈じような君の方が適任だろう？」

「この程度は痛くも痒かゆくもねえが、鬱うつ陶とうしい」

　空になっても引き金を引き続ける男からライフルを取り上げ、軽々と銃じゆう身しんを曲げて放ほうり捨てる。恐きよう慌こうを来きたしたままの男は、アルダスに精気を吸われて失神する。

　パトリシアも一応愛あい銃じゆうを持って最さい後こう尾びからついていくが、ほとんど見ているだけだ。

　何しろ敵はみんな男で基本的に「二種類の軍服のどちらか」「積極的に向かってくる」なので、ニールフェルドたちが間違える心配もないから、警告も不要だ。

　洞どう窟くつの天てん井じようは高く、四人くらいが横並びで歩けるだけの幅はばもあるのだが、夜間の奇き襲しゆうという事もあって犯人側は対応が遅おくれている。それ以前に小銃や拳けん銃じゆう、軍刀サーベル程度ではこのふたりには全く通じないし、アジトである洞窟内では爆発物を使う訳にもいかない。

　攻せめてくる敵も、逃げようとする敵も、区別なく容よう赦しやなく蹴け散ちらしていく。

「ご、ごめんなさいっ！　命だけはお助けをっ！」

「言われなくてもそうする」

　土下座する敵の頭を踏ふみ、顔を地面に叩たたきつける。気絶しているけれど、致ち命めい傷しようでないのをパトリシアは確認する。

「バ、バケモノがぁっ！」

「ああ、その通り。昔から、何度も言われてる。てめえらから見りゃバケモンだ。だから、そいつは悪口にもなってねえんだよ」

　奥から出てきた二人組が、軍刀を手に斬きりかかってくる。

　ニールフェルドはそれぞれの刃やいばを素す手でで受け止めた。そのまま刀身を握りつぶす。

　武器を失ったふたりを、すかさずアルダスが無力化する。

「これで二〇……と。さすがに満腹だな。下品な男どもの精気は質が低い。悪わる酔よいしてしまいそうだ」

　倒した人数をカウントしながら、アルダスは眉まゆをひそめる。

「急ぎましょう。アングレーヴス軍が来る前に」

　パトリシアが急せかして角を曲がった天然の広場で、敵が待ち構えていた。

「はははっ！　これならどうだぁっ！」

　三人がかりで押される台車の上には、黒光りする複雑な構造物が据すえられている。

「気をつけて！　回転式機関銃ガトリングガンです！」

　パトリシアは大声で警告する。

　毎分五〇〇発近い弾丸を吐き出す強力な兵器。いわば、一〇〇人の銃兵が隊列を組んでいるにも等しい。

　小銃が通じない怪かい物ぶつでも、見た目はただの人間だ。装そう甲こう車両さえ吹ふき飛とばす鉛なまり玉だまの暴風雨に耐たえられるはずがない――射手の目には、そんな確信が浮うかんでいた。

「くたばれぇっ！」

　銃身の束が回る。

　ヴォオオオオオオオッ！

　岩がん窟くつ内ないにくぐもった音が響ひびく。

　誰かに背を押され、パトリシアは強引に伏ふせさせられた。

　弾丸が岩を穿うがち、削けずり、跳はね返かえる音。パラパラと硬いものが降る音。

　ノイズが止やまない中、意を決して顔を上あげる。

　ニールフェルドは仁に王おう立だちになって弾丸を受け止めている。

　その背後でアルダスは右手を掲かかげ、朧ろう光こうの障しよう壁へきを張っていた。ドーム状の輝かがやきはパトリシアも包んでいた。

　大量の跳ちよう弾だんが地面に転がり、積み重なっていく。

　カラララ……。

　弾丸を使い果たした機関銃の銃身が空転する。

「どうした？　それで終わりか？」

　ニールフェルドは不敵な笑みで落ちた弾丸を踏みつぶす。その身体には、もちろん微かすかな傷さえ刻まれていない。

「そんな無ぶ粋すいで下品な道具よりも、剣けんと魔法で向かってきたご先祖様どもの方がよっぽど手て強ごわかったぜ」

　敵に歩み寄り、武器を蹴り上げる。

　機関銃はあっさり壊こわれ、バネやネジが弾はじけ飛んで壁や天井に跳ね返る。

「ひぃっ！」

　逃げようとする男たちの襟えり首くびを掴つかみ、投げ、殴り、瞬時に全員をたたき伏せる。精気を吸い取って気絶させるアルダスとは違ちがう、直接的で単純な暴力。血を流して痙けい攣れんしているのは、手加減が効いてちゃんと生きている証拠だ。

「ったく。ちょっとくすぐったかったじゃねえか。アルダスが俺様も囲んでくれりゃ楽だったのによ」

　埃ほこりでも落とすかのように、肩や胸を平手で軽く払はらう。怪我けがはないが、着弾で多少の汚よごれはついていた。

「だって君が、あの程度でダメージを受けるはずはないじゃないか。その気になれば自前のバリアも張れるだろうし。彼女を確実に守る方が大切だよ」

「だったらバリアだけじゃなく、お前が覆おおい被かぶされば万全だったんじゃねえか？」

「敵の前でうずくまるなんてみっともない姿は、私の美意識に反する」

「なーにが美意識だっての。エロキザ野や郎ろうが」

「あ……。そうか。ありがとうございます、アルダスさん」

　パトリシアは気づいた。

　アルダスは、庇かばうという名目でパトリシアを抱だきしめる事だってできたのだ。それをしなかったのは、以前の苦情を聞き入れて彼かれなりに気を遣つかってくれたのだろう。

「なぁに。君に嫌われるのは得策ではないからね。いずれその感謝が積み重なり、より親密な関係になれるのを期待しているよ」

「そういうの、あからさまに言うから底が知れてんだよ、お前は」

　言い合う間も歩みは止まらない。奥へ、奥へと進んでいき、最後の部屋へ突つき当たる。

　アングレーヴス軍尉い官かんのくたびれた軍服を来た男が、聖職者の首筋にナイフを突きつけている。白い法衣が泥どろや土つち埃ぼこりにまみれているのが、待たい遇ぐうの悪さを物語っていた。

　彼ひ我がの距きよ離りは、約一〇ｍ。

「……三〇人からの部下と……いや、機関銃を喰くらって無傷だと？　貴様ら、何者だ？　どっちの国の人間だ！」

「残りはてめえだけだ。おとなしくそのおっさんを解放するなら、なるべくソフトな半殺しにしてやるぜ」

　相手の質問には答えず、指を鳴らしながら一歩進み出るニールフェルド。

　パトリシアもライフルを構え、伏ふく兵へいがいないか周囲に視線を走らせる。アルダスはそのパトリシアを庇うように位置を取り、同時に敵と人質にも目を配る。

「く、来るなっ！　人質がどうなってもいいのか！　司教の命はこっちが握ってんだ！　生かすも殺すも自由、俺おれ次し第だいなんだぞ！」

「おや？　生かすも殺すも自由とは、ずいぶん奇き妙みような事を言うものだ」

　アルダスがくっくと笑う。小こ馬ば鹿かにした態度に、ボスの顔が真っ赤に染まる。

「え、えっと。考えてみてください。貴方あなたには、どう考えても逃げ道みちはありません。人質に手を出したところで、条件は好転しませんよ？」

「うるせえっ！」

　どうにか落ち着かせようとしたパトリシアの言葉が、かえって逆上を呼んだ。

　ナイフの切っ先が、一気に司教の喉のどに刺ささる。鮮せん血けつが吹き出す。

「バカがっ！」

　ニールフェルドが瞬時に距離を詰めた。

　ボスの右手を掴み、司教から引きはがす。

　アルダスも同時に動いていた。ニールフェルドが突き飛ばした司教を受け止め、首筋の傷に掌てのひらを当てる。

　人知を超えた高速に、パトリシアは目で追うのが精せい一いつ杯ぱいだ。咄とつ嗟さにライフルは構えたものの、トリガーを引く時間はなかった。

「ひぎぃっ！」

　短い悲鳴。

　ニールフェルドの蹴りと手刀が、ボスの両りよう肘ひじ両りよう膝ひざを砕いたのだ。更に、倒れ伏ふした足首を踏みつぶす。骨が割れ、肉が千切れる嫌いやな音が響いた。

「司教は？」

　パトリシアは振ふり返った。

　首から胸に掛けて赤く汚し、ぐったりと項うな垂だれた司教をアルダスが支えている。白い僧そう衣いと黒い僧衣が、ひとつに重なった姿。

「大だい丈じよう夫ぶだ。何の心配もないよ」

「でも……」

「さすがの私も、死者を蘇よみがえらせるのは無理だ。生死の境界は神のみに許された領分。言いい換かえれば、それ以外ならどうにでもなる」

　首筋に添そえた手を離すと、出血は止まっていた。既すでに流れ出た血で隠れているものの、傷口は塞ふさがっている。微かに上下する胸の動きは、司教が生きている証明だった。

「どうせならこんな男ではなく、美しい修しゆう道どう尼にでも抱き留とめていたのなら、もう少し絵になっただろうに」

　苦笑しながら、意識のない司教をそっと横たえる。

「さて、君」

　楽しそうな笑みを浮かべ、アルダスは倒れているボスへと歩み寄った。こちらは砕けた足首からどくどくと血を流し続けている。

「さっき、変な事を言ったね？　命を握っている、生かすも殺すも自由だと」

　掌をかざし、指先を曲げる。

　その瞬しゆん間かん、ボスの顔が歪ゆがみ、背筋が弓のように反そった。

「わかるかい？　私は今、神助魔法によって君の心臓を直接掴んでいる。本来は衰おとろえた鼓こ動どうを賦ふ活かつするための技わざだ。この指先に、ほんの少し力を込めれば――」

「いぎぃっ！　はぐっ！　あぐあうっ！」

　言葉にならない悲鳴と一緒に、口から白い泡あわが零こぼれる。

「――こうなる。命を握るというのは、最低でもこういう状態を言うんだよ。わかるかな？　それでも真似まね事ごとだ。真に生死を自在にできるのは神――どちらかの神だけだ」

　聞こえているのかいないのか。ボスは白目を剥むいたままだ。

「おい。死なすんじゃねえぞ。一撃で片付くところを、わざわざ俺様が手加減して手て脚あしブチ砕いたんだからな」

「わかってるよ。君が誓ちかった事を、反ほ故ごにするつもりはない」

　アルダスは微び笑しようしつつ、今度は手を破は壊かいされた足首にかざす。出血が止まる。

「失血死しないよう、傷口は塞いでやろう。友が殺すなと言い、美しいレディが君は人の法で裁かれるべきと主張した。ふたりに感謝するがいい」

　ボスの顔が更に青ざめる。肉体的な苦痛よりも、全てを司法の場で明らかにされる恐怖の方が上回っているのか。

　その姿に、アルダスは冷たく見下す眼差しを注ぐ。

「野蛮な暴力に可能な選せん択たくは『殺すか、殺さないか』だけだ。『生かすか、死なすか』ではない。生かすも殺すも自在と豪ごう語ごするのなら、せめてこの程度の『生かす』力は身につけてほしいものだね」

「……こ、これは……？」
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　意識を取とり戻もどした司教が、己の首筋に触れる。失血のせいで顔色は悪いが、言葉や表情は明めい晰せきだ。

「確かに切られたはずなのに……。傷が塞がっている。奇き跡せきか？」

「神の御み業わざですよ」

「神……？　確かに奇跡としか思えぬが……」

「貴方の信じる神ではありませんがね」

「それは一体……？　あ、いや。まずは感謝せねば。助けてくれてありがとう」

　ヨナタンは跪ひざまずいて頭を下げた後、神に捧ささげる印を結ぶ。アルダスもそれを受け、彼なりの聖印を切った。

　その様子に、パトリシアは安あん堵どする。

　かつて、教会が今のように統一されてなかった時代には宗派の違いによる戦争や、辺境の異教徒への弾だん圧あつなども起きた。信仰は異なっていても、このふたりは互たがいへの敬意を惜しまない分別がある。

「どれほど礼を述べても足りないくらいだが……君たちは何者なのだ？　その力といい、神の話といい……？」

「えーとですね。どこの国にも、国以外の何にも属していません。ただ、そういうものだと思ってください。とりあえず、外へ出ましょう」

　ニールフェルドは面めん倒どうくさがるので、こういう説明もパトリシアの役目のうちだ。怪我は治っても衰すい弱じやく気味の司教に肩を貸す。

「本当だったらいろいろとお話するべきなんでしょうけど、時間が足りません。他の人が来る前に立ち去らなきゃいけないので」

「ま、あんたはあんたがやるべき事をしっかりやってくりゃそれでいい。戦争防ぐとか、ガキどもを助けるとか。そうでなきゃ、わざわざ手間掛けて助けた甲か斐いがねぇ」

　先導するニールフェルドが、振り返りもせずに告げる。

「承知した。使命を果たす事を神に――我が神にかけて誓おう」

　倒れたテロリストたちをそのままに、四人は進んでいく。出口付近から僅わずかに色づいた光が差し込んでいる。日の出が間近なのだ。

「じゃ、あばよ」

　外で一度伸びを打つと、ニールフェルドは司教から充分に距離を取り、竜りゆうの本ほん性しようを顕あらわす。慣らしでしかない翼つばさのはためきが風を起こし、土埃を舞まい上げる。

「ド……ドラゴン……？」

　司教の身体がパトリシアの支えからずり落ちて、尻しり餅もちをついた。創世神信仰においては、魔物の神話は大昔に創作された単なる物語だと見なされている。ドラゴンの実在はその根源を揺ゆるがすのだ。

「……いや。貴方たちが私の命を救ってくれたのは動かしがたい事実。ならば、教えが間違っているのではなく、我らの未熟さゆえに神が造りたもうた世界の実像を正しく知り得ていないのだろう。神よ。我らに光を。互いに慈いつくしむ叡えい智ちと力を」

　自分に言い聞かせるように、司教は聖句を唱える。目の前の信じがたい事実と信仰の折り合いを、彼なりにつけたらしい。ドラゴンを見て神を疑った末に、教会から離れるなんて事にならずに済んだ。

「そうですね。そういう事にしておいてください」

　アルダスに手を引かれて竜の背に飛び乗って、パトリシアはひらひら手を振る。即そく座ざにニールフェルドが上じよう昇しようする。

「……毎度毎度、何者だとか訊きかれるってのも鬱陶しいな」

「仕方ないですよ。伝説のドラゴンで、どこの国にも属さない。いろんな意味で、今の世界の常識に当てはまらないんですから。直面したら、やっぱり尋ねたくなります」

「やれやれ」

　竜の口から、ため息が漏もれた。

「あ、そうだ。真っ直ぐ帰るんじゃなく、両軍の上空を飛んでいきませんか？」

「何でだ？　目立ったら面倒だろ？」

「それはそうですけど、ヨナタン司教が正直に『ドラゴンに助けられた』とか言ったら、信じない人たちとトラブルになるかも知れません。それに、鉄橋の件でもう新聞にも載のっちゃってますし」

「それもそうか。軍人連中は少しビビらせといた方がいいな」

　答えると、ニールフェルドは大きくバンクして、まず隣りん国ごくファルランス側へ向かった。

　見下ろすと、獣道をかき分けるように進んでくる三〇人程度の武装集団が見える。ひと声咆ほえ、注目を集めてから頭上を旋せん回かいする。

「何だ？　まさか……化け物だ！」

「司教をさらったのは悪あく魔まなのか？」

「撃つな！　正体も状じよう況きようもわからん！」

　的外れな推測が、悲鳴に混じって聞こえる。果か敢かんに小銃を構える者もいるが、隊長が発はつ砲ぽうを制止する。

「失礼だねぇ。私たちは魔族ではあっても、悪魔なんていかがわしい代しろ物ものではないのに。そちらの方が、事実とはかけ離れたおとぎ話だよ」

　アルダスの嘆たん息そくには構わず、竜はそのままコースをアングレーヴス側へ変える。

　同じように兵士たちを軽く威い圧あつして、極点島へ帰投する――はずだった。しかし、こちらには隣国とは異なるモノが参加していた。

　航空機だ。

　青いボディの最さい新しん鋭えい戦せん闘とう機きが、単独で飛んでいる。

「前にも会ったな、あいつ」

「ですね……あっ！」

「どうした？」

「いえ。大した事じゃありません。尾び翼よくの絵に気づいただけで。あれって、勇者の紋もん章しようなんです」

　初飛行の前回は慌あわてていたけれど、今回は冷静に観察する余よ裕ゆうがあった。

　国こく籍せきや部隊を示すものではなく、操縦士のパーソナルマーク。流星を描いた盾たてと交差する二本の剣は、伝統的に勇者ジーゲンザインを表すデザインだ。転じて強さ、勇ゆう敢かんさ、高潔さのシンボルに使われる事もある。

　あくまで、おとぎ話レベルのものではあるが。

「そうか？　本物の剣は一本だけだし、盾はあまり使わなかった。たまに持ってても無地で六角形のシンプルな奴やつ」

　実際に会って戦ったニールフェルドが言ってるんだから、それが本当なのだろう。そもそも誰だれも本気にしていない大昔のおとぎ話扱いだ。ディテールが正確なはずはない。

「飛行機に追われると厄やつ介かいです。下の兵隊さんたちも気づいたみたいですし、ここはさっさと退散しましょう」

「だな」

　長い首で一度頷うなずくと、ニールフェルドはそのまま北に向かって加速した。







　ドラゴン騒そう動どうがあったせいで、両軍が洞窟にたどり着いたのはほぼ同時だった。

　しかも犯人たちが全ぜん滅めつ――生きてはいるが――しており、ヨナタン司教が脱だつ出しゆつしているという状態だったので、互いに気まずそうに顔を見合わせるしかなかった。

　双方、状じよう況きよう次し第だいでは「あらゆる障害を実力で排はい除じよせよ」と命じられているのだが、誘ゆう拐かい犯はんたちが壊かい滅めつ状態なので、排除も何もない。

「えー、あー……司教猊げい下か。ご無事で何よりです」

「その血は？　お怪我などはございませんでしょうか？」

　双方の部隊長が、おずおずと尋ねる。

「お気き遣づかいありがとうございます。私は、無事です。常ならざる者が、我が身みを助けてくれたのです。あるいは、神の使いかも知れません」

　司教は笑みを浮かべながら、空を見上げる。

「それは、その……あの、ド……ですか？」

　アングレーヴスの隊長は、実在するはずのないものの名を口にするのを憚はばかった。救出のために両軍から選よりすぐったはずの精兵たちも、現実離ばなれした状況にざわめくばかりだ。

「皆みなさん。現実を受け入れましょう。事実、私はこうして救出されたのです。そして、この得がたい奇跡の価値を忘れず、不幸を食い止めようではありませんか」

　自分は、当初の予定通りアングレーヴスに入国し、改めてスケジュール調整の後に当局や関係者と会談する。犯人の取り調べなどは、両国が共同で行う。もしもどちらか一国だけが情報を独どく占せんしようとするなら、捜そう査さには協力しない。

　現場指揮官レベルではあるが、その場で双方に和解の方針を受け入れさせたのは、ヨナタン司教の威い厳げんと冷静さ、そして弁べん舌ぜつの成果だった。







「またドラゴンだと？」

　飛び去ろうとする竜と、地上の友軍――ブライアンは交こう互ごに視線を走らせた。

　本来は、上空から監かん視しして地上部隊へ情報を与あたえるための出動だった。夜明けが近いとは言え夜間飛行は危険で、高度な知識と操縦技術が要求される。だからこそ、陸軍特とく殊しゆ部隊の任務であるにも関わらず、自他ともに認めるアングレーヴス空軍最高のパイロットである自分が指名され、この任に当たったのだ。

　高度を下げて翼を振り、味方に合図する。ランタンを大きく振る合図が返ってくる。

　暗いので詳しよう細さいはわからない。ただ、司教の身柄が無事に確保されたのと、ファルランスの救出部隊と鉢はち合あわせし、妙みような形でにらみ合っているのだけは確かく認にんできた。

「……つまり、救出作戦の支し援えんは必要なくなったという事だ！」

　合理的判断というよりは、己への言い訳だ。

　何よりも、再び遭そう遇ぐうした竜を知りたいという気持ちの方が強かった。

　神話に伝わる本物なのか。何故現代に現れたのか。どんな目的で行動しているのか。

　子供っぽいと笑われても、人類を救ったおとぎ話の勇者ジーゲンザインに憧あこがれ、その紋章をパーソナルマークとして戴いただいた身だ。

　敢あえて歴史の浅い空軍に志願したのは、飛行士こそが現代の騎き士しだと感じたから。

　ドラゴンを知りたい。

　それに、上手うまく接せつ触しよくして真意を聞き出せればミカエリス准じゆん将しようの主張を退けられる。

　限界近い加速に、機体がきしみを上げる。

　だが、黒いドラゴンとの距離は縮まらない。

　辛かろうじて、背中の上に竜本体とは異なる小さな影かげがふたつ認められる。

　片方は小こ柄がらで、恐おそらくは若い女性。もう一方は黒ずくめで長ちよう髪はつの男。見慣れないがどこか宗教的な雰ふん囲い気きを感じさせる長ちよう衣い姿だ。

「……やはり、人？」

　おとぎ話では竜の眷けん属ぞくとして、吸血鬼ヴアンパイアや魔ま女じよなど人間と大差ない姿のものも登場した。ドラゴンだけでなく、その類も実在しているのか。それとも、ドラゴンとよしみを結び、行動を共にしている人間がいるのか。

　大鉄橋の時も「人間の女性としか思えない者」が現れ、指示や警告をしていたという。

「向かっているのは北か……は、しまった！」

　方位計と地形をチェックして、ファルランス国境を越こえてしまった事に気づく。

　元々きな臭くさいエリアだ。自分の軽けい率そつな行動が、戦争のきっかけになってしまっては司教救出の意味がない。しかも、肝かん心じんのドラゴンはこちらに気づいたのか、高度と速度をさらに上げ、手の届かない雲の中に姿を消していた。

「……まだ夜明け時だ。迎げい撃げき機きが上がってくる恐れは小さいが、地上部隊が見ているのは確実だな」

　歯がみしながら、ブライアンはアングレーヴス領空へと引き返した。







Chapter:7　嵐と、嵐の前と







　夜の豪ごう雨うが、大地を叩く。

「家財道具は諦めろ！　急いで！」

　警官と軍人、役人らが家々を回り、大声で住民を叩き起おこし、避ひ難なんを促うながす。寝ね起おきのままの家族が傘かささえささず、びしょ濡ぬれのまま高台を目指す。

　子供の手を引く父親、泣きわめく赤子を抱きしめた母親、老人に肩かたを貸す若者が列を成して走る。その足を、道にまで溢あふれた水が洗う。

　ファルランス共和国西部低地の街は、季節外れの豪雨でパニックに陥おちいっていた。

　切れかけた堤てい防ぼうでは、男たちが濁だく流りゆうに抗あらがいながら必死に土ど嚢のうを運び、積み上げている。

「もう無理だ！　お前たちも逃にげろ！」

「けど、ここから水が溢れたら！」

「もう人の手じゃどうにもならん！　諦めろ！」

　僅かな可能性に賭かけて最後まで踏みとどまろうとする者、まだ無事な命をひとつでも多く救おうとする者、さまざまな叫さけびが飛び交かう。

　そこへ――。

「皆さん、逃げてください！」

　風雨の音に混じり、空から声が届いた。

　見上げる。

　月も星もない、雨天の闇やみ夜よだ。しかし、その空よりもなお黒く輝く姿が、飛来する。

「ドラゴン！　まさか？」

「聞いた事がある。隣国に現れたって……」

「与よ太た記事じゃなかったのか？」

　驚おどろきの声を発したのは、少数だった。

　ほとんどは、突とつ如じよ現れた非現実の存在を呆ぼう然ぜんと眺ながめるだけ。

　パニックで逃げる者はほとんどいなかった。竜よりも確かな危険には、既に直面しているのだから。

「とにかく、早く離れてください！　決けつ壊かいは、わたしたちが防ぎます！　見て！」

　背に乗った若い女性が叫ぶ。竜は、両の前足にいくつもの岩を握りしめていた。その意図は、すぐにわかった。

「ありがとう！　お願いする！　さあ、我々も逃げるぞ。ここにいると、ドラゴンの邪じや魔まになる！」

　仲間たちの濡れた身体からだを叩いて促し、リーダー自身も走り出した。







「岩は、土嚢積んでるところへブチ込めばいいんだな？」

「は、はい！　そうですけど、本当にブチ込んじゃ駄だ目めですよ？　堤防を支えるのが目的なんですから！」

「わかってるって。言葉のアヤって奴だ」

　羽ばたいて暴風に耐えながら、堤防の弱っている部分に岩の塊かたまりを積み、押おしつけ、補強する。

「決壊前に駆けつけられて、よかったですね」

　背の上でパトリシアが呟つぶやく。

　一応レインコートを着ているが、雨の激しさの前にはほとんど役に立っていない。隙すき間まから入り込んだ雨が身体を冷たく濡らし、衣服を肌はだにべったりと貼はり付つける。最悪の危機を取りあえず食い止めて、ようやくその不快感を気にする余裕が出てきた。

「洪こう水ずいになってからじゃ、アリエラの糸もネイトのゴーレムも使いにくいからな。人間の悲鳴だけじゃなく、天候の急変までチェックしてたアルダスのお手て柄がらだ。それにしても妙な景色だな、このあたり」

　一帯は異様に平へい坦たんで、水路も直線的なものが縦横に走っている。地形としては不自然だ。

「低てい湿しつ地ちを灌かん漑がいして農地にしたんですよ。だから水害対策には気を遣ってるはずなんですけど、これだけの雨量は予想外だったみたいで……」

「あー、景色が変わってたんで気づかなかった。このあたり、ルサールカの縄なわ張ばりだった土地か」

「ルサールカ？」

「沼ぬまや湿地に住んでる――住んでた魔ま族ぞくさ。いたずら好きだけど、面おも白しろい連中だった……って、ンな事懐なつかしがってる暇ひまはねえな」

「そ、そうですね。すぐの決壊は何とか凌しのぎましたけど、万ばん全ぜんじゃありません。このままじゃ堤防から水が溢れちゃいます」

　辺りを見回して警告する。低く何度も旋回しているのは、ニールフェルドもまだ安心できないからだ。

「どうにかして、水そのものを減らせりゃいいんだが」

「炎ほのおの息吹ブレスで蒸発させるとか？」

「アホか、お前は！　小さな湖程度ならともかく、この雨量じゃさすがの俺様でもおっつかねえ……って、そうか、息吹ブレスって手があったな！」

「あっ！」

　パトリシアも、ニールフェルドの意図を理解する。

「河の北側は街ですから、やるなら南西の麦畑を狙ねらいましょう。あそこなら、もう今期の収しゆう穫かくは終わってます」

「後の修理とかは、まあ人間に自力でどうにかしてもらうさ。命優先だ。作った土地なら作り直せるだろうし、そこまで面めん倒どう見みる義理はねえ！」

　宣言と同時にニールフェルドの身体が一いつ瞬しゆん強こわ張ばり、長い首が弓なりに反った。

　開かれた口の奥おくに白い光が生じる。

　体温が上がる。背の上のパトリシアも熱の余波を受ける。濡れた身体から湯気が上がる。




　クワッ！




　雨中を貫つらぬき、灼しやく熱ねつの息吹ブレスが一直線に迸ほとばしった。

　麦畑が瞬しゆん時じに焼かれ、抉えぐられる。燃やすのではなく、収束したエネルギーの直ちよく撃げきによる爆ばく発はつ。半球状の穴は、小さな集落ならまるごと収まる巨きよ大だいな器うつわだ。

　更さらに前足の爪つめで穴から河へ向けて溝みぞを掘ほる。

「溝を焼き固めるのって、できますか？　このままだと水流がコントロールできなくて危険です！」

「できますかってのは、もうちょっと無能な奴にする質問だぜ！」

　今度は細く絞しぼり熱を集中させた息吹ブレスで溝の内側を炙あぶる。染しみ込んだ雨水が瞬時に蒸発し、土は乾かわくどころか高温によって変性し、陶とう器きやガラスのように固化する。それを確かめた上で、ニールフェルドは尾おの一撃で堤防の一角を破壊し、河の水を麦畑に掘った穴へと導いた。ごうごうと流れる濁流が新たな湖を生み出すと同時に、河の水位が少しずつ下がっていく。

　避ひ難なん所じよになっている高台からも、ニールフェルドの行動が見えたのだろう。歓かん声せいが上がっている。

「ドラゴンはアングレーヴスのものではなかったのか？」

「竜は、人が決めた国境などには従わないのだろう」

「ありがとー、ドラゴンさーん！」

　声せい援えんに応こたえるように、ニールフェルドは避難所の上を一度旋回する。

「上に出るぜ。お前も、濡れるのは嫌だろ？」

「は、はい！　そうしてもらえると助かります」

　急きゆう上じよう昇しようで雲を突き抜ぬけた先は、月が皓こう々こうと輝いていた。







　外気を防ぐバリアは張ってもらったが、さすがにびしょ濡れの上に高空を飛んでくると身体が冷える。

　極点島基地に温泉施し設せつがあるのはありがたい。帰き還かんして、直行する。

「ふぅ～」

　熱いお湯に肩まで浸つかって、パトリシアは息を吐はいた。寒さでむずむずしていた肌に温泉の熱が染み込んでくるのが心ここ地ちよい。

「……上手く、いってるんだよね」

　今回で三回目。いや、最初の鉱山火災も入れれば四度めか。まあ、司教救出はちょっと毛色が違うけれど、ニールフェルドの思いつきから始まった救助隊活動は順調だ。

　けれど、それは一面的な評価だ。

　自分にとっては成功だけど、見方を変えれば――。

　そんな風に思おもい悩なやんでいると、不意にドアが開いて鼻歌が聞こえてきた。

「わひゃいっ！」

　思わず変な悲鳴が漏れる。

「ん？　何だ？　パトリシア、いたのか？」

　ニールフェルドがずかずかと近寄ってくる。

「い、いたも何も！　脱だつ衣い所じよにわたしの服、ありましたよねっ？」

　叫びながら、岩いわ陰かげに隠かくれる。

　とはいっても、ただ大きな露ろ天てん風ぶ呂ろなので遮さえぎれるのは視線だけだ。出入り口は一箇か所しよ。逃にげ場ばはない。

「いちいち気にしなかった。早く風ふ呂ろに入りたかったんでな」

　事も無げに口にする。

　アルダスのやり方はとがめるけれど、彼にとって混浴くらいは特に避さけるような事ではないのか。

「あ、ああ、あのっ！　ちょっと外で待っててもらえますか？　わたし、すぐ上がりますからっ！」

「もう脱ぬいじまったんだから面倒くせえ。それに、お前だってゆっくり温まりたいんだろ？　俺おれ様さまは、軽く浴びたらすぐ出て行くから、そのまま陰に隠れてりゃいい。お互いに見えない位置のままなら構わねえと思うんだが、どうしても嫌か？」

「は……はい。そうさせて、もらいます」

　湯船の中で身体を縮こまらせつつ、答える。

　考えてみれば、濡れて冷えたのは自分だけではない。ニールフェルドだって雨に打たれていたのだ。強きよう靱じんなドラゴンでも、温まりたいと思っても不思議ではない。

　ほんの一いつ瞬しゆん、ちらっと見えた――というか見てしまったニールフェルドの身体は、贅ぜい肉にくもなく細く引ひき締しまっていて、人間と同じに思えた。それも、名めい匠しようが大理石で彫ほり上げたような理想的な人体。

　お湯に踏ふみ込むポチャンという音。それに、お湯そのものの僅かな揺らぎ。

　ニールフェルドの存在が、さざ波になって伝わってくる。

　姿は見えなくても、彼と同じ湯に入っていると思うと、鼓動の加速が抑おさえられない。

（か、考えてみると、いつも彼の背中にしがみついたりしてるのよね。それに人間態の服だって身体の一部みたいなものだから、いつも裸はだか同どう然ぜんだとも言えば言える訳で……！）

　変な連想が頭に浮うかんできて、止められない。

「今日はありがとうな。お前だけつきあわせてよ」

「えっ？」

　思いがけずしおらしい言葉に、意表を突かれた。

「いえ。わたし、大して役に立ってませんし」

「ンな事ぁねえよ。助かってる」

「水を逃がすのだって、ニールフェルドさんが自分で思いついたじゃないですか」

「俺様だけじゃ、どこに穴掘ればいいのか判断間ま違ちがったかも知れねえからな。人間の事情がわかってる奴がひとりいてくれないと、まあいろいろ困る。あと、メシな」

「……やっぱりそれですか」

　口元が緩ゆるむ。

「あ、あの……ニールフェルドさん」

「何だ？」

「ありがとうございます。今日も、おかげで洪水を防げました」

「助けられた当人ならともかく、お前は身内だ。俺様に礼を言う立場じゃねえだろ？」

「そ、そうですね。でも、人間を助けてもらっているのに、魔族の方の生き残りとか痕こん跡せきとかはひとつも見つからなくて……」

「何千年もの間、欠片かけらひとつも見つからなかったモンが、三度か四度出かけたからって出くわすとか、そんな美味おいしい話はねえよな。救助の現場って事は、それだけ人間が整えた場所だ。そんな場所に魔族の生き残りが潜ひそんでるとか、確率からいってもあり得ねえだろうしな。ルサールカの影も形もないから、あそこだって干かん拓たくされたんだろ？」

「そうですね。やっぱり、滅ほろんでしまったんでしょうね」

「そうだろうな。俺様たちの戦争でもたくさん死んだし、生き残った人間が魔族の実在を忘れちまうくらいの時間が経たってんだ。生きてたら、そんな事にはならない」

　湯気混じりの空気を震ふるわせる声こわ音ねに、哀かなしみや後こう悔かいの響ひびきは感じられない。

　ただ事実を噛かみしめる、あっさりした言葉。

「……わたし、ルサールカっていう魔族が存在してたのも、ファルランスの灌漑地が元はその領域だったっていう事も、全然知りませんでした」

「この俺様が忘れられるくらいの時間が流れたんだ。他の連中の記録や言い伝えが消えちまうのも当然だ。アルダスの言い分じゃねえが、死って奴だけは絶対に取り戻せねえ。とっくに滅んだ奴らは、まあ仕方ねえさ」

「仕方なく、ないです！」

　パトリシアは、思わず叫んでいた。

「だって、ニールフェルドさんたちは生きてるじゃないですか！　わたし、生きてるあなたたちに出会えたじゃないですか！」

「な、何だよ、いきなり」

「あっ！　ご、ごめんなさい」

　声が大きくなってしまった事に気づき、相手に見えていないのは承知でパトリシアはぺこりと頭を下げる。

「……その……わたし、今はご飯係やってますけど、本当は学者なんです。今でも学者のつもりです」

「まあ、そうだな。何だよ、今さら？」

「何かを知りたいっていうのは、対象に存在していてほしいっていう事なんです。生きていてほしいっていう事なんです。専門は歴史や考古学でも『終わってしまった出来事の標本』を弄もてあそびたいんじゃありません。生きているものに触ふれて、直接話を聞けるなら、そっちの方が素す晴ばらしいに決まってます！　だから遺い跡せきだと思った場所でニールフェルドさんが生きていて、お話して、同じモノを食べて……すごい幸運だったんです！」

　もちろん単なる運任せで見つけた訳ではない。

　何年もかけて大量の文ぶん献けんや各地の伝承を精査し、か細い可能性の糸を選り分わけた上で、危険を押して人じん跡せき未み踏とうの地に挑いどんだからこその結果だ。

　ならば、同じようにニールフェルドたちから情報を得て、調査研究を続ければ、今の人間が見つけていない魔族の生き残りを発見できる可能性はゼロではない。石化などのように何らかの形で当時のまま保存されているというケースだってあるかも知れない。

　ニールフェルドだって全知ではないのだ。

　それに――。

「わたしはニールフェルドさんの事も、他の皆さんの事も、もっともっと知りたいです。皆さんにも、人間の事を知ってもらいたいです！　同じ今を生きる同士として」

　魔族の生き残りとは別に、人類がニールフェルドたちを認にん識しきし、理解し、共存できるようになれば種族は違ちがっても「仲間」にはなれる。

　自分が、そうなれたように。

　最初に彼かれらと出会い、現代に蘇らせてしまった者として、ニールフェルドたちがこの世界で生きていく場所を作るのも義務だ。

　いや、責任感だけではない。

　パトリシア・リコシェは、彼らと一いつ緒しよに生きていきたい。

　ドラゴンは本当にいたんだ。こんな連中なんだと、高らかな声で世界に宣言したい。
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「学者ってのは面倒な事、考えるんだな」

「ええ。わたし、学者ですもん。だから調べて、考えて、確かめて、記録して、発表するんです。あなたたちの事も。あ、もちろん許可をいただいてからの論文公表になりますけどね」

「そういう話は、俺様はよくわからん。けど、それがお前の望みならやれるだけやってみりゃあいいさ」

　ざぱぁっ！

「話してたら、長くなっちまったな。俺様、そろそろ上がるわ」

　さっきより激しい波が伝わり、パトリシアの肌を震わせる。

「じゃ、ゆっくりしてな」

　パトリシアの返事を待たず、速い足音が遠ざかり、ドアの開閉も音でわかる。

「……はふぅ……」

　たっぷり息を吐き、湯船から上がって冷たい岩にもたれる。

　肌がほんのり赤く上気しているが長湯でのぼせたからか、それとも喋しやべって興奮してしまったからか、それとも他の理由なのか。パトリシアにはわからなかった。







　すぐに後を追うのも気まずいので、上がった後少し脱衣所で火ほ照てりを治めてから、パトリシアはキッチンで軽食を誂あつらえる。

　運んだ先は、会議室を挟はさんで食堂の反対側に作られた図書室兼けん談話室。

　当初、パトリシアは買い込んだ本を全部自室に運ぼうとしたのだが、考えてみたら他のメンバーのために選んだものだ。大学の図書館のように、誰もが読めるようにした方がいいに決まっている。

「お帰り。無事に洪水を防いだそうだね」

　恋れん愛あい小説から顔を上げ、アルダスが声を掛かけてきた。

「どうも」

　先に上がっていたニールフェルドは、一いつ般ぱん向けの歴史概がい説せつ書しよを読んでいた。アリエラやネイトもそれぞれ読書中。ヴィルヴィの姿はない。

　帰還後、他のメンバーと顔を合わせずにお風呂に直行したので、そこでニールフェルドと鉢合わせしたのは誰も気づいていないらしい。多分、みんなの認識はニールフェルドが出てからパトリシアが入ったという順序だろう。

「どうぞ。お風呂上がりなので、冷たいものが宜よろしいかと存じますが」

　壁かべ際ぎわに控ひかえていたパーケルが、果か汁じゆう水すいの載のったトレイを差し出す。

「ありがとうございます」

　受け取り、ひと口含ふくむ。

　酸味と甘あま味みが、疲つかれた身体に心地よい。

　プライベートルームと食堂以外では、この図書室が皆のくつろぎの場だ。

「皆さん、よろしければこちらをどうぞ。急な出動のせいで、遅おそくなっちゃいましたけど」

　差し出したバスケットの中身は、丸パンに切れ目を入れた一種のサンドウィッチ。簡単に作れて、しかも本を汚よごさずに食べられるので、ここしばらく好評なメニューだ。しかも、具材を変えれば飽あきられにくい。

　道具や設備も揃そろえているので、もうこの基地でちゃんとしたパンも焼けるしパスタも打てる。

「今日はハムとスクランブルエッグか？　うん、美味うまい。一昨日おとといのはゆで卵だったよな？」

　先に上がっていたニールフェルドが、適当につかんだ一個に舌した鼓つづみを打つ。

「ヴィルヴィのおかげで、新しん鮮せんな卵が使えますから」

　コケーッ！

　まるでパトリシアがそう言うタイミングを待っていたかのように、けたたましい雄おん鳥どりの鳴き声が聞こえてきた。

「まま、ま、待ってーっ！　そ、そっち行っちゃ、駄目、です、へきゃっ！」

　図書室に飛び込んできた鶏にわとりを追って走ってきた、メイド姿のヴィルヴィが転んで倒たおれる。

　ケーッ！　コケケッ！

　ばたばたと走り回る鶏はヴィルヴィの頭を乗のり越え、白い羽う毛もうを撒まき散ちらす。アルダスが手を伸のばして捕つかまえると、鶏は即座に大人しく――というか眠ねむりに就ついた。

「世話係なんだから、管理はきちんとしてほしいものだね」

「は、はい、申し訳、ありません、はい。でも、この子、元気すぎて。ちゃんと小屋に入れたはずなのに、いつの間にか、飛び出してて……」

　受け取った鶏を抱だき、空いた片手で散らばった羽毛を拾い集める。

「まあ、いいじゃねえか。生き物なんてのはこっちの思い通りにゃならなくて当然だ」

「あ、ありがとうございます、ニールフェルド様」

　ヴィルヴィが手がけた鶏の飼育や野菜作りも、今のところ順調だ。特に、数つがいの鶏はよく卵を産んでくれる。極ごつ寒かんの北ほつ極きよく圏けんでも、地熱と魔ま法ほうの光によってジャガイモやキャベツ、タマネギなどは屋内の畑ですくすく成長中。

「へぇ～。なるほど、これだと魔力ナシでも飛ぶんだ」

　鶏騒さわぎを余所よそに、アリエラは薄うす板いた製の簡素な模型飛行機をいじっていた。彼かの女じよの手から離れてふわふわと飛んだグライダーは、着陸する前にネイトの手がキャッチする。彼も、ソーセージを挟んだパンをほおばっている。

「あー、もうっ！　ネイト君のイケズ。最後まで見ていたかったのに～」

「元々ボクのものだろ。いい年して遊ばないでよ」

　その通り。買い出しの際に、パトリシアが買ってきたお土産みやげのひとつだ。模型を手元に引き寄せて、ネイトも読書を続ける。机き上じように広げているのは、鉄道や蒸気自動車、船や飛行船などを網もう羅らした子供向けの『乗り物図ず鑑かん』。そして、初歩の辞書だ。

　数千年経っても話し言葉はほとんど変わっていなかったのに、文章の方はいくらか変化しているし、「汽車」「飛行機」「印刷」など、神話時代には存在しなかった単語も増えている。

「このくらいの模型と実機じゃ、物理的な計算が違っちゃうのかぁ。理由、わかる？」

「ごめんなさい。わたし、物理とか工学は専門じゃなくて……」

　アリエラに尋たずねられ、パトリシアは頭を下げるだけだ。

　彼女が読んでいるのは、飛行機の専門書だった。大まかな原理程度ならまだしも、複雑な力学計算になると、パトリシアは素人しろうとでしかない。むしろここ数日で専門書を読み込んで理解を進めているアリエラの方が工学技術については既すでに上だ。

「無動力の滑かつ空くう機きはともかく、動力機が飛ぶのは計算合わないんだよねー。一応、この本だと『飛行石機関の利用によって物理定数が変わる』なんて書かれてるけど、どうも納なつ得とくできないのよねー」

「そりゃ魔法だよ」

　三個目のパンを平らげたニールフェルドが答える。

「魔法、ですか？」

「ああ。自覚しねえまま利用してんだよ。ほれ、お前と最初に飛んだ時、飛行機から匂においを感じたって言っただろ？」

「ああ、そういえばそんな事を」

　パトリシアも思い出す。

「人間が使ってる飛行石ってのは、ありゃドラゴンとかハーピィとか、飛べる魔族の死体が地中で変質したモンだな。空を飛ぶための魔力が籠こもってる。行き当たりばったりで試ためしているうちに、飛行機に使う方法が見つかったんだろう」

　パトリシアが知っている史実でも、飛行石の利用法が航空技術の道を開いた事になっている。気球や模型グライダーは作れても有人動力飛行機は失敗続きのところへ、従来の蒸気とは異なる液化飛行石機関が考案されたのだ。

　特殊な加工で液体にした飛行石はエンジンを駆く動どうさせる燃料であると同時に、機体質量そのものを減らす効果も有している。更に気化させれば水素よりも軽いので、軍用の武装飛行船――巡じゆん空くう艇ていの浮ふ力りよくとしても利用されている。

「私やネイト君が使うような一時的な魔法とは別に、品物や物体に恒こう久きゆう的てきに魔力が籠もる事だってあるし、付ふ与よする技法もある。そうやって作られた物は、魔法を知らなくても使うのは可能だ。君だって、伝声管や無火コンロを使用してるだろう？」

　補足してくれたのはアルダス。さっきまでの恋愛小説を読み終え、ティーカップから立ち上る香かおりを楽しんでいる。

「魔宝マジツクアイテムを作る技術は、普ふ通つうに魔法を行使するのとはまた別だからね。昔は専門の職人がいたんだが、私も新しく作るのは無理だ。修理や調整くらいなら何とかなるんだが」

「例えばですけど」

　半ば習慣で片手を挙げて、パトリシアは思いつきを口にする。

「魔法には素質が必要っていう話ですけど、言いい換かえれば素質があれば教わって応用もできる技術なんですよね？　だとしたら、今から資料をまとめたり研究したりして、魔法を再興したり発展させたりとか、そういうのも可能なんでしょうか？」

　ニールフェルドはよく現代の技術を不細工、不格好とくさす。だったら太古のように魔法を活用すればよいのではないか？　例えば痛みや傷を一瞬で癒いやすアルダスの神助魔法は、今の医術よりも優すぐれている。もちろん科学をまるごと否定するのではなく、互たがいに補い合えばいい。

　天性の素質に左右されないというのは、科学技術の長所だ。

「まるっきりの無理って事もねえだろうが、リスクの方がでかいだろうな」

　皮肉っぽい笑えみが、ニールフェルドの口元に浮かぶ。

「人間同士、国同士で飽きもせず戦争繰くり返かえしてる。扱あつかいきれないデカい力や建物で事故を起こす。地じ震しんや洪水への対応をミスる――この数百年の歴史見りゃあ、そんなのばっかりじゃねえか。こんな奴やつらが魔法を手にしたら、十中八九バカな失敗をやらかすぜ」

「……そうとも限りませんよ」

　人間のひとりとして、パトリシアは反論する。確かに万全とは言いがたいし、愚ぐ挙きよも失敗も重ねてきた。局所的には足あし踏ぶみも後あと戻もどりもある。しかし世界全体で見れば少しずつ良くなっている。

　それは研究者としての実感であり、信念だ。

　神話時代の実在を主張したのも、ただ真実を確かめたいという一心であって、遙はるかな過去に理想郷があったと考えている訳ではない。

「ボクは、もうちょっと勉強して魔法を究きわめたいな……」

　ぽそりと、ネイトが呟いた。

　彼の魔法はほとんど天性の才能だけ。周囲が力を恐れて放ほう逐ちくし、その後も体系的に学ぶ機会もなしに力を駆く使ししていたのだという。

「ま、今からでも遅くはないんじゃないの？　昔みたいに、休む間もなく全面戦争の真っ最中って訳でもないんだし。お子様がお勉強するのはいい事よ」

「お子様とか言うなよ」

「そうだぜ。言い方には、気ぃつけろよ」

　アリエラが茶々を入れると、ネイトは不ふ機き嫌げんそうに眉まゆ根ねを寄せる。ニールフェルドも釘くぎを刺さしたので、アリエラはちろっと舌を出して頭を下げた。

「わたくしなども忙せわしないのは不得手ですので、この島で何事もなく過ごし、ネイト様が学問に勤いそしめるような穏おだやかな日が続いてほしい――そう思いますな」

　パーケルはお茶のカップを差し出す。

「そんな風に上手くいきゃあいいんだがな」

　ニールフェルドが立ち上がった。

「今日みたいな天災もあるし、何より人間どもがトラブルを起こさないなんてのは、ちょっと考えづらい」

　伸ばした指を三度折る。

　それが意味するところは、パトリシアにも理解できた。

　工場での火事、鉄橋の崩ほう落らく、そして司教誘ゆう拐かい――全すべて人の至らなさや愚おろかさによってもたらされた人災だ。今日の洪水危機だって、本来なら住むに適さない低地を開かい拓たくした結果だから、やはり人間の力不足が原因とも言える。

　パトリシアは人の理性や進歩を信じている。しかし、そんな簡単に賢けん明めいにも有能にもなれない事も知っている。きっとこれからも無数のトラブルを引き起こすだろう。それこそ、多くのものを巻き込んでなぎ倒してしまう嵐のような災わざわいを。

「せっかく俺様が尻しりぬぐいしてやるんだ。どうせなら、人間どもがジタバタ足あ掻がくところを間近で見物したいってモンだ。さて、寝ねるか」

　底意地は悪いのに邪じや気きはない――そんな矛む盾じゆんした笑みを浮かべながら。







Chapter:8　陰謀の山







　命令は奇き妙みようなものだった。

　アングレーヴス連合王国北西辺境、ガルゲン山脈――王都からも国境からも遠い、特に重要とも思えない場所。そこに、ブライアンの部隊一〇機が転属する。そもそも、そんな場所に空軍基地があるというのが初耳だった。

　先頭のブライアンのみが採用されたばかりの最さい新しん鋭えいのティラニダエＭｋⅢ。編隊を組む後続は現在主力として乗り慣れたＭｋⅡ。皆みな、ブライアンが信しん頼らいする優ゆう秀しゆうなパイロットだ。

『隊長、見てください！』

　無線からアリッサの声がノイズ混じりで響く。

　その異様な風景は、ブライアンの目にも映った。

　山やま肌はだを削けずった平地に高い煙えん突とつを備えた工場が並び、その隣となりの滑かつ走そう路ろには基地航空隊所属、塗と装そう違ちがいのティラニダエＭｋⅡが整列している。

　しかも、巡空艇――武装飛行船が二艘そうも滞たい留りゆうされていた。

　全長一〇〇ｍ近く、後方には大出力の推進機プロペラ群ぐんが二組。下部には数十名が搭とう乗じようできる艦橋ブリツジと爆ばく弾だん倉、敵機を迎むかえ撃うつための機き銃じゆう群のみならず、中型の連装砲ほう塔とうを左右に備えた最新鋭の「空飛ぶ軍ぐん艦かん」だ。

　装そう甲こうされた気き嚢のうに記された番号は、王国空軍のいずれの艇にも当てはまらない。

「この基地は一体……？　それに、あれも煙突か？　いや、違う」

　滑走路の周囲には、やや斜ななめに鋼鉄のパイプが突つき出だしていた。煙突と見まごうほどに長く、巨大だが恐おそらくは砲。それが二〇門ほども並んでいる。

『ディゾン少しよう佐さ以下特務飛行隊、順次着陸せよ。その後、少佐のみ司令室に出頭』

　地上管制室からの指示を受け、戦せん闘とう機きが次々に着陸する。山中で気流は悪いが、ブライアンはもちろん、部下もこの程度の風はものともしない。

「ブライアン・ディゾン少佐、到とう着ちやくいたしました」

　司令官室に踏み込み、敬礼する。室内にはミカエリス中ちゆう将じようと、もうひとり将官の制服を着た気むずかしそうな男が待っていた。

「自分はダービッド・ミカエリス・ラムゼイ准じゆん将しよう。この秘密基地の責任者だ」

　胸を反そらしたまま、准将が名乗る。

　直接会うのは初めてだが、名前は知っている。姓せいの通り、ミカエリス准将の親類。確か姪めいの夫だったか。そして実家は軍ぐん需じゆ産業のラムゼイ財ざい閥ばつ。

　着任報告を済ませた後、三人は隊舎を離はなれ、工場から更に奥、坑こう道どうへと進んでいった。

「これほど大規模な基地があるとは存じませんでした」

　どれだけの時間と労力が投入されたのか。坑道は広く、精せい錬れん前の飛行石を積んだトロッコや疲れた顔の鉱夫たちが忙しなく行いき交かっている。軍が、このような鉱山を直接経営している例はないはずだ。

「ここはラムゼイ産業の資本で建造されたものでな。空軍の中でも知っている者は一部だ。巡空艇ていの存在も同様。当然、君および部下たちにも箝かん口こう令れいを徹てつ底ていしてもらう」

「というと、今回の転属は軍の公式なものではないと？　それでしたら自分は――」

　命令を受じゆ諾だくできないばかりか、告発する必要がある。

「いやいや。そうではない、少佐」

　つい硬かたくなったブライアンの言葉をミカエリス中将が遮った。

「ここは飛行石の鉱山と生成工場であるのに加えて、新兵器の開発工場でもある。君も、外で見ただろう？」

「あの斜めの大たい砲ほうですか？」

「そうだ。あれは我わが社しやが実用化した高こう射しや砲ほうというものだ」

　わきまえるべき立場の区別もつけず、ラムゼイ准将は「我が社」と言い切った。現社長の弟であっても准将自身は私し企き業ぎようの社員ではなく、あくまでアングレーヴス王国に奉ほう職しよくする軍人ではないのか。

「来きたるべき戦争に備え、我が軍では新たな戦術として巡空艇からの爆ばく撃げきを研究し、既に実用化しつつある。だが、ファルランスを始めとする敵国も同様の兵器を建造しているという情報は、既に入手済みだ」

　来たるべき戦争、敵国――開戦を望んでいるかのような物言いが不快だった。

　ブライアンも軍人だ。いざ事が起きれば祖国と国民を守るために一命を賭とすのも、敵を殺すのも、覚かく悟ごはできている。

　しかしそれは、戦争そのものを望むのとは違う。

　有事に備え、鍛きたえ、磨みがく。しかし使われずに終わるのであれば、それこそを誇ほこりとする。武力とは、そういうものではないのか。

「高射砲は従来の対空機銃とは違う。炸さく薬やくを改良して初速を高め、飛行船高度まで砲ほう弾だんを到とう達たつさせる事が可能になった。高射砲が都市防空の主力を担になえば、戦闘機隊を巡空艇爆撃隊の護衛につけられる。もちろん通常の大砲や戦車砲などにも応用できる技術だ。我が軍の戦力増強間違いなしだ！」

　暗い坑道の奥へ奥へと進みながら、ラムゼイ准将は拳こぶしを握にぎりしめて熱弁する。

「この基地ではそういう重要な研究を行い、必要な資源の採さい掘くつもしている訳だ。作業員の大半は独身者、食くい詰つめ者、あるいは前科者。係けい累るいは少なく、外に情報が漏もれるリスクは小さい。ああ、ちゃんと給金は払はらってるぞ。わははは」

　最後のところはジョークのつもりなのか、ミカエリス中将はわざとらしいくらいの陽気さで笑った。

「まあ、そういう事情なんで空軍の内部でも、関かかわりのないところには知られないよう手を尽つくしてる訳だ。貴官も、下したっ端ぱの一兵卒ではないのだ。そういう政治向きの事もわかるだろう？『民間から資金と技術の提供を受け、秘ひ密みつ裏りに戦力増強に励はげむ』という奴だよ。空軍には実力と実績が必要なのだ」

　曖あい昧まいに含めるような言い方は不快だったが、ブライアンも無知ではない。陸海空軍の間に予算獲かく得とくや主導権を巡めぐる裏の諍いさかいはある。更に空軍なら空軍の中にも派は閥ばつが存在して、それぞれ軍需産業と癒ゆ着ちやくもしている。ミカエリス伯はく爵しやく家けとラムゼイ産業の閨けい閥ばつは有名だ。

　ブライアン自身は軍内部のゴシップに興味はないが、アリッサとの雑談で自然と耳に入ってしまう。

　要するに今回の転属命令も、形式的には公式のものではあるが、ミカエリスが裏から手を回して強ごう引いんに通したものだろう。この規模の基地を秘ひ匿とくするのに比べれば、きっと簡単な事だ。

「君を呼んだのは他でもない。例の、ドラゴンを目もく撃げきしているからだ」

「ドラゴン？　あれとこの基地が何の関係が？」

「それは、私が解説いたしましょう」

　たどり着いた行き止まり、飛行石の鉱こう床しようが露ろ出しゆつした広い空くう洞どうで待っていた初老の小男が答えた。

　名はウォルサム。王立大学の歴史学教授だという。場ば違ちがいな、背広姿だった。

「ドラゴンや魔法は、あくまで何らかの自然現象や史実――天災や戦争などが象しよう徴ちよう的てきに語られたものであり、実在はしなかったというのが従来の定説でした。学会でも全く相手にされておりません。ですが、過去に私が指導した学生の中には、極きわめて先進的独創的な見解の持ち主もおりましてな」

　ウォルサム教授は、『私が』にアクセントを置く。自身の功績でもなかろうに。

「いくつかの事件でのドラゴン目撃により、神話実在説も無視できなくなってきました。そして、これまで素す性じようが曖昧な遺物と思われていたものが、神話時代の品物だという可能性も出てきたのです！」

　下手な舞ぶ台たい役者のように仰ぎよう々ぎようしい仕草で、教授は鉱床の一点を指し示す。

　青白く透すき通とおったような飛行石に、赤い円柱型の物体が半ば埋うもれていた。大きさは太った大人ひとり分もある。ちょうど、中将くらい。

「この鉱山で採掘中に偶ぐう然ぜん発見されたものです。ご覧の通り、飛行石の中に埋もれるような形で、後から押おし込んだものとは考えにくい。もちろん自然物ではありえず、歴史上記録されているいかなる文化の様式とも異なっている」

「自分が目撃した、あれに少し似ているような気もします。ドラゴンの背に乗っていた男が着ていた、聖職者風の衣装のような……」

「そうかそうか！　ならば、これがドラゴンとその一味に関係あるものだという可能性は高いな！　新たな学説の手がかりだ！」

「夜明け頃ごろで暗く、距きよ離りもありました。ちらりと見ただけの不ふ充じゆう分ぶんな記き憶おくです。自分は美術史や服ふく飾しよくに詳くわしい訳でもありませんし、あまり重視しすぎるのは……」

「いやいや。重要な情報だよ、君ぃ。これで我が国くにの歴史学は大いに進歩し、他国に先んじる！　そして私の名声も一層高まるというものだ！」

「単なる学問上の話ではないぞ、魔法の実在が明らかになれば、古代人のように我々にも利用できるはず。軍事技術でも産業でも、我が国は圧あつ倒とう的てきな優位に立てる！　世界の覇は権けんを握るのも夢ではない！　神話の通り、街を焼き尽くす流星雨が使えるのなら、一気に敵国敵軍を殲せん滅めつできる！」

　教授と准将の言葉は、熱に浮かされたようだった。

「……それと、小官がこの基地に配属された事との間に、どのような関係が？　まさか目撃情報を聞き出すためだけではないでしょう？」

「だから、そのドラゴンが重要なのだよ」

　ミカエリス中将が、馴なれ馴れしく肩かたを叩たたいた。

「神話時代の遺物と神話のドラゴン、無関係ではあるまい。我々がこれを発はつ掘くつし、研究すれば、奴が嗅かぎつけて妨ぼう害がいに来るかも知れん。何しろ神しん出しゆつ鬼き没ぼつで何を考えてるのか不明なのだからな。それに対処するための、戦闘機隊だ」

「つまり、ドラゴンが現れたら迎げい撃げきせよと？」

「そうだ。そのために、最精鋭の空戦隊が必要なのだよ。可能ならば生きたまま無力化・捕ほ獲かくし、研究材料とする」

「これまでの事例から判断し、ドラゴンおよびその同行者には知性があり、人間に対して敵対の意志はないと推察されます。対話目的の接せつ触しよくを試みた方がよいのでは？」

　中将にとっては繰り返しになるが、准将には初めての具ぐ申しんだ。

「味方でなければ敵だ！」

　しかし、その准将の怒ど声せいが飛ぶ。ミカエリス中将が「まあまあ」と宥なだめる。

「人間並みの知性と精神があり、我が国に帰順なり臣従なりする気があるのなら、向こうから申し出るはず。だが、何の接触もしてこない。あれだけの力があるのに何の見返りもない事をしている。支し離り滅めつ裂れつで理解不能だ。交こう渉しようの糸口さえないという判断だよ」

「中将の仰おつしやるとおり。ならば、敵として扱うしかない！」

　まだ対話が成立していない以上、警けい戒かいを怠おこたるべきではない。そこまではブライアンも同意できる。しかし、こちらから敵意を向ける意味があるだろうか。

　それでも、ブライアンは軍人だ。

　如何いかに横やり由来だろうと、内容が承服できなかろうと、正式な命令である以上は従わねばならないのだ。







　カリカリカリカリカリ……。

　坑道の奥おく。飛行石の鉱脈の中に埋もれた「遺物」に、数人の作業員が顔を寄せ、小ぶりなナイフで周囲を削りとっている。

　新たな飛行隊が着いてから三日。発掘作業は変わらずに進んでいた。

「丁てい寧ねいに、丁寧にだ！　本体に傷をつけてはならんぞ！」

　ウォルサム教授は、作業員たちを怒ど鳴なりつける。一応安全帽ヘルメツトは被かぶっているものの、相変わらず坑道内には適さない背広姿。ひっきりなしに額の汗あせをハンカチに吸わせている。

「旦だん那な。そんな事言われても、俺おれたちゃ細かい仕事は専門家じゃねえんだ」

「そうそう。いつもはガッシガッシと岩にスコップやツルハシ突き立たててんだから」

「旦那ではない。敬けい称しようは正しく。私の事は教授と呼びたまえ」

「へえ、だ……じゃねえや。教授」

「学者先生ってのは面めん倒どうくせえなぁ」

　ぶつくさ言いながら、作業は続く。ウォルサム自身はじっと眺ながめて、ほくそ笑みながら独り言を呟つぶやいているだけだ。

「遺物の謎なぞだけではない。従来謎とされていた飛行石形成のプロセスも明らかになるかも知れん。いや、それは地質学か鉱物学の連中に任せた方がいいか……。さすがの私も畑違いすぎるからな……ふふ」

　招いた准将たちは例のドラゴンとやらが来るのを予想というか期待しているらしいが、そういう面倒はどうでもいい。それよりこの遺物を大学に持ち帰り、弟で子したちに調べさせ、自分の名で論文を発表する。歴史学の新時代を開く者として、私の名が刻まれる。

　そういえば、あの女子学生は何と言ったか。神話実在説を唱えていた彼女なら、喜んで働いてくれただろうに。あの時点で放逐したのはもったいなかったか。

　ゴリッ！

　大きな飛行石が剥はがれ落おち、足あし下もとに転がってくる。

「教授先生。どうやら、これで動かせそうですぜ」

　遺物本体にはまだ多少の飛行石がこびりついているものの、本体は鉱石塊かいから切きり離されている。

　改めて現れたのは短く太い円えん筒とう。色は赤で、複雑な曲線が浮うき彫ぼりになっているものの、規則性は見いだせない。ところどころに拳こぶし大だいの丸い石が填はまっており、レバーやスイッチなど、動かせそうな部品はひとつもない。用よう途と不明だが、単なる装そう飾しよく品ひんでもなさそうだ。

「よし。では、外に運び出すぞ！　大事に扱えよ。貴重な歴史的資料だ。もし傷つけでもしたら人類の、学問の損失なのだからな！　ああ、素す手でで触さわるな！　汚きたない作業用手て袋ぶくろも駄だ目めだ。新品に取とり替かえろ！」

　尊大な態度に顔をしかめつつ――ただし、ウォルサム本人には見せないように――労働者たちは遺物をそっと持ち上げ、鉱石用の手て押おし車ぐるまに載のせた。

「お。思ったより重いぞ、こいつ」

　作業員たちは三人がかりで遺物を持ち上げ、クッションとして毛布を敷しいた一輪車に載せた。ロープをかけて固定しようとすると――。

「ああ、縛しばったりしてはいかん！　万一にも傷がついては困る」

　ウォルサムが制止した。

　不満顔で、それでもひとりが車を押して歩き出す。坂道など、押し手だけでは危ないところでは他の作業員が左右から支える。

　のろのろと歩いてようやく出口に近づいた時――。

「ふむ。日光の下で見ると、色が変わるのか――うぎっ！」

　赤い石の変化に気づいたウォルサムが不意に顔を寄せ、悲鳴を上げる。いきなり割り込んだせいで、車輪が足を踏ふんだのだ。

　そのせいで、バランスが崩くずれる。

「おわっ……っととととっ！」

　落ちそうな遺物を支えようと手を出す者もいるが、元が三人がかりでようやく持ち上げた品だ。ひとりが慌あわてても持ちこたえられない。僅わずかに減速はできたが、謎の遺物は岩に叩きつけられ、転がる。

「あああっ！　私の秘宝がっ！　お前たち、何を――！」

「そりゃねえですぜ、旦那。あんたが急に――！」

　言い争う暇ひまもなかった。

　異変が起きた。

　周囲の空気が加熱する。石が、点てん滅めつする。

「こ……これは、どういう現象か？」

「危ねえ、旦那！」

　覗のぞき込もうとしたウォルサムの首を、車押しの男が引っ張る。一いつ瞬しゆん遅おくれて、赤い石が炎ほのおを吹ふき上あげた。

「うあっち！」

　受け止めようとして転んだ男は着衣に引火し、ゴロゴロと出口の方へ転がってどうにか消し止める。

　大急ぎで皆が離れる中、異物から噴ふん出しゆつする炎は更さらに勢いを増し、紅ぐ蓮れんの壁かべとなって坑道を塞ふさいだ。いや、既に紅蓮ですらない。超ちよう高こう熱ねつ、純白の炎が更に広がっていく。

「ああああぁっ！」

「何やってんだ、旦那！　逃にげねえと！」

　頭を抱かかえて嘆なげく教授を強引に引きずり、作業員たちがひたすら奥へ奥へと走って行く。灰と化す前に間に合ったのは奇き跡せき的てきな僥ぎよう倖こうだった。たったひとり、外へと逃のがれた者は出入り口で警備をしている兵士と衝しよう突とつする。

「何事だ！　作業放ほう棄きか？」

「ち、ちが、違ちがう！　あの遺物が――！」

　詳しい説明をするより早く、坑こう口こうから炎が吹き上がった。警備兵たちもパニックを起こして走り出す。

「例の遺物が、火を噴ふいた。手が付けられねえ火勢だ！　中に、まだ仲間が……頼たのむ。助けてくれよ、兵隊さん！」

　焦あせりながらもどうにか冷静さの欠片かけらを取り戻もどした作業員が、辺りを走り回る兵士に訴うつたえる。

　一方、奥に逃げた者も、他の作業員たちに状じよう況きようを触ふれ回まわっていた。状況を知ろうと、あちこちの現場から班長たちが集まってくる。

「入り口で大火事だ！　どんどん強くなってて、しかもただの火じゃねえ！　突っ切って逃げるのは無理だ。外の連中が消火してくれるのを待つしかねえ！」

「待つって……大だい丈じよう夫ぶかよ！　空気が保もつのか？」

　坑道で働く者は、常に落らく盤ばんと火災は警戒している。直接の熱も恐ろしいが、煙けむりや有毒ガスは時にそれ以上に危険なのだ。

　男たちの顔に、汗が滲にじむ。焦しよう燥そうや不安だけではない。実際に温度が上がっているのだ。既に首筋をタオルで拭ぬぐう者や、たまらず作業着の胸をはだけた者もいる。

「とにかく、あの火がどうなるかわからねえんだ。なるべく坑道の奥、あちこちの支し坑こうに分散した方がいい！　その方が、炎やガスが流れてきても一気に全ぜん滅めつするリスクは減る。固まってりゃ、空気もそれだけ早く濁にごるしな」

「わかった。それじゃ、それぞれの場所で耐たえよう。パニックを食い止めろ。少しでも仲間が生き残るチャンスを見逃すんじぇねえぞ！」

　班長たちが頷うなずき合う。

「わ、私は……」

　ただひとり、座すわり込んだままのウォルサム教授が頭を抱えて震ふるえる。彼かれは、この現場の誰だれとも「仲間」ではないのだ。

「このおっさんが余計な事しなけりゃ！　アレを掘ほり出せだの、運ぶ時の邪じや魔まだの！」

「よせ！　今、こいつに当たっても始まらねえ！」

　拳を振ふり上げる者を、車を押していた男が制する。

「旦那、俺に従ってくれ。誰であっても、鉱山ヤマで人死には出したくねえんでな」

「わ、わかった……。わかりました……」

　既に、呼び名を訂てい正せいできる精神状態ではない。

「よし。じゃあ、避ひ難なんだ」

　冷ひや汗まみれの顔でガクガク頷きながら、教授は立ち上がった。自力ではない。男が、襟えり首くびを引っ張り上げてくれたのだ。







　発火から約一〇分。

　炎の勢いはあり得ないレベルになっていた。

　坑道出入り口から燃え広がった火は可燃物などないはずの岩いわ肌はだを覆おおい、まるで峰みねひとつが丸ごと松明たいまつになったかのようだ。しかも、じわじわと炎の領域は広がり、工場ブロックまで近づいてきている。

　唯ゆい一いつ、脱だつ出しゆつに成功した作業員からの情報によると、例の発掘遺物から突とつ然ぜん吹ふき出した炎だというから、常識に当てはまらないのだろうか。

「鎮ちん火か作業はどうなっている！」

　ブライアンは、滑走路で見つけた若い伍ご長ちように尋ねる。記章からすると基地の警備・保安担当のはずだ。

「こ、このような事態に対応するマニュアルはありませんので……。自分には何をどうすればいいのか……」

　しかし、狼狽うろたえているだけ。本来ならば重要な保安要員だが、一いつ般ぱんにはエリートコースとも花形部署とも見なされていない。不慣れな者が間に合わせで配置されるのが常態になっているのだ。

「巡空艇の爆弾倉から撒さん水すいするとか……気休め程度でも何もしないよりは！」

「そ、それが、中に残ってるのは労働者ばかりだから、下手な手出しは無用と……」

「何！」

「じ、自分が言ったんじゃありません！　ラムゼイ司令のお言葉です！」

　思わぬ怒いかりの噴出に、保安要員が泣きそうな顔になった。

「くそっ！」

　噛かみしめた奥おく歯ばがギリギリと鳴る。

　国民の危難を救えずして、何の軍だ。新兵器だ。

　焦り、内心でラムゼイを罵ののしったところで、ブライアン自身も無力なのだ。愛機を飛ばしたところで火は消せず、閉じ込められている人々を救う役にも立たない。

「何をしている。ディゾン少佐！」

　当のラムゼイ准将が現れた。恐らくは私物の貴重品だろう。高価そうなトランクを両手に提さげた従じゆう僕ぼくが付つき添そっている。

「戦闘機隊は発進準備に入れ！　私も、中将と一いつ緒しよに巡空艇に乗る」

「全員の避難は無理でしょう。それより、消火と救出を！　まだ可能性はあります！」

　爆弾の代わりに人間を詰め込んだとしても、巡空艇二艘ではこの基地と工場、鉱山の全員を乗せるのは無理だ。半分以上は置き去りになる。

「何をバカな事を言ってるのだ、少佐」

　鼻で笑う准将の視線を、つい目で追う。巡空艇に向かっているのは正規の搭とう乗じよう員いんだけだ。多くの者は工場施し設せつに向かったり、高射砲の用意をしたりしている。

「理由は不明だが、大きな事故や災害が起きた現場に例のドラゴンは現れる。だとしたらこれは好機ではないか！　奴が現れたら、当基地の全力で迎え撃つ。まあ、現れないなら現れないで、我々だけでも飛んで待たい避ひするというのももちろん考こう慮りよのうちだがな」

　名案を語る誇らしさで、ラムゼイは胸を反らす。

「伍長。お前も部下と一緒に、工場の撤てつ収しゆうを手伝え。何を優先して運び出すかは、現場の工場長の指示に従え」

「は、はいっ！　了りよう解かいいたしました！」

　筋すじ違ちがいの命令に戸と惑まどいながら、伍長は敬礼して駆かけだしていく。

「……准将閣下は、工場まで延えん焼しようする危険性を考慮にいれているのですか？　それでしたら尚なおのこと、作業員たちの安全を――」

「黙だまれ！」

　鋭するどい怒声が飛ぶ。

「既にここは充じゆう分ぶんな収益を上げたし、新兵器のデータもこの中だ。設備も多少は惜おしいが、釣つりが出る。わかったらさっさと出しゆつ撃げき準備しろ。貴様の隊は、基地航空隊の指揮下というのを忘れるなよ！」

「……了解しました」

　奥歯を食いしばりながら、ブライアンは敬礼して踵きびすを返した。

　これ以上、ラムゼイ准将と向かい合って話す不快には耐えられそうにない。そして、どれほど憤いきどおってもブライアンは軍人として命令に逆らえないし、ラムゼイを翻ほん意いさせるのも不可能なのだ。







Chapter:9　ニーフェルドの怒り







　異変は、極点火山島でも感知されていた。

「洞どう窟くつ――いや、鉱山か。その中に閉じ込められている人間がざっと二〇〇人。外の工場などにも三〇〇人ほどいるな」

　祭さい壇だんの円鏡を覗き込みながら、アルダスが司令室に集まった皆に告げる。

「全部で五〇〇人……」

　唾つばを飲み込むパトリシアの喉のどが強こわばった。

　映し出された映像からすると、辺へん鄙ぴな山中。外から消防や救助が駆けつけるのはほぼ不可能だ。

「おい、パトリシア？　ここって、どういう場所だ？」

　テーブルに足を乗せた姿勢で、ニールフェルドが尋たずねる。

「よくわかりません。鉱山と工場と飛行場が一緒になっているみたいですけど、何の施設なのか……。地図にも載ってませんし……」

　詳しよう細さいな地図を広げてみても、何もない山の中という事になっている。鏡の映像から読み取れる情報は不完全だ。滑走路に駐ちゆう機きしているのが軍用機だから、秘密基地か何かなのだろうか。

「しかも、普ふ通つうの火災じゃない。どうやら魔ま力りよく熱ねつ炉ろを掘り起おこして、うっかり作動させてしまったらしい」

「やっぱり人間が、ロクでもねえ事をやらかしたな」

　アルダスは大げさに肩を竦すくめ、ニールフェルドは舌打ちする。

「熱炉って何ですか？」

「名前のまんま。周囲の魔力を吸収して、熱の形で放出できる魔宝マジツクアイテム。何千年って放置されてたから……ざっと計算すると、そうね、人間の街ならみっつくらい灰にできるくらいのエネルギーは溜たまってるんじゃないかな？」

　パトリシアの疑問に答えたのは、アリエラだ。

「そ、そんなもの、扱あつかえるんですか？」

「だ、だ、大丈夫、です、はい。魔族は、誰でも、ちゃんと止められます。あ、あたくしでも、はい」

「人間でも、魔法使いなら問題ないし」

　ヴィルヴィは不安げに、ネイトは興味深そうに円鏡に映し出される業ごう火かを見つめていた。

「どっちにしろ、今の人間じゃどうしようもねえだろ。俺たちの出番だ。全員で行くぞ！　パーケルは別だけどな」

　ニールフェルドの長い足がテーブルから下ろされる。

「承知しております。では、お帰りに備えておきます」

　ゴブリンの執しつ事じは、綺き麗れいな姿勢で一礼する。

「あ、そうだ。こういうの作ったんだけど」

　アリエラが、掌てのひら大だいのワッペンを皆に配った。

　材料は、アリエラ自身の糸。耐たい久きゆう性せい優先のもので編んである。

　炎にも風にも蔓つる草くさにも見える装そう飾しよくの六角形の枠わくの中に、翼つばさを広げたドラゴンの姿が十字型に簡略化されて描えがかれている。

　大陸共通語の飾かざり文字で書かれているのは『竜の仲間たちドラゴン・カンパニー』。

「何だ、こりゃ？」

「わたしがお願いしたんです。毎回説明するのは面倒ですけど、証しよう拠こっていうか、同じメンバーがやってるんだって理解してもらった方が、トラブルは避さけられるでしょ？　名前はあまり凝こってもキリがないので、シンプルに」

　パトリシア発案だけど、芸術性には自信がないのでデザインはアリエラに任せた。もちろん人間が不快や不安を感じないようチェックは入れてある。

「悪かぁねえが、ちょいと手直しが必要だな。こんな風に。すぐできるか？」

　微び笑しようするニールフェルドが、空中に指先を走らせる。

　それを受け、アリエラは黒い糸を繰くり出してワッペンにささやかな修正を加える。

『竜の仲間たちドラゴン・カンパニー』から。

『竜と仲間たちドラゴン＆カンパニー』へと。

「なんだい、それは。ニールだけが別格という事かな？」

　肩を竦めたのはアルダスだ。

「俺様だけじゃねえ、って事だよ。それに、飛んでいく時に俺様が一番目立つのは避けようもないからな」

　笑いながらニールが袖そでにエンブレムを貼はり付ける。

　パトリシアも、アリエラも同じ位置。ネイトのローブは胸に、アルダスは元々の装飾に重ならないよう腰こしのあたりを選んだ。

「こ、これって、げ、現場出る時の、服じゃないと、いけませんよね、はい」

　メイド服に付けようとして気づいたヴィルヴィは物もの陰かげに引っ込んでそれを脱ぬぎ、いつものコスチュームに貼り付けた。場所は袖ではなく膨ふくらんだ左胸、拘こう束そくするベルトとベルトの間のスペースだった。

「準備はいいな？　みんな、行くぜ！」

　宣言して、走り出す。エンブレムを貼り付けたばかりの上着を脱ぎ捨すて、火口の真下でドラゴンへと変身する。

　その背に、アルダスが華か麗れいなジャンプで降り立つ。蜘蛛くもモードのアリエラがよじ登る。差さし伸のべられた糸に掴つかまってまずネイトが、ヴィルヴィが、そして最後にパトリシアが乗り込む。

　更に繰り出された粘ねん着ちやく糸いとが、全員の身体からだを竜の背に固定する。

「準備完かん了りようよ！」

「噴ふん煙えん誘ゆう導どう路ろ切きり替え完了。発進口、解放いたします」

　パーケルのアナウンスが響ひびく。頭上のシャッターが開き、北極の空が広がる。

「準備完了いたしました。無事のご帰き還かんをお待ちしております」

「さあ、『ドラゴン＆カンパニー』の出動だ！」

　翼が羽ばたき、一気に上じよう昇しようした。







　炎が広がる速度は遅おそいが、火勢もまた衰おとろえない。

　天まで届くかと思われるほどの、紅蓮の踊おどる火柱だ。充じゆう分ぶん距きよ離りがあり、キャノピーで隔へだてられているはずなのに、ブライアンは熱風が届いてるかのような錯さつ覚かくを覚える。

　坑道内の人間は無事か。熱で、あるいは煙で倒たおれてはいないか。

　気にかかるが、動けない。まだ待機命令中、発進許可は出ていない。気ばかりがじりじりと焦り、つい無意味に指を絡からませ、済んだはずの計器チェックを繰り返かえす。

　心の中で、相反する願いが衝突する。

　あのドラゴンに来て欲ほしい。

　来て欲しくない。

　方法は想像もつかないが、人知を超こえた力ならあの業火を消し止め、閉じ込められた作業員たちを救出できるかも知れない。

　しかし自分たちは、ドラゴンを攻こう撃げきするために待機しているのだ。

『隊長、北北東を見てください！』

　アリッサが、無線で知らせる。顔を上げ、視線を向ける。小さな黒い影かげが、急速に近づいてくる。

　間ま違ちがいない。漆しつ黒こくのドラゴンだ。

『ほ、本当にいたんですね！　あ、その、隊長が言ってたのを信じてなかったって訳じゃなくて……』

　狼ろう狽ばいしているのはアリッサばかりではない。他のチャンネルからも驚おどろきの声が聞こえてくる。恐きよう慌こうを来していないのはブライアンから事前に教えられているだけでなく、軍人として鍛えられた精神の賜たま物ものだ。

　基地全体へと、スピーカーの大だい音おん声じようががなり立てる。

『基地司令のラムゼイ准じゆん将しようである！　ドラゴンの飛来を確かく認にんした！』

　あちこちでざわめきどころか叫さけび声ごえが起こり、闇やみ雲くもに走り出す者まで現れる。

『恐きよう怖ふするな！　慌てる事は禁ずる！』

　金切り声が、逆効果でしかない命令を告げる。禁止しただけで感情が制せい御ぎよできるなら、指揮官は苦労しない。

『全軍、直ちに攻撃態勢に入れ！　巡じゆん空くう艇てい、戦せん闘とう機き隊、高射砲群の連れん携けいによって無力化し、捕獲する。殺してしまっても構わん！　興奮、混乱し、職務を放棄するような者があれば、軍紀に則のつとって銃じゆう殺さつに処す！』

　スピーカー越ごしでもわかるほど、その声こそが興奮している。

「准将！　過去の目もく撃げき例れいから判断すると、ドラゴンには人間が騎き乗じよう・同行している可能性が大です。撃げき墜ついを優先すれば、その人間にも害が及およぶ恐おそれがあります。ご一考を」

『構わん。ドラゴンの制圧が最優先である！　ディゾン少しよう佐さの部隊は、次の指示あるまで巡空艇の直ちよく掩えんを命ずる！』

「……」

『返答は？　復唱しろ、ディゾン少佐！』

「了解。自分と、指揮下の飛行隊は巡空艇直掩に当たります」

　最後の望みの賭かけた提案もあっさりはね除のけられた。

　アンカーを解かれてゆっくり上昇していく巡空艇を追うように、ブライアンはティラニダエＭｋⅢを発進させるしかなかった。







「……凄すごい……火……」

　燃えるガルゲン山脈を目まの当あたりにして、パトリシアは息を呑のんだ。

　本来なら燃えるはずもない岩山が、真っ赤な炎に覆われている。煙がほとんど出ていないのが、自然ならざる災害の証明か。高空にまで熱風が届いているが、手の中が汗ばむのは熱ばかりのせいではない。

「おい、アルダス。火の中の人間、まだ生きてるか？」

「細かい人数は把は握あくできないが、かなりの数が生存しているね。三桁けたは確実だ。火災が発生してすぐに奥に逃げ込んだんだろう。まあ当然、現状では外に逃げようとすると焼け死ぬしかないし、放っておいても酸欠でお終しまいだが」

　ニールフェルドの質問に、アルダスは微笑のまま淡たん々たんと答える。

「んじゃ、まだ助けられるって訳だな！　行くぜ！」

「でも、あれだけの炎……しかも、魔ま法ほうが原因なんでしょ？　消火する手段なんてあるんですか？」

「ちゃんと来る途と中ちゆうで考えてある。ネイト、お前が頼たよりだぜ」

「ボク？　氷雪激嵐アイスストームの呪じゆ文もんなら普通の火事くらいは消せるけど、あんなのは無理だよ」

「他の呪文だ。それに、山火事消せるレベルの氷雪激嵐アイスストームなんぞかましたら、閉じ込められてる人間も凍とう死しするだろうしな」

　炎もそうだが、取り残された人間をどうやって救出するのか。まだ生きているとしても、坑こう道どう内ないに熱や煙が充じゆう満まんする事を考えれば時間の余よ裕ゆうはない。

「ヴィルヴィ、お前の出番だ！」

「あ、あた、あたくし、ですか？」

　名指しされ、ヴィルヴィはおろおろと首を振る。

「ああ、全力出せ。あん中入って、残ってる人間、残らずお前の〈力〉の餌え食じきにしろ！」

「これを着けていくといい。こちらと連れん絡らくできる」

　アルダスが小さな水すい晶しようを飾ったペンダントをヴィルヴィの首に掛かける。彼が手にした水晶球が光ると、呼応してペンダントヘッドも点滅する。

「で、でで、でもっ！　そんな事しちゃったら……」

「後の事は俺様がちゃんと考えてある！　やれ！　任せた！」

「ニールフェルド様がそう仰るなら！　はいっ！」

　明めい瞭りように叫ぶと、ヴィルヴィは駆け出だし、背の縁ふちから宙へ身を投げ出した。

「ええっ？」

　思わず目で追うパトリシア。

「見ない方がいいよ！」

　自身も目を背そむけながらのアリエラの忠告は、好こう奇き心しんに勝てなかった。

　アリエラは見た。

　見てしまった。

　落下しながら自らの拘こう束そく衣いを引きちぎり、チョーカーを外すヴィルヴィの姿を。

　背も、胸も、腰周りも、一いつ瞬しゆんで数歳さい分ぶん成長する。

　むき出しになった白い背中から、翼が広がる。両手には金属質の鋭い爪つめ。身体を包んでいるのは、ベルトで締しめ付けているという点は同じだが、肌はだを多く晒さらした扇せん情じよう的てき――というよりは攻こう撃げき的てきと呼ぶべきデザイン。

　そして解けて伸びる髪かみは、蛇へびへと変化した。

「ひゃあっはぁっ！　ヤるよ！　ヤっちゃうよぉっ！　ニールフェルド様のご命令なんだもんねぇーっ！　あぁははははははははぁーっ！」

　普ふ段だんとは正反対の狂きよう騒そう的てきな高笑いを上げながら、ヴィルヴィは炎の中へ急降下していく。

　それを見たパトリシアの五感が薄うすれていく。

「大丈夫かい？　凄いね。意志の弱い者なら、一瞬で完全に変化していたところだ」

　肩に、アルダスの手が触れた。そこからじわりと温かいものが染しみ渡わたり、消えかけていた意識が急速に浮ふ上じようしてくる。神助魔法での賦ふ活かつだ。

「あれは……？」

「ゴルゴーンって知ってるか？　ヴィルヴィは、その一族だ」

　ニールフェルドが告げた名には、心当たりがあった。
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　真しん鍮ちゆうの爪と空飛ぶ翼、毒どく蛇じやの頭とう髪はつを持ち、見た者を石に変える魔ま物もの。伝説の通りなら「存在するだけで危険」と、魔族の中でも恐れられたのも納なつ得とくだ。特に念入りに髪を隠かくしていた理由も、今ならわかる。

「俺様ほどじゃねえが、あいつは力もあるし頑がん丈じようだ。炎程度じゃかすり傷も負わねえ」

　自じ慢まんげに呟き、ニールフェルドが炎の上空を旋せん回かいした。

　しかし、パトリシアの不安は払ふつ拭しよくされない。

　ヴィルヴィが炎に耐えられるとして、それでどうやって坑道内で救助するのか。







「はははははっ！　イくよ、イくよ、イっちゃうよぉーっ！」

　笑いながら、ヴィルヴィは炎の壁を突つき抜ぬけ、坑道の中を突き進すすむ。

　普通の火でなく源が魔宝マジツクアイテムなので、これだけの火勢が上がってもまだぎりぎり空気は保っている。ただし温度はかなり高いし、煙もかなり混じっている。人間サイズとしては最強クラスのひとつであるゴルゴーンだから耐えられるが、並の魔族――例えば蜘蛛人アルケニー――や人間なら、このあたりの空気を吸っただけでも喉や肺を焼かれてお終いだ。

『ヴィルヴィ、聞こえるか？』

「はーいっ！　大だい丈じよう夫ぶ大丈夫っ！　ちゃーんと聞こえてるってば！」

　ペンダントから響いたアルダスの声に大声で返答する。

　日ひ頃ごろ己おのれの出自を忌いみ、全すべてを封ふうじている反動もあって、蛇じや髪はつや肉体を露あらわにした時のヴィルヴィは大だい胆たんに高こう揚ようする。

『そのまま直進しろ。行き止まりに、数十人固まっている。その後は、今の分かれ道を右に行った突き当たりだ。急げ』

「ははははーっ！　アタシに任せといてって！　なんたって、ニールフェルド様直々のご命令なんだからねぇっ！」

　高笑いしながら走る。目の前で崩れてきた岩は、爪の一いち撃げきで粉ふん砕さいする。普段は常人の三倍程度にセーブしている腕わん力りよくも、本気を出せば三〇倍だ。

　くんくんと鼻を鳴らす。髪蛇たちが物もの欲ほしそうに前へと伸び、ちろちろと舌を躍おどらせる。アルダスの誘ゆう導どうがなくても、人間どもの気配が近いのがわかる。蛇はそれぞれ独立した感覚器でもある。視覚はもちろん、生物の気配や温度差など、本ほん性しようを発揮したヴィルヴィは三六〇度全方位、極きわめて精密に感知可能だ。

「人間ども、いるでしょ？　ニールフェルド様のご命令で、助けに来てあげたわよぉっ！」

　突き当たりの採さい掘くつ現場に、ヴィルヴィは躍り込んだ。

「ひっ！」

　悲鳴は一瞬。

　目もく撃げきした者が次々と恐怖で硬こう直ちよくし、そのまま石化する。存在するだけで危険なゴルゴーンの本領発揮。免まぬがれたのは、予あらかじめうずくまって震えていた者か、既すでに意識を失っている者たちだ。

「あんた、ちゃんと見なさいよ。このアタシの魅み力りよく的てきなボディを！　見ないと、噛みついちゃうわよぉ？」

　伏ふせていた男の襟首を引っ張り上げ、顎あごを掴つかみ、強ごう引いんに顔を近づける。薄く瞼まぶたを開いた途と端たんに、彼も石に変じる。

「ブっ倒れてる連中は……しょうがないか」

　髪の蛇がするすると伸び、横たわる男たちの口元を探さぐる。呼吸は続いているし、体温もあるのを確認すると、蛇はその首筋や口くち唇びるに噛みついた。

　視線だけではない。本性を現したヴィルヴィは全身に石化の魔力が満ちている。直接毒として流し込むのも可能だ。見られるだけの方が、彼かの女じよにとっても楽だが。

　ニールフェルドの命令は「全員」だ。まだ他のルートに残っている奴やつも、しっかり片付けなければ。







『こっちは全部終わったよーっ！　三〇〇人くらい、みーんな、ちゃんと石にしちゃった。くたばってる奴は、見つかんなかった』

「こちらでも確認した。間違いない」

　炎に飛び込んでから十数分で、ヴィルヴィからの連絡が届いた。アルダスも水晶球を覗き込んで返答する。

「よーし。じゃ、ヴィルヴィはそのまま待機。ネイト、魔法をぶっ放せ。氷雪激嵐アイスストームじゃねえ。旋嵐渦動ストームボルテクス、全力で！」

「うんっ！」

　ネイトは立ち上がり、杖つえを掲かかげた。複雑な動作と共に、はっきりとした声で呪文を詠えい唱しようする。杖が青白い光に包まれる。これまでのどの状況よりも強い真しん剣けんさが、幼い顔に浮かんでいた。

　ドラゴンが炎に向けて急降下する。

　激しい熱風が届き、パトリシアの身体は一瞬で汗あせばんだ。

　火の中に飛び込むかと思った瞬間。

「――はぁっ！」

　振り下おろした杖から、光が爆ばく発はつした。

　渦うず巻まく暴風が、全てを飲み込む

　自身たちをも範はん囲いに巻き込む至近距きよ離りで魔法を発動したのは、ニールフェルドを信しん頼らいしているからだ。

「きゃっ！」

　パトリシアの髪が激しく乱れる。座り、背にしがみついていても、風圧で飛ばされてしまいそうだ。

　ニールフェルドも乱流に逆らい、翼を激しく羽ばたかせながら再上昇して距離を取る。

　不意に静せい寂じやくが訪おとずれる。

　嵐が続いたのは、実際には数分だっただろうか。暴風に晒されたパトリシアには何時間にも感じられた。

　気がつくと、足首に蜘蛛の糸が絡みついていた。自分だけではない。アルダスも、そして精神力を使い果たし、アリエラの腕うでの中に倒れているネイトも。旋嵐渦動ストームボルテクスで飛ばされないよう、彼女が固定してくれたのだ。

　見下ろせば、火は完全に消えていた。

　風圧で、山の姿さえ変わっている。

　一瞬で入いれ替かえられた周囲の空気は、むしろ澄すみ渡っていた。

「……そうか、窒ちつ息そく消火……」

　いくら魔法の炎でも、酸素なしには燃え続けられない。大渦を起こして中心部に真空を作り出し、一瞬で火を消したのだ。

「んじゃアルダス、頼んだぜ！」

「酷こく使ししてくれるねぇ。まあ、君の頼みなら」

　高度を下げたニールフェルドからアルダスが蜘蛛糸を使って、するすると地表へと降りていく。

「は、はいっ。何個か……って言っちゃまずいですね。い、い、石になってても人間なんですから、な、何人。と、とにかく、引っ張ってきました」

　むき出しになった坑道入り口にヴィルヴィが現れ、作業員の石像をそっと地面に置く。チョーカーは元通りだがいつものコスチュームは破り捨ててしまったので、適当に拾ったボロ布をフード付きマントのように被かぶり、髪や顔を隠していた。

　石像の額にアルダスが手を触れ、祈いのりを捧ささげた。石像が淡あわい光に包まれたかと思うと、瞬しゆん時じに生身へと戻る。意識は戻らないが、肌の色は生きているもののそれだった。

　魔法の火であっても真空で消火できる。しかし、それでは地下に閉じ込められている人間も窒ちつ息そく死ししてしまう。だからヴィルヴィの力でまず石に変える。石化は死ではないので、アルダスの神助魔法で元に戻す事も可能なのだ。

「いちいち運び出すより、私が奥おくまで出向いて解呪した方が早いだろう？　案内してくれ」

「そ、そそ、そうですね、はい。い、いい、考えだと、思います、はい」

　ふたりは、坑道の中へと入っていく。

「さて、と。これで概おおむね片付いたな」

　ニールフェルドは、悠ゆう々ゆうと上空を旋回する。背中に乗っているパトリシアから顔ははっきりとは見えないが、声の響きだけで嬉うれしそうなのは伝わってくる。

「そうですね……あれ？」

　だが、パトリシア自身の声の弾はずみは止まった。

　飛行機と巡空艇がこちらに近づいてくるのが見えたからだ。

　巡空艇は二艘そう、小型飛行機はざっと二、三〇機というところか。

「今さら消火に駆けつけたとか？」

「多分、違ちがいます」

　アリエラの問いに即そく答とうする。

　大型の飛行船を山火事や災害救助に用いる案プランは新聞で目にしているけれど、実用化されたという話は聞かない。まして搭とう載さい量りようの小さい単座航空機では、さっきまでの猛もう火か相手に撒水しても大した効果はないだろう。

　パトリシアが戸惑っていると、数機の飛行機――アングレーヴス空軍の戦闘機が加速し、急きゆう迫はくしてくる。

　ニールフェルドの上をすれ違いざまに、両りよう翼よく付け根の機き銃じゆうが火を噴ふいた。

　銃じゆう弾だんが、黒い鱗うろこに命中して二条の破線を描く。

「きゃっ！」

　パトリシアは咄とつ嗟さにネイトに覆い被さった。彼は、全力で魔法を使ったせいでまだ深い眠ねむりの中だ。アリエラも、反射的に頭を守る。

　幸い機銃掃そう射しやは直ちよく撃げきせず、三人の横を掠かすめていっただけだ。

　だが、次々に他の戦闘機が襲しゆう来らいする。周囲を飛び回ってニールフェルドの行く手を阻はばみ、銃弾を浴びせてくる。

「何だよ、こいつら！　うざってえ！」

　ニールフェルド自身には通じなくても、背中の三人にとっては一発で致ち命めい傷しようだ。庇かばうためにどうしても動きが制限される。強制的に、巡空艇の正面へと誘導される。

　巡空艇の両りよう舷げんに装備された大たい砲ほうが放たれる。

　直撃！

　ドラゴンの身体が震ふるえる。

「くっ！」

　機銃弾と違ってニールフェルドも無反応ではない。小さく、声を漏もらした。

　敵の巡空艇や水すい上じよう艦かん、陣じん地ち施し設せつを破は壊かいするための艦かん砲ぽうだ。機銃とは威い力りよくが違う。動きは遅いものの搭載量に勝まさる巡空艇ならではの武装。

　更さらに、地上からも砲撃が続く。長い砲身を上へと向けた大口径砲の列。ドラゴン用という事はないだろうから、巡空艇対策の新兵器か。こっちは巡空艇以上に移動が難しいので、戦闘機隊の牽けん制せいでこちらを攻こう撃げき範はん囲いに誘さそいこんだのだ。

　しかも、ニールフェルドを直撃しなかった砲弾は坑道の方へ飛んでいく。まだ中にはアルダスやヴィルヴィ、そして要救助者たちが残っている。流ながれ弾だまで入り口が塞ふさがったら、生いき埋うめだ。いや、穴が崩くずれただけならドラゴンの力で掘ほり起こせば済むけれど、ちょうど出てきたところへ直撃したら？

　魔族ふたりは耐たえられるかも知れない。でも、人間は？

「聞こえますかーっ！」

　パトリシアは立ち上がり、ありったけの声を張り上げた。

「わたしたちは敵じゃありません！　火事を消したの、見ましたよね？　中の人たちも、無事です！　攻撃しないでください！　坑道の中の人が巻き込まれます！」

　しかし、そこへ戦闘機が突っ込んでくる。

「馬ば鹿か野や郎ろう、立つな！　的になる気か？」

　ニールフェルドが姿勢を変える。背中を狙ねらった銃弾を翼で受け止める。

「聞こえる訳ねえだろうが！　エンジンの音はうるせえし、ガラス窓で仕切られてるし」

「でも――」

「いいからお前は黙って伏せてろっての。ったく、面おも白しれえ事しやがるじゃねえか。簡単に死ぬ人間どもがよ。同族見殺しにする気満々で、チョロチョロと俺おれ様さまの邪じや魔まかよ」

　声に、残ざん忍にんな響きが混じった。

　ニールフェルドは、人間を殺さない――今までは、殺さなかった。

　たとえ司教を拉ら致ちし、自分に武器を向けた犯罪者であってもだ。しかし、ここまではっきりと大規模な攻撃を仕し掛かけてくる者に、彼かれの美意識や価値観を真っ向から否定する者に対して手加減する理由はあるだろうか。

　圧あつ倒とう的てきに強く、気まぐれで、傲ごう慢まんで、そして人間ではないのだから。

　敵対者とはいえ人間を殺す竜を、人々は、人類の社会は受け入れるだろうか。

「やめて！　やめてくださいっ！」

　襲おそい来る敵か。それとも竜か。

　己おのれの叫びがどちらに向けられたものなのか、パトリシア自身にもわからなかった。







『隊長、我々も攻撃に参加するべきでは？』

「不要だ。我々は、当初の命令通り巡空艇の護衛に徹てつする」

　ブライアンはアリッサからの通信に答える。

　ドラゴンは敵ではない。

　それは確信だが、個人的なものだ。軍人としての使命を覆くつがえす根こん拠きよにはならない。直接攻撃に参加しないのは直属の部下の命を危険から遠ざけるためでもあるが、実のところ自己満足の欺ぎ瞞まんでしかない。

『ふはははっ、効いているぞ！　諸君、見ろ！　我わが軍の攻撃はドラゴンに対して有効である！　このまま手を休めず攻せめ続けろ！　文明が神話に並び、追おい越こす時が来た！　竜殺しの英えい雄ゆうの称しよう号ごうは、今や我々のものである！』

　巡空艇のブリッジから友軍全機に向けたラムゼイ准将の高らかな鼓こ舞ぶが、ティラニダエＭｋⅢのスピーカーも鳴らす。

　果たして、そうだろうか？

　機銃弾はもとより、艦砲も高こう射しや砲ほうもダメージを与あたえているのか？

　ブライアンにはドラゴンが痛みに身をよじっているのではなく、ただ背中を――背中に乗った人ひと影かげを庇い、敢あえて己の身体で攻撃を受け止めているように見えた。

　相手は落ちる鉄橋を支える強きよう靱じんさと体力を持っている。その気になれば、あの爪や尾おで容易たやすく戦闘機など撃墜できるはず。そうしないのは、敵意がないからだ。

　しかし、それも「今は」に限られる。

　こちらから執しつ拗ように攻撃を繰り返したら、翻意しないという保証がどこにある？

　知性がある者は、敵味方の判断をする。そして、その判断基準を変える事もできるのだ。

「中ちゆう将じよう、准将両閣下！　敢えて再度具ぐ申しんいたします！　今からでもドラゴン攻撃の中止を！　交こう渉しようすべきです！」

　無線に向かって叫ぶ。

『何を恐れる、少佐？　こちらの優位は明らかではないか。命が惜おしいのであれば、向こうから頭こうべを垂れてくるだろうさ。君たちは味方の護衛を続けてくれたまえ』

『分ぶん析せきも研究も、死体で充じゆう分ぶん！　我が軍の兵器で撃墜できるような相手なのだからな！　こいつさえ墜おとせば、ファルランスとの戦争においても勝利間違いなしだ！』

　余裕ぶったミカエリスの笑いと、ヒステリックにさえ聞こえるラムゼイの高揚が鼓こ膜まくを侵おかす。

　どうする？

　どうすればいい？

　軍人として自分は何をすべきなのか？

　迷い、歯がみするブライアンの眼前で、基地飛行隊の戦闘機へ向けて竜の顎あぎとが開かれた。







「ニールフェルドさん！　わたしを地上に降ろして！　指揮官を説得します！　人間のわたしだったら！」

　早口で訴うつたえる。

　勝算なんてない。ただ、一瞬でもこちらからの攻撃を遅おくらせ、状じよう況きようを変えるにはこれしかないと思った。

「責任者ボスが、まだ下に残ってるとは限らねえだろうが！　けど、お前が心配してるような事はしねえよ」

　パトリシアの内心を読み取ったような返答。

「アリエラ！　小うるさい蠅はえどもを落とすから、後始末してやれ！」

　上空から襲い来る戦闘機に向け、ニールフェルドは首を伸ばした。機体の前部分を一撃で噛かみ砕くだく。破壊された液化飛行石エンジンが爆発し、緑色の炎ほのおを上げる。衝しよう撃げきの余波で、風防キヤノピーがまるごと弾はじけ飛とんだ。

「うわぁあっ！」

　プロペラ音が消え、操縦士の悲鳴が響く。

　機体が分解し、身体が虚こ空くうに放ほうり出される。

　破壊された主しゆ翼よくが、尾び翼よくが、胴どう体たいが、木の葉のように落下していく。

　しかし、操縦士の姿だけはまだ空中にあった。漂ただようように浮うかんでいる。

「わぁぁ――……って、えっ？　ええっ？」

　ようやく我が身みの異常事態に気づき、しかし把握はできずに、キョロキョロと周囲を見回す。

　彼の背中には、半はん透とう明めいの長い糸が伸びていた。それが風を捉とらえ、彼の身体をゆっくりと降下させているのだ。

「バルーニング……？」

　その様を見て、パトリシアは呟つぶやく。

　子蜘蛛が糸を伸ばし、タンポポの綿毛のように風に乗って飛ぶ現象がある。アリエラはパイロットに向けて糸を発射し、それを人間サイズで再現したのだ。

「これなら全員あたしがつり下げる必要ないでしょ？　火事が収まって上昇気流が消えたからちょっと不安だったけど、なんとかセーフってとこね」

「だったら、もっと空気を受けやすい形にすれば？」

　閃ひらめいた内容をアリエラに耳打ちする。

「いいね。それ、採用！」

「おう。上手うまくいったな。じゃ、どんどん行くぜ！」

　ニールフェルドの巨きよ体たいが躍る。

　爪が、尾が、次々と群がる戦闘機たちを的確に破壊し、パイロットたちを空中にむき出しにする。

「行っくよーっ！」

　アリエラもそれに合わせて糸を発射する。今度は単純な糸一本のバルーニングではない。編まれた糸が傘かさ状になっている。

　落下傘パラシユートは既に実用化されており、大型の飛行船などでは用意されている事もある。ただし、リネン製のものはかさばるため単座機への搭載はまずない。蜘蛛人アルケニーが編んだものはずっと薄く、軽く、強靱だ。

　邪魔な戦闘機を片付けると、ニールフェルドは急降下する。

　地表すれすれの飛行。すれ違いざまの爪が高射砲の砲身を引きちぎり、ねじ曲げる。

　新兵器といえど単なる鋼鉄製の大砲だ。竜の手にかかれば破は壊かいは容易い。任務のなくなった砲ほう手しゆたちは悲鳴を上げて逃にげ去さっていく。

「……安心しました」

「何がだ？」

「だって……その、ニールフェルドさんが、敵を殺しちゃうんじゃないかって……」

　感じていた不安を、パトリシアは率そつ直ちよくに吐と露ろした。

「あの程度、単なる邪魔だ。敵なんて呼ぶほどの値打ちもねえ。クズでもバカでも、死んじまえばお終いだ。生き返らせられない」

　屈くつ託たくのない声。

「お前が言った通りなら、人類ってのはまだ成長途中のガキだ。だから、ちょっとくらいの跳はねっ返りは受け止めてやる。何千年かの文明だって、未熟なりの積み重ねとして尊重してやるさ。そのくらいの余裕はある」

　ドラゴン状態だし、首を廻めぐらせている訳ではない。それでも、声こわ音ねから感じるのはもう馴な染じみになった不敵で自信に満ちた笑え顔がお。

「それに、人間を助けるってのは俺様が自分で決めた遊びのルールだ。面めん倒どうだからって簡単に曲げちゃ意味がない。人類をブチ殺すゲームならすぐに終わっちまうけど、生かして助けるのなら飽あきるまで長く遊べる。退たい屈くつしねえで済む」

「ぶ、物ぶつ騒そうな事、言わないでください！」

　まさか本心そのままではないだろうけど、彼が言うとまるっきりの冗じよう談だんにも聞こえない。

「さて、と。他の蚊かとんぼは寄ってこないみたいだし、あのデカブツも片付けとくか」

　鋭するどい眼まな差ざしが、巡空艇へと向けられた。







『せ、戦闘機隊が……。私の部隊が……っ！　ど、どうしましょう、伯父おじさんっ！』

　ティラニダエＭｋⅢの無線機から、ラムゼイ准将の縋すがるような声が聞こえてきた。恐慌のせいで、呼び名が完全にプライベートのものだ。伝える気はなく、スイッチが入れっぱなしでブリッジの混乱がそのまま拾われているのだろう。

　優勢で一方的に攻撃していたはずの部隊は、ドラゴンが本気を出した途端に全ぜん滅めつ。彼ひ我がの戦力差は、確かに圧倒的だった。ラムゼイの認にん識しきとは逆の意味で。

『どうしようと言われても……。そもそもはお前が言い出したのだぞ！　ファルランス戦に向けて兵力を増強すれば、投資以上の見返りがあると！』

『開戦は確実だと伯父さんが言ったんじゃありませんかっ！　そのために司教を！　救出部隊だって、わざわざ敵に鉢はち合あわせするように――！』

『ま、待て！　その事は口にするな！』

　司教？　ヨナタン司教の事か？

　誘ゆう拐かい事件の犯人はまだ取り調べ中。しかも口を割らないので背後関係はまだ不明だ。

　まさかミカエリス中将とラムゼイ准将が関かかわっているのか？　確かに救出作戦のタイミングなど不自然な点は多かった。だがしかし、情報と権限を持つ何者かが隣りん国ごくとの衝しよう突とつを企き図とし、裏で糸を引いていたとしたら――。

　ブライアンの派は遣けんがスムーズに通ったように、陸軍の中にもミカエリスと通じているグループはある。

『わ、私にもどうにもできんっ！　た、頼たのむ、ディゾン少佐！　何とか……何とかしてくれぇっ！』

　情けない声が、不意に鮮せん明めいになった。マイクに向けて叫んでいるのだ。

「了りよう解かい。『何とか』いたします！」

　口元が緩ゆるんだのが、自分でもわかる。

「各機に告ぐ。落下傘降下中の友軍パイロットの保護に徹せよ」

　これは「味方を守れ」という命令の延長。副隊長以下の九機は降下し、プロペラの風で降りていく味方が流されぬよう、距離を取って旋回を開始する。

　ブライアン自身は愛機を巡じゆん空くう艇ていに思い切り近づけた。機体を大きく傾かたむけ、翼よく端たんで両舷の推進器を指す。それから、船体の上へと移動して気き嚢のうの一点でも同じように。並のパイロットなら気流に巻き込まれて激げき突とつする機動だ。それを正確に、三度繰くり返す。

「……さて、理解してくれるかな？」

　これは、賭けだ。

　相手に通じなければ、あるいは力加減を誤れば――それでもなお、ブライアンはドラゴンを信じた。

　自らが撃墜したパイロットに落下傘を与える、その心を。







「何だ、ありゃあ？」

　一機だけの奇き妙みような動き。しかも、そいつは英雄ジーゲンザインの紋もん章しようつきなのだから余計に気になる。

　ニールフェルドは首を傾かしげた。こんな仕草は、ドラゴンでも変わらない。

「あの三か所だけピンポイントで狙うのって、できますか？」

「だから、できるかできないかってのは、もっと無能な奴にする質問だぜ」

　ニールフェルドの口から、矢のように細く絞しぼられた炎の息吹ブレスが迸ほとばしった。

　気嚢の上層、戦闘機が翼つばさで指した一点を正確に射い貫ぬく。

　装そう甲こうとはいっても巡空艇のそれは軍ぐん艦かんなどに比べれば遙はるかに薄い。裂さけた部分に緑色の炎が吹ふき上あがる。装甲と骨格で守られているので気嚢の形は崩れないが、中の気化飛行石が漏れてガス燈とうのように燃え続けているのだ。一度気化させて安定させた飛行石は、水素よりも燃えにくい。

「ほらよ、こいつも！」

　更に二発、続けざまに放ったブレスは、左右の推進器を掠め、抉えぐった。

　浮ふ力りよくを維い持じできず、進路のコントロールも失った巡空艇は、ゆっくりと降下していく。主しゆ砲ほうは構造上仰ぎよう角かくを取れないので、高みを飛ぶニールフェルドには攻こう撃げきできない。

「やっぱり……。あの飛行機、わたしたちがやりたい事を理解して『被ひ害がいが小さくなる攻撃ポイント』を教えてくれたんですよ！」

「なるほどな。まあ助かったと言やあ、それなりに助かった」

「それに、ひとり乗り飛行機と違って、どこにどれだけ乗ってるのかわからないもんね。あたしも、全員に糸付けて下ろすの面倒」

　素す直なおになれないニールフェルドの感謝に、アリエラも同意する。

「少なくとも、巡空艇の人たちとは違って、あのパイロットはニールフェルドさんの――わたしたちのやろうとしている事を理解してくれたんですよ」

　思わず手を振ふるパトリシアに答えるかのように青い戦せん闘とう機きも翼を振り、ターンして戻もどってくる。キャノピー越しに敬礼を示し、背面飛行気味にすれ違っていく。

　パイロットの顔を、パトリシアは見た。

　精せい悍かんさと気品を併あわせ持もち、強い意志と知性を感じさせる風ふう貌ぼう。一瞬、その姿に神話の騎き士しの鎧よろい兜かぶとが重なって見えたのは、尾翼のパーソナルマークからの連想か。

「ふん。今どきの人間にしちゃ、面白い奴じゃねえか」

　ニールフェルドも、満足そうに呟く。

「さてと。倒たおさにゃならん敵じゃねえし、命は取らねえが、ケジメはつけとかねえとな」
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　裂けたドラゴンの口から舌がはみ出し、楽しげに躍った。







　徐じよ々じよに浮力を失った巡空艇は、最後には転ぶような勢いで滑かつ走そう路ろに落下した。

　元々、浮いた状態で係留するのが基本だ。底面が直接着地するようには作られていない。不時着対策は完かん璧ぺきとは言えず、下部のゴンドラ部は装甲気嚢の重さに耐えられずに軋きしみ、傾く。

　真っ先にラムゼイ准じゆん将しようが、次いで転がるようにミカエリス中将が飛び出し、それに続いて我先にと乗員たちが飛び出してくる。

「皆みな、艇体から離はなれろ！　崩れる恐おそれがあるぞ！」

　ひと足先に着陸していたブライアンが避ひ難なんを誘導する。さすが軍人だけあって、混乱は少ない。ふたりの将官の足取りはおぼつかないものの、兵士たちに支えられてどうにか無事に距離を取った。

　ズガンっ！

　気嚢から数人まとめて潰つぶせそうな装甲版が剥はがれ落おち、僅わずかにバウンドする。数秒前までその場所にいた兵士たちから悲鳴と安あん堵どが混じって溢あふれ出でる。ミカエリスは尻しり餅もちをついてへたり込んだ。

「中将閣下も准将閣下も、ご無事で何よりです」

　背筋を伸のばして胸を張り、ブライアンは教本の形を完璧になぞった敬礼をしてみせた。さすがに微び苦く笑しようを抑おさえるのは苦しく、ほんの少し口元は緩んでしまったが。

「ディ、ディゾン少しよう佐さ！　どういう事だ？　何のつもりだ、アレは？」

　座すわったまま、真っ赤な顔でミカエリスが怒ど鳴なる。

「はて？　何のつもりとは、何の件についてでしょうか？　小官はご命令の通り最善を尽つくして『何とか』いたしました次し第だい」

「な……何だと？」

　目を剥むいたのはラムゼイだ。

「残った戦力だけでは、あのドラゴンを撃げき墜ついするのはもちろん、足止めさえも不可能なのは明白。ならば、ドラゴンが目的を果たす過程で人的被害が出ぬよう誘導するのが最善であると判断いたしました」

　先に撃墜され、救われた戦闘機隊のパイロットたちが顔を見合わせる。ある者は納得して頷うなずき、別のある者は悔くやしそうに口唇を噛んでいる。ドラゴンが圧倒的な力で自分たちを墜とし、しかも完璧に救命したのは明白な事実なのだ。

「それと、我が部隊の機体は全て無線通信機を搭載しております。先ほどの発言、全ての隊員が耳にしました」

　その宣言に、アリッサ以下隊員たちが頷く。その目に浮かんでいるのは、ミカエリスとラムゼイに対する軽けい蔑べつだった。

「お、おーい……っ！」

　不意に、遠くから声が聞こえた。

　鉱山に閉じ込められていた者たちが、避難してきたのだ。ふらつく足を互たがいに支え合っているが、皆表情は明るい。

　ただ、生きているという純じゆん粋すいな歓かん喜きを噛みしめている顔だった。

「坑あなん中に、女の化け物が飛び込んできたんだ。そいつを見た後の事はよくわからねえ。けど、気づいたら火が消えてて、みんな無事だったんだよ！」

　作業員は口々にそう語った。方法は不明だが、ドラゴンの仲間が火災を制し、彼らを救出したのは間ま違ちがいない。

　まるで魔ま法ほうのように――いや、現代科学の常識や条理を超こえた本当の魔法を使って。

　生せい還かんを喜び合う人々の中に、項うな垂だれてあからさまに落らく胆たんしている者がいた。ウォルサム教授だった。

「……神話時代の遺物が……。まだ調査前なのに……」

「命があっただけでも幸運だと思う事ですね。中ちゆう将じよう准じゆん将しよう両閣下も、同様に」

　ブライアンは眼差しで上官を射た。鋭い気き迫はくに、ふたりの顔が蒼そう白はくになる。

「基地――いえ、基地跡あとから、これだけの人数を撤てつ収しゆうするためには新たに飛行船などを派遣してもらう必要があるでしょう。現状、無事な機体は我が部隊のみですので、こちらから救きゆう援えん要よう請せいに行かせます」

「あ、いや……それなら、我が社しやの方へ……」

「准将。小官はあくまで軍人として、定められた手順に従います。失礼ながら両閣下とも職務を遂すい行こうできる状態にはないと判断し、最上位である自分がこの場の秩ちつ序じよを預かります。その上で、一私し企き業ぎようの都合ではなく軍の規則を優先します」

　へたりこんだまま見上げるラムゼイ准将の懇こん願がんを、あっさりはね除のける。

「ハイマン中ちゆう尉い、最も寄よりの基地まで飛び、救援を依い頼らいせよ。この基地で起きた出来事を、一いつ切さい包つつみ隠かくさず報告するのを忘れずに！　先ほどの通信の内容もな！」

「はっ！　了解いたしました。包み隠さず、ですね。補給の上、早さつ速そく出発いたします！」

　ブライアンの意図を酌くんで、アリッサは敬礼すると笑顔で駆かけだしていく。

「ま、待ってくれ。それでは私の……立場が……」

「せめて潔いさぎよくなさってください、中将。軍内部の不正は糺ただされねばなりません。正体不明でありながら敵対的とは言いがたいドラゴンに対し、独断で攻撃を仕掛けた責任も問われるべきです」

　竜りゆうが敵ではないとしても、まだコミュニケーションが取れた訳ではない。そもそも何故なぜ人間を助けるのに対話を試みないのか。その動機や真意は測りがたいし、正体も不明のままだ。神話時代の存在という事さえ推測でしかない。同行している中には、人間らしき者もいる。

　だから、単純に信じきるのは危険だ。こちらから攻撃する意味はないにせよ、警けい戒かいを怠おこたるべきではない。何より人類はあのドラゴンに頼たよらず、自ら同どう胞ほうを守り、救う道を歩んでいかなければならないのではないか。

　そこまで考えて、ブライアンは気づく。

　ドラゴンはどうなった？　巡空艇を墜とした後、そのまま立ち去ったのか？

「えーとぉ、どいてくださーいっ！　巡空艇の中、誰だれも残ってませんよねーっ？」

　不意に、上空から大きな声が聞こえた。そして、激しい羽ばたきの音も。

　巡空艇の周りで、無事な機材の運び出しなどに当たっていた兵が、蜘蛛くもの子を散らすように逃げ出だす。




　ベギ！

　バキバキバキ！




　急降下したドラゴンは、爪つめと牙きばで巡空艇の残ざん骸がいを容よう赦しやなく解体した。構造材が周囲に投げ出され、高射砲の残骸と混じり合う。

「あああ～～っ！」

　ふたりの将軍の情けない悲鳴がハーモニーした。

「ああっ！」

　更に、それにウォルサム教授の叫さけびが重なる。

「あれは！　私の研究材料がっ！」

　ドラゴンの片手には、例の遺物が握にぎられている。恐らくは、救助のついでに一いつ緒しよに運び出したのだろう。そして、もう片手には巡空艇の推進機が。

「神話時代の品というなら、元々彼らの所有物だったのかも知れません。扱あつかいきれず今回の事故を起こしたのですから、向こうが持ち帰る方が安全です」

　嘆なげく教授を、ブライアンが窘たしなめる。

　巡空艇と高射砲、その他基地の兵器をさんざんぶちこわした挙げ句、ドラゴンはこちらに向けて尾を振った。多分、人間だったら尻しりを向ける仕草だ。

「……あ、あれでも、敵対的ではないというのか？」

　ミカエリス中将がぽかんと口を開ける。

「ま、まあ、人的被害がないように事前に警告はしてましたし……」

「それにしたって、既すでに撃墜したのをまた壊こわすというのは何のつもりなのだ？　巡空艇のエンジンを盗ぬすんでいったのは、何のためだ？　泥どろ棒ぼうっ！　ドロボーッ！」

　涙なみだ目めで、子供のように叫ぶ。

「小官も真意までは測りかねますが、あのドラゴンが我々と同じような感情があるのなら……まあ、自然な行動ではないでしょうか？」

　苦く笑しようするブライアンの目の前に、小さな布がひらひらと落ちてきた。顔の前で、それをキャッチする。

　六角形の中にドラゴンのシルエットを描えがいた紋章。『ドラゴン＆カンパニー』というのは彼ら自身の部隊名か。

「竜……だけではない。確かにいつも仲間と一緒だったな」

　ブライアンは確信する。

　名を告げたというのは、意思疎そ通つうの第一歩であると。







Epilogue　エピローグ







「巡空艇、わざわざもう一回壊す必要ありませんでしたよね？」

　警告役を押おしつけられたパトリシアとしては、当然の疑問だった。

「俺様がすっきりするってのは、充分な理由だ。大したダメージじゃなかったが、余計な邪魔されるのは腹が立つ！」

　全く悪びれずに、ニールフェルドは答える。

　気ままに振る舞まうのは強者の特権――そんな気分が伝わってくる。

「まあ、わたしだって反対って訳じゃありませんよ。壊したの、攻撃してきた武器だけですし……嫌いやな奴やつが報むくいを受けるとスカッとするのは事実ですし」

　地上に近づいた時にちらっと見えたのは、ウォルサム教授だ。パトリシアの論文をろくに見もせず否定した当人。こんな場所にいたのは、ぬけぬけと「神話時代の遺物」の調査に来たに違いない。

　正直、面と向かって『ざまあみなさい。ドラゴン、ちゃんといるじゃないですか！』と言ってやりたいくらいだ。

「それに、人間どもに力を示しておくのも、有効さ。これで、殺しはしないが邪魔をするとただではおかないというのも理解できただろう」

「そうそう。あたしや人間組は、他のみんなと違って銃弾とか当たると死んじゃうもん」

　アルダスに同意して笑うアリエラの膝ひざ枕まくらでは、疲つかれ切きったネイトが寝ね息いきを立てている。

「ま、ま、魔法の熱ねつ炉ろも、か、回収できて、よかった、です。はい。あた、あたくしも、少しはお役に立てたみたいで……」

「少しじゃねえよ。ヴィルヴィがいなきゃ、人間どもを助けるのは無理だった。ま、適材適所って奴だな」

「も、もも、もったいないお言葉、ありがとうございますです、はいっ！」

　ニールフェルドの言葉に、ヴィルヴィは真っ赤になって身をよじる。

　超ちよう音おん速そく飛行で、一行はほどなく極点火山島に帰き還かんした。

「お帰りなさいませ。ご無事のようで何より。レモン水を用意してあります」

「俺様が下手打つはずねえだろ。人間どももきっちり、全員助けてやったぜ」

　着陸して人間態になったニールフェルドは、出で迎むかえのパーケルに答える。変身前にパトリシアたちは降りているけれど、眠ったままのネイトだけはおぶったままだ。トレイ上のグラスを掴つかみ、レモン水を一気に呷あおる。

「それが、件くだんの熱炉でございますか？　こちらで保管を？」

　変身時に放置した円えん筒とうを見て、パーケルが尋たずねた。

「今の人間の手には余るし、ネイトが勉強するための資料にも道具にもなるしな」

　振り返かえり、肩かたに預けられた寝顔に向かって微笑ほほえむ。

「なるほど。エネルギー源が別にあれば私の祭さい壇だんの動作も安定するし、ネイト君自身の魔力だけでは不可能な永続ゴーレムの製造も可能かも知れないね。彼の、現場での負担を減らそうという心こころ遣づかいかい？」

「単純に力で壊すだけじゃねえ。穴あな掘ほり用とか運うん搬ぱん用ようとか、用よう途と別のゴーレムを前もって用意しておけば、やれる事も増えるだろ？」

「どうせなら飛行機や飛行船、買ったり作ったりするっていう手もあるよねー。研究用にエンジン現物持ち帰ってもらったんだし。他の移動手段があれば、全部にニールが出動しなくてもいいでしょ？」

「そ、それ、いい考えだと、思います、はい。で、でも、操縦、どうするんですか？」

「あたしでもヴィルヴィちゃんでもマスターすればいいの。あと、パトリシアちゃんもね。せっかく新しい時代に生きてるんだから、新しい事楽しみたいじゃない？」

　アリエラが笑いながら、パトリシアとヴィルヴィの肩に腕うでを回す。

「それ、悪くないですね。うん、いいです」

　パトリシアも、笑って頷く。

　もうみんな、この救助隊での活動を楽しみ、発展させる事を考えているのだ。

「しかし、さすがにひと仕事こなすと腹も減るな。一服した後でいいから、何か軽いモン作ってくれ」

「はい。その程度なら」

　パトリシアが答えたその時――。




　Ｂｉｉ、Ｂｉｉｉ




　アルダスの懐ふところで、水すい晶しよう球きゆうが音と光を発する。

「おや？　またどこかで人間どもの悲鳴が溢れているようだね」

　早速司令室に出向き、祭壇で確かく認にんする。

　連合王国南部海域で海軍の練習船が操そう舵だミスで座ざ礁しよう浸しん水すい。しかも、救命具や短たん艇ていが足りずに混乱が起きている。

「……ったく、人間ってのはしょうがねえな。まるっきり自分たちのミスで死にかけてんじゃねえか」

「では、放置いたしますか？」

「俺様にとっちゃ大した手間じゃねえし、見捨てねえってルールを破る気もねえ。おい、パトリシア、行くぞ！」

「え？　わたし？　ひょっとしてわたしだけ？」

「他の奴らは、みんな大仕事の直後で疲れが残ってるからな。この程度なら、俺様ひとりで片付けられる」

　背負っていたネイトを、アリエラに預ける。

「わたしだって、ずっと一緒でしたよぉ」

「俺様が飛んでいかなきゃ始まらねえし、お前がいた方が人間への説明が早い」

「わかりましたよ。急いだ方が、それだけ助けやすくなる訳ですしね」

　大急ぎで役に立ちそうなロープ束や発はつ煙えん筒とうなどを抱かかえ、変身したニールフェルドの背によじ登る。

「飛ぶぞ。しっかりつかまってろよ！」

「はいっ！　『ドラゴン＆カンパニー』出動ですね。まあ、ニールフェルドさんとわたしだけですけど」

「俺おれ様さま以外、誰かひとりでも一緒だったら、充分仲間カンパニーだっての」

　笑い声と共に、竜は離り陸りくした。

　強者の特権として、命を救うために。











（終）









あとがき







　読者のみなさま、お久しぶりです。あるいは、初めましてでしょうか？

　ほぼ一年半ぶりの新作です！




　前作は担当さんも私も「イケる！」と自信満々で送り出したものの、あえなく討ち死にしまして……。

　そのせいもあって本作は難産でした。

　ファンタジー冒険ものを七割くらい書き上げたところで、どうも自分で面白いと思えなくて自主ボツ。

　次に流行をにらみながら企画書を三本くらい仕上げたものの、担当さんから「小手先の技術だけで書いてますよね？　このままでも一応形にはなるでしょうけど、いい作品になるとは思えません」と言われまして。

　きちんとこういう指摘をしてくれる編集者は本当にありがたいですし、何年も一緒に仕事しての信頼関係あればこそです、はい。




　そんなこんなで二度、全部投げ捨ててのやり直しを繰り返し。

　更にひねり出したいくつかの案のうち、当初は「スチームパンク風空中戦艦ネタ」だったものをぐっとファンタジーに寄せて生まれたのが本作です。まあ、既に本編を読まれた方には元ネタというか原典はおわかりでしょう。

　もっとも、コンセプトが固まった後でも「ドラゴン以外のメンバーを全員女性にするか」とか「パトリシアに当たるキャラを男性にしてみたらどうか」とか、右往左往したのですけどね。

　前にもどっかで書いたような気もしますが、この稼業長くやっていても一作一作新しい仕切り直しな訳で、ルーティンや慣れだけで片付けられる部分は少ないのですよ。




　ただ、そんな迷いや悩みの中でも、打ち合わせの中で担当さんが口にした「いてほしいヒーロー」というのがキーワードになりました。「なりたい」とか「なれそう」ではなく、どこかにいて、いざという時駆けつけて欲しい存在。

　そういう指針で生まれたニールフェルド。ざっと二〇年五〇冊ラノベ屋稼業やってきた中でも、あまり描いた経験のないタイプの主人公です。

　ニールフェルド以外のメンバーも、東とう西ざいさんのイラストのおかげで私の想定以上に魅力的になりました。近代文明とファンタジーが混在するややこしい設定を見事にビジュアル化していただき、感謝に堪たえません。




　さて、最後になりましたが謝しや辞じを。

　イラストの東西さん。担当のＮさん。および印刷製本流通に携わった多くの方々のおかげでまたこうして一冊本を出せました。

　そして何より、今これを手にしている読者の貴方に最大の感謝を。

　世界最強のドラゴンほどの力を持たぬ身としては、やりたい事をやりたいように押し通すなんてのは無理ですけれど、非才非力の身でもこれからもできる限りのチャレンジを続けていきますので、見守っていてください！




　では、次の本でお目にかかれますよう。





二〇一九年春　　　葛か西さい　伸しん哉や
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